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日来特許一二個・賞用新案主主録四六個併用
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〔特許大野式シャッター〕

主 要 製 品

大 野 式 シ ヤ ヲ タ ー

大 野 式 J L ー プ ル シ ャ ッ タ ー

大 野 式 工 場 周 軸 承

大 野 式 縛 子 入 軸 偉

大 野 式 鳴 子 入 戸 事

大 野 式 廻 樽 軸 抵 抗 測 定 機

各 種 防 火 鼠
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特 許 不 エ サ 'Yシ
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曾 告

建築法規に関する質疑藤答1開設置に付致告

来 る 十 月 溌 行 本 誌 、 第 十 六 輯 第 十 競 よ り 『 建 築 法 規 J

に 関 す る 質 疑 磨 、 答 欄 を 設 け 議 者 各 位 よ り の 質 疑 に

庭 、 答 す る こ ご に 致 し ま し た か ら 自 今 御 遠 慮 、 な く 上

記 に 闘 し 御 質 問 ( 書 面 に て ) あ ら ん 事 を 希 望 致 し ま す

昭 和 8 年 8 月

E R 日 本 建 築 協 曾

暑 中 御 伺

昭 和 八 年 盛 瓦

話t 国
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大 阪 市 の 「 シ ビ ッ ク ・ セ ン タ ー 」 計 董 理 想 、 案 懸 賞 募 集

趣 旨

大阪市は我園商工業の中心主して最近そ の接展特に著しきものあり諸般の焔設亦断

〈大都市の面白を備へつ〉ありと雌も都市構築の上より見れば遺' 戚の貼砂なからすe

殊に都市の中心をなすべき壇賞なる「シピック・センター J な〈且天恵の河岸の利用

せらる〉こと亦甚? ご少きは世人周知の事宜なり o 鞭近嘗局に於ても大阪牒改築に伴

ひ大阪降附近一部の整理を賞施せられつ〉あるも近代的大都市各般の要求に謄ぜん

が裁には更に進んでより庚汎に亘る大計蓋を樹立する必要ありコ

本協曾は此趣旨に基き左の直域を指定し大阪市の「シピック・センター」の理想的計

量案を募集し以て市民の注意を喚起せんとす J

大阪市ノ「シビック・センター」計重理想案懸賞募集規程

1， 指定地概要

御堂筋、南北線ノこった街路 ニ挟マレタル地

匝エシテ大阪騨以南土佐郷川南岸 テ合ム摘

要ノ地帯( 附闘参! ! の

2 ， III 募設計要件

騨前関場ハ諸般ノ交通ヲ闘滑ナラシムベク

留意シ騨前ニハ適切ナル建築物テ配置シソ

ノ他 ニハ将来賓現セラルベキ想定都聴会ヲ

中心トセ) 1 . - 公共諸建築物並ニ遊歩場. 前場

等ノ自由主地及道路ラ配スベシ。

3 ，所要圃書

( イ) 主要建築物、迫路、積場等ノ配置

圃 縮尺 1000分ノ l

( ロ 〉 烏 蹴 闘

〔 ハ ) 説 明 書

4 ， 入選者ノ等級並z 賀県

1 等 ( 金 )向。) 副賞

2 等 ( 銀 牌 ) 副 賞

3 等 ( 青銅牌) 副賞

佳 作 ( 襲 wo

5 ，締切期日

昭和8年9 月30 日正午

弘 首選者投表

3UO凶 1名

100出I 1名

50凶 1名

若干名

審 iE ノ結果ハ雑誌「建築と枇合」昭和8年

ＱＱＩｈｦ ｊｾ ニ鷲表ス

フ ， 審 査 員

日 本 建 築 協 合 則 合 長 地 問 賓 氏

日本建築協合舎長工製博士片岡 安 氏

阪 神 念 行 泡 銭 株 式 合 尉 : 従 長 小 林 一三氏

工 拳 博 士 武 田 五 一 氏

京 都 千 青 園 大 祭 教 授 武 居 高 四 郎 氏

エ 拳 博 士 直 木 倫 太 郎 氏

阪 紳 電 無 銭 道 株 式 合 員 土 佐 長 堀 勝 次 郎 氏

大 阪 鍛 滋 局 長 前 回 穣 氏

日 本 雄 築 協 舎 監 事 松 室 主 光 氏

( 五ー1- 音 順J

8 ， 膳募者心得

( イ) 配置園、鳥雌国共用紙仕上等凡テ

膝募者ノ自由トス

説明書ハ宇統大罫紙テ用ヒ計葺ノ概要ヲ

簡単ニ説明スベシ。

( ロ) 各闘面= ハ晴競( 文字= 限ル) ヲ附

シ別ニ暗披並= 住所氏名職業( 勤務先

共) テ記セJ l - 紙片テ密封シ、封書 ノ表

面ニ前記暗披ヲ記シタ) 1 . - モノア添附ス

ベ: ン。

( ハ) 審1 E ノ結果= 封シ説明ヲ求メ、叉

ハ異議テ申立ツルコトヲ得ズ。

( エ) 首選問築ニ閥スル一切ノ他利ハ本

ta舎ニ師属スルモノトス。

( ホ) 態募圃案瑳詮先

大 阪 市 北 区 中 之 島 三 ノ三 朝 日 ピ ル 問 。 五

日本建築協舎内「シビック・セ' ; / ? - J  

計1 I t 案懸賞係宛

昭 和 8 年 8 月

祉 国

法 人 日 本 建 築 協 曾
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岡家 の夏正を目標乞ずる集園生活機

構乏しての都市 乞村落の分布統制

松 室重 光

(  I  )  

人間生活の宇| 皐的研究を志す人主主に提示して共買一撃なる経世的考察を希望する所のもの

な り。敢て予の一家言を立てんとする が震 に搾べるに あらするD

此題材は頗る大にして其叙述の範囲も父甚fご蹟汎なれば、斯る雑誌の取材として簡単に

取倣はるべき性質の ものにあらす。fこV 宥過し難事重要性ありと認め誌に先づ訳文を草 し

て出題者は共責ーを塞がんとする -tl!. o

予は本題の論述 tこ蛍り、峨米の文献に取材し、例示し 、叉は説明するが立nき尋常従属的

ｾ，交の態度を執る ことを 避けん とす ｏ 是決して 自ら斡侍する所の高きが故にあらす｜凡そ

滴立閤家日本の更正には亦自ら調別なる方法ありと信じ. よりて調立文化の建設に努力せ

られむことをけに建築家諸子に巽求するが故なり 。

( 2 )  

現時世界の各闘は悉〈皆経済難に堕して正に瀕死の献態に置かる口市して此苦境より股

却 して更正せんが震に軍備の縮少や通貨の安定な どと合議 に重ぬるに舎議を以てし、努力

に縫ぐに努力を用 ひ、必死に 官闘 しつつ あ りな がら一事成功しにるも のな き理由や如何。

設に予は無理想なる文化生活工作を濫設して人類を疲弊せしめつくしにる結果を見る も

のな り。国家の経営 に一貫しにる理想主張 を持f二十して都市偏重の経俸が然らしめ?こる結

果に外ならぎる 事を 思 ふ 。 市して我日 本の 如きも不 幸 にして同 一 経 路ｾ 踏み其先艇を逐ひ

て同じ危険 に面しつ〉 あるを遺憾とす D

図家の更正は我日本に於て特に重要なるものめり D 査し 日本の般乎1' : る存在と其興隆 と

は金亜細亙民族の存在興隆を意味するによる口而して此更疋は我建閣の大精神に還元して

共根本理想的なる建設をなし直す事によりて始めて完成し得らる〉ものとす D

( 3 )  

今都市村落の数字的性質と共債値如何を考へんとす。先づ我閤土の全面積を幾卒方「キ

ロメ ー トル」な りと奉げ、之を本土と四園と九州、l と北海道と樺太と朝鮮と台湾と南洋等々

に 匝 分し 、 夫々共面積ｾ奉げて共各面積 ｍ 各包擁人口の 比 率を求めん。

I  V 川



VI I I  2  

所謂我邦人口の符度は世界 の問々 と比 較し て 最も大に して 共闇土は叉甚 ｴｾ Ｇ 狭き こと を語

るベしO

此人 口が過多なりと云へる事世・はよりて我民族の海外進出殻展を絶割に必要なりとする

見地 を時め しめ、共泣ト11. { f 策する上に於て根本的に最も了fiff. せしめ易事論燥の一端を示す

べし。

更に其山林と農耕地と池れと河J ＱＱ と居住地と工場地と道路等 ｫ との掩有する地積ｻｦｾ分

し共各種の生産量を ｾＺｮ l) . 納居住地に劃する総人口 の比率を? 求むる時は 、質際我岡民生活

のtR本数字は其地積 と物金とによりて幾何なるかを知ら れ得ペし。

- t . J ; を進めて各都市の商棋と其人 口と の針比を考ふる時はー府明| 昨に其密度を知り得ベ

〈、二歩を進めて都市町村の教と之を包有する府腕( 比較的線路なき行政区制) とを針J ! {{，

する時は是等地方の部分的生前機榊の如何なる j状態にあるやを抗M:11 し得ベし。

( 4 )  

市 して叉 t: 其歩を進めて人口 500 間以上の部 、200 目以上の都市、] 00 寓以上の都市、

80 寓以上、 50 ; 間以上、 30 ;t.T; 以上、より以下幾高等 k の市に間分しで共数量を零究する時

l立、更に明瞭に我岡民生前の悲砕を女11 ること を得む。

斯数字の表示する所によりて所訂i園勢の動向は察知し得らるべしより て都市は5久' 第に

膨脹 しつ〉ありて 、共或地 j J は4J?k 常みて楽へゆ き、或地方は共H)¥態に特別の鑓化な し

市して 或 地方 特に 村 落 のｾ ＼ＮはｾｏＡ［ｦ｜しさを ［Ｉ ＱＱ へ て漸〈京へ ゆ きつ〉ある姿態を見極める こ

とを得ベし。

人間生活 の 楽閤閥系を、斯〈して統計的に或は科 Ｎｾ ｪＺ 的に律し ｬ φ 〈も共更疋の基礎として

考察 に値する ー資料fこり得るや勿論なり 。

( 5 )  

次に人口 の過剰、正常、稀五，Ii . が是等教字の上に如何に表現せ らる〉か営見ん とす 。

現 ＩｉＩｾ 日本人 口 の全般的に過剰なる事は我問自瞳 の 生産する所の資材によりてヲビ分に供給

自足し能はぎる 一事によりても師に極めて明白にして 、妹更に他に似設を?求むる迄もなき

こととす 。

市して此反割に日本間土の以l溢なるは共生産する所の資財によりて渦J止に共人 口を養ふ

こと能はさ' るによりても知らるる也。

併しながら此 日本の園土と 人n とが正常に安定の )1)( 態にあるものなりや否やは唯共現)1)¥

のみを以てしては確定し難きも のあ り。此閤土の生産する所の資材の量は決 して不鐙 にあ

ら する 、 現在の農 耕地 が今後に於て更に米穀に二倍の牧獲を穆げ 、 共河海力 ［ｴ Ｚ ｾＨ Ｎ， 闘 に於て五仰

の牧量 となる の時来らぱ、叙上の闘係は叉従ひ て密化し、依て閤家の正常安定)1)¥態は必す・

しも共闘土の面積 と正比例するもののみにあらぎる事を知り件ぺし共決 1./ て不易なるも

のにあらさ' るや勿論なり D



斯〈して共増産せらる〉ものの生産費が従来のものに比して高値ならぎる場合に於ての

み増加l しゅく 人口 は幾分の緩和を見る事を得べしと難色 、人口 の増殖率急: 速甚大にして生

産之に伴はさ'る 場合は結局他に進出し行〈 こと の必要さに於て援りなきことを知る也。

きれば人口の飽和欣態と糾する 事に幾何程度迄科事的正確さを認め得べきゃ と問へば明

答し難き事叙上の虫nし。

( 6 )  

日本の山林は賓に 問土の大半を出む。然れども其林産物は岡民生活に満足を輿ふるの量

なしD 但主n斯のj伏態は現在に於げる共経営の宜しからぎる結よ誌にして、我園土の策候風土

が山林の経営に頗る有利なる j伏態にある事ーを安nる時は共経営にして宜しきを得ぱ 、主主に克

〈山村、の富を＿以て問用を Ｚ， ｊｾ し得る の 時到らん突 。

我人 n はやIW太や北海道にありでは遁かに本洲の下位に世かる D 然れ ども此等の地方は狛

多〈の人口を牧察し得る事附にありとは言ふべからす。悲し其山林の資加が次第に枯渇し

ゆきつ〉あるを釘1り、共闘用高?ごし〈不足なる 事を見る I時は此等の地域の農耕輔; 長は慌主主

考慮を要して ;:J として包協のフJ 大なるも のにあらぎる事を莞情せざる可らす。

即 ち此方面の生前似態も叉決して理想的のものにあらす・して 既に飽和の線を超え居れる

ものと見る事を得可し。

都市村訴の科f l ; . J ，的解説に人口が必す' しも共生所内苓の具足以態を語らさ' る事斯くの主n

し、自ら生産せ 5 る都市が共消費人口を如何に多大に包擁すると臨も其都市が飽和のj状態

に ありや否やはＧ￯ｴＧ Ｑ 捺 ｾ ｉ 、 ｉｊ Ｕｅの基礎なきもの とす 。

( ア)

我固に於ては都市は共地域の大なると 、共人口の多きとによりて大都市と認め られ、之

に種々なる生古号機柿として の便宜が架設せられ 、従ひて世間之を槻て大とイ言十 る ものあり

凡そ世間に於て此類の大の冠舵程人をi翠る宜{専勘な し 都市い? こづら に大に して岡家の

構成悼系は主主 k 偏傍す 、是甚fごしき危l按なり 。

都市はｾ に人口 の Ｑｊ，き の みによりて大ならす る、共資質充足して人間生活を理想に近から

しめ得るものを以て大とす o fyj諸大都市ー として の* 京や大阪が政治に産業に夫々の中 心地

1: るは其大をなす理山 のーなれども 、共底に行はる〉一般生活の宇商に悲惨暗併にるもの

多 き事を見 る時は、是等の者J l 市は251ろ共大を誇 るの資格を失ふ。

都市民が募ml こよりて共文化生活事業を営み 、共利子の支拶11負拾に耐ふる範囲に於て漸

〈に共生前形式を税制寺しゆきつ〉ある j伏態は頗る危険なり。

都市は人聞の楽園生活機構として 、現代園家の重要なる表現な れども、此都市が園家の

生活機構として必要にして E つ満足なる健全北I{ 態の存在なるや否やは頗る疑しきものめり

( 8 )  

今の都市は岡家の大病:芯な 90 辛ふじ て絶え十無理に所謂表相 の文化施設を続け . 市民

3
V 川



ｾ搾取して之を疲弊せしめつ〉 ある結果 を 想、ふ時は閣 Ｒ 誌の満足なる珪展興隆は断じて望ま

れ難し。

都市の文化建設の完成と共に都市を包擁する岡家も叉疲弊して途に姥れす・んば止ま十c

問家の更正を念ふの時、都市の現献を校本より改逃する の策 を立つることは正し〈緊要の

事とす。即ち現妖都市の鎖大計撃と共修飾管施{ ま閣家の3汁週削減なる護建充足 を害するも

のにして闘還を危ふ〈するもの也。

都市ーをして衰亡の閃?こらしめつ〉ある者は時代の1l ' 1 伐政治家と共従凪的{，'r. 置に立つ不見

識な る技術者逮なり 。

是等の人 k が我建闘の線本大精神を知らす 従って貨の建設的理想、を求めんともせす¥

何等反省 自費す る事な〈して 11佐表商に新脊と鐙化とをP逐ひて無意義に臥米を校倣して辻sみ

来れる結［ＡＺｉｾｾ見よ。

之を遡及して見る時は明治維新の大鑓平にｼ捺して之が建設指導の任務 ｾｾ ｉ岐 阜，なる破壊者

の手に委ねられ? こるによる 。此無事なる破壊者等は到j王討若与を唯一の目標として進み fこる

外. 少しも建問根本の理想符察をなさす¥ よりて民の精耐11
1建設に進むこと能はす 、唯奮政

椴の打iJl ｾ のみ目標 として 奔馳し 、我同家一 切の脊行美空 ｊ ￭ｾ 良風ｻ 長併を併 せて破壊しつくし

て我岡家の構成に特有なる精耐1
1形憾の存する事を知 らさ' り しo

依てお ､ 端なる中央集 ｍ Ｑｾ 鴛 し、 一 切 の文化 施設を都市中心として行ひ 、 徒らに共生活機

構を外商的に修飾競張して之に英大なる岡費を投 じ、自 らは共表相文化の浮華に酔ひっ〉

地方 の園民 生活 の機構ｾｊＦ ￆｬ せしめて顧みｾＮ ｉｊ し ｾ Ｚ ｮ 果が貨に今日 の危険以 態を褒生せしめ

1: るも の とす口

( 9 )  

都市を定義して何と言ふ事を得るや、叉村終を? 之と封比的に定義して何と語り得るや。

試みに此都市と村議とが文化史巾如何に解搾せられて近代生祈機構が説明せらるべきゃを

見んとす。

都市[ も村孫も一様に人類の衆国して共生析を管u 所なれ而して都市と村落との衆岡生

活機構としての相違発別叉匝分如何 と見るに 、( イ) は共人 口の多拡にして都市は村落に比

すれば遁かに多数の人を抱擁する事は最も明白なる r-l}iなり 。( ロ〉は共規模にして都市は共

地域大に村落は共地域少な IJ 0 但此義は人間の楽園生爪する本撮的住居を基礎として言ひ

農紗士山の如 きは従ひて此中に含まれす・。( ハ) は共生前機構の形式にして其翠純性は村i*に

有之、共複雑性は都市に之を存す。即 ち前者が主として段、耕 、山林. 1.f.f，t臨等の比較的限

定せられ7こる翠純生産基礎一部の事業を経営せるに反し、後者は之を集めて更に加工し、

製浩し、整理 し、分類して之を他に給附し、依て工業あり商業ありしが 、最近都市域の無

謀なる大鏑張ありて更に農林の業 も叉都市生活機構 I:IJ のー形式をなすに到れり。( = ) は共

地理的匡分なり 。者11市は比較的卒担部にあり て、自然人話的交通の要簡便宜の中心地に存
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在するに反し、村訴は共同溢に散在し 、或は海白山林中に介在して交通の使 を扶 ぐ底砂なか

ら す 。Ｈ ホ Ｉは共 人 ｾ的政治的 に附奥せ ら る〉所 の 法律的機利 の大 小なり 。都 ｉｬ ￮ が多数の 人

を包擁し 、 従ひて共 ￭ｦ［ｾ 集積する ｩＺ ｊ｜も叉多〈して比較的重要なる生活機機をなすが放に 、

行政上之に附興せられ? こる機益は相蛍肢汎にして大なれども、村落にあり では然らすD

叙上のE 別は従来の都市と村落とに於て見る所なりしが 、議にも 言へ る女n< 、隣接r!l T村

を併合して新? こに形成せられにる大都市にありでは人間生業の殆んど 一切が行はる〉廃あ

りて . 其者11市中師に村落ありて叉都市と村落と の裁然? こる 直分を見る事能は今 、共政治的

方面より観る時は共内容に於て更に府l隠と異ならざるものめり . 東京や京都の如き 此 一例

にして近時他の都市も叉競ひて 村落の併合を策し共所詞大を百十りつ〉あるを以て都市と村

落とは途に共匡別を失ふに至らんとしつ〉あり 。

(  10)  

更に都市成生の腫史を考察する時はー煙一戸の住居より次第に増加l進展したる楽落即 ち

U 訴を第ーとし、此部治力: 漸衣鏑大せられ? こる 1
1
1]" 村を第二とし 、更に其大を加lへて形式の

掛へられ? こる甘i を第三とし、最後に人括的に特別なる目的の下に園家生活機構として形成

建設せられ? こる者IIJ ，淡を以て第四とす。

よりて村落 lこめりでは質際上の生前に Jll J し?こる f足立の工作以外其形貌の整へられゴるも

のなる事言を侠仁子 、 しかも此村 ｴ 干 ｾｾ ｉ ｾ に於ては特に時 の政 治競争三叉は生活競争 ｈ こ 失 ｊＮＦ して

ｊ ＮｴｾＮ民者の昨迫を ｪ 長れて 深 ＼ rJ I  -1'*1*1谷中に逃避し形成せられにるものめり o ｊ ｉ ｾＩｾ ｩＮや越中や或

は肥後阿波等の山中に於げる平家の遺族等の楽族之なり。

j祈る呂孫にありでは久し〈世間との交渉を絶ちてに Y 共挺史体統を維持し* れるが故に

文化史中の遺 ｪ 貯 ｪｾ 拾ふの利あれども殆んど国家構成上の要素の値なし。

共他の町村の如きも単純なる自然生活の使によりて形成せられたるものには元来共建設

的理想、ある事なし、?こ Y 共古きも のは自然の迫害 ( 風、水等による) をi ! l t < るが震に梓j高

きに位置し＿これど 、 後世之を避〈る方法ｻｦ Ｙ ，ｾるに及びでは叉風水の害を恐れすイ交て卒担部

の邑落 中に は殆んど周期的に風水の害を霊長りて之に困みつ〉も狛平然1: るものめり。我闘

の農村 Crf.r. ¥村 をも含む〉には此矧可. なり多〈よりて国家が共慣害 を栄 りつ〉ある量は英大

なり。村裕の分布が如何 に臥|家経怖に重大なる刷係を有ーするかは此一事 によ るも明瞭にし

て闘家の更正の銭には良両目に共分布を考究する の要あるも の とす。

( 1  1)  

市邑中 には叉時の強権者が管み? こる防禦営造物を中心として成れるも のめ り。此営造物

を真 ｉｐ 自に共生前・によりて利せんとして環［伏集合をなして共 ｪｬ ｾ 憶を膨脹務展せしめるも のめ

り、所謂披下11汀と云ふもの之なり D

我園の市邑中 には此類に屈す る もの多 し 共封建の時代に於ては其中真強他ー者は自ら生

産せす¥従ひて共生活物資の供給 を従属民に 受げ 、此従島民は共供給の便宜の震に城下に集
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り来り て荘庭に T行業起りて共支配統制に服する に至りて次第に都市の形韓を執り 、共性質

を単純より複雑に蟹化し、其規模をIJ、より大に蹟けて錠 k 共範囲を蛾張 し来れるものめり

特に権力者の皆みにる単純防禦的城市中には古 〈は鎌倉の如きものあり 、全 〈武門政棋

の基礎として一種の来落を成しにる以外何等生産的に開設せらる〉事な し 叉開設す るの

素地なか りし事は現に此地に凹五のffrrlliji止と寺院の存在して世に著聞し、史蹟遊覧の勝地と

して存在する以外、共産業的慣値なきものなり。

小岡原が画嶺陀守の目的以外産業市邑としての資格なかりし事も共現放によりて知る可

し 防長中の萩山 口の市巴も毛利氏の本擦と云ふ以外何の重要性存せき' りし事も同犠なり

(  12)  

政治的園都の建設が古〈我園に行はれにる事は歴史の設l列する所にして 、三韓攻略以後

外務 との交渉上特に園都の重要性の認めら る〉も のめ りて 、難波京、滋賀京、平城京 、;恭

仁京 . 等より卒安濯者f I に至る の間也! ｾこ数百年ｾｾ 古 ｦ Ｑ こり。此問形勝の土地を物色 し て朝野の

共建設に苦心し?こる蹟狛腫k 徴すべきものめ り、 遂に卒安溢者11によりて共建設的理想は漸

〈にして質現せらる〉に至れ 札 所相 山河襟併にして ILY耐rl l相艇の地と云ふものは質 に此理

想の一端なりし。

是よりさ き我分園には奈良の4!J: J師に夫 k に園 l舟の建設ありしも 、平安溢都の後は地方政

務の次第に閑却せられ、従ひて共闘附の完全建設を見る事な 〈して11' i亡に蹄し? こるもの多

かり し が 、 此園府の建設 の ｾ ｉ ｴ ｾ 探究する時は首時の分園統治上の Ｇｦｾｊ 政の存在とし て の位置

の選定が今 日に行はる〉府腕治の存在よ りも 透かに首を得? こりと思はる〉ものあり。 ?こ Y

此分間政治の顧みられざりしが痛に地方の開設が中央と隔? こる事多きに従ひて遮れたるは

逃1:' 遺憾なり とす 。

(  1 3)  

我園都市 の分 布は 皇椴振張の時 代 の も の殆 んど共 ｾｉ いよく 、 多〈は封建岐市の後にして Ｎ

先づ悉〈が徳川幕府設定後のものに凪す。

徳川治代に於ける各務治の主開は大韓共地方の征居者を目的と して民衆に臨むものとし、

高ーの反飢に1 M! ふる事のみ考へら れ? こる外 . 共地の産業的似値は共生前機構の要求により

て失第に加lへ来られし而i e。

江戸は幕府より見? こる主者11 として其主植者と従l記者( 大小名旗ー下等 k ) の殺十高人の生

活関として之に商工市民の翻付者ｾ ｾｊＮＮ ＱＺ りと蛾も共消費の大註は共底に生産せられすして 他

の地方よりの供給を見? こり 。

それより東北地帯の市凸の如き水戸と云はす・合言|主と う之とはす・或は1111台、稲 J語、米襟、南部

等 ｫ 、 共守禦的方 ｐｉ 各の ｮｾ 主旨として特殊地形が搾ばれて 、 ｙ 船内の ｊ 県本をなしにれども Ｎ

其彪には物資の生族せらるるも の茜1:: 砂なくして今狛産業岡家の一部 としては不振のi伏態

iこ置かる。
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(  14)  

徳川氏も叉中央集権の策を持ーして 、共従属大ノj、名の各謙治を振興し共産業合開設して其

官み来りて主慌をI! H泊 し来らん事を虞れ、 よりて共地方の産業の興隆を希はす;. . . ia"める者

あれば之 に! 拭科謀役して之を弱むる事を忘れす' ・名古屋城は斯くして其堂々? こる雄姿を維

持し 日光Rj1. は斯〈して其愉央の美に蹄き たり 。

親譲水戸に賢明の主ありながら何の産業起ら十して 僅に修史阜のみが大成せられにる所

以は何ぞや。舎か山中には共武士道と僅少の漆器の生産の外叉産業らしきものなく 似l蓋然

り、南部然り、米湾総が農業の事に特に超へ? こる理由は共輔封の結果が多数の従風土卒に

満足な る給興をなし能はさ' る によりて不得止して共産業 主?興隆せしめにるがf誌なり D 信設

山中に 養重量業の盛行せしも叉貧弱なる各藩が共生干子 の1誌の1必要上の努力に外ならさ' る' 也o

始めより此地が生産的に禿分な る費質ありしによるにあら守口

抑も武離より東北は桓武天皇が征討の軍を進めて大に 共開穫を期し玉ひし鹿なれど 、共

後の箇: 際のj s ( 槽把握者 fこりし藤原氏は殆んど其園土の産業的慣値を認むるの明なし申詩

的に共地方の政:fI/:・{ t > 人に分ち? これども精精門や輿世王等の反筒Le云 ふ 事 あ れ 安 部 氏 やf荷

原氏や叉秀紗I三代の地方開張による中央摩迫の衆参f揚るや忽ち討卒の寧ほ進められて共根

擦は覆へきれ? こり。

東北地方に i li 凸の分不li 種主主砂な し 従ひ て共産業の開張が大に遅れ1こるは卒安朝 . 鎌合

幕府より徳川幕府が態. k . J . / と北に偉大なる力の興隆して自家政村wの奪取せられん事を恐れ .

百方其開穫を問時し来れる結果- l:!1. o

(  1  5 )  

11 : 戸より西、静岡被松岡崎等の市邑が瑳展し来れる事も全〈明治以後に屈す、此一幣の

城地は11:戸掩護の前併なりしが明治の質草に際しては遂に何の用をもなさ Y りし。名古屋

が中部日本の辰も主主iAの地にありながら其産業開設のiIll -れにるも叉本島幕府への遠胞に外

ならさ' りし。

置に徳川氏治下の市凸 の分布はーは徳川幕府 の防禦を目的とし、二は親J F t と外様とに論

な〈其各務の互の競争1 ' H各する事に よりて其各の力を弱め て夫々にf瓜立 し、直接に幕府に

睦迫の加 ｬ へ られぎる 事 を計りたるが震に 、各 務皆其命取維持 の ｾ進みて務・冶を怒げて共富

を場主主せん事を試みさ' りし結果、皐・問文事は幕府に最も交渉砂なき京幾地方を中心として

闘西に興隆し1: り。而して此精神文化の開褒は結局勤王討幕の原動力となりて途に幕府の

械亡を 見るに歪れり 。

徳川氏の江戸中 心政治を模倣しにる明治政府 も、其官僚政治の本擦を輩固ならしむる 事

を念として鋭意東京の修飾を計り、震災以後更に大東京の建設に園力を窮輩し、既に娠は

ぎる地方都市と町村色をして谷 k 不況の底に沈滴せしむ るに亙れり。

(  1 6)  
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日本の都市は共生国に於て人間生活の斎業的方面の開穫に無関係なりし結よlt 共数百年

の機史を有しながら今も柄少しも 振はぎ るも のあ り。斯〈して都市の分布は必するしも其園

-[: ( 地方) の官と資源と民衆の数に比例せす。人 口の多25、文化の厚泣!J 皆油首な る自然的

必然的保件によるにあらす、 nlt 時の勢力: 全〈人 f詩的に不得止も の? こらしめ 1= るもの多しa

然るに今日 の都市計費Ｚは此司 ｩｾ 賞を是正し て買 の都市叉は村務の根本的建設改善ｻｴ＾ ｾ Ｍ ｉ らんと

もせす. . ， "It現j伏の改善をなすを? 以て能事と す。よりて得 る所は一部分の外姿の改善とはな

るべしと雌も共全貌の改普? こり得ゴるや勿論なり。

都市を墓場と見るは村孫の中真に於て荒際しゅ〈現献を見る事によりて 、共必然的に恐

るべき襲化の来らんとする事を期するが故也。村孫が都市の営養基礎 fこるに闘せす之を疲

弊せしめて途に都市をして狐立せしめんとす 、共結果が都市の粗食を絶ちて途に衰亡に師

せしめんとするや勿論なり 口都市の扱i民によりて其医域内の農耕地が共生gr AA態に頗る不

安なるものある事を思ふ時は闘家の生産力を削減せしめんとする都市の興隆は恐れざる可

らすも 、此生産が安全に且つ充分に他に於て保有せられき' る映り、我閣士.3TIi l に都i'l' i と云ふ

威名の下に質改破壊しゅ〈ことは最も危険なりと思はぎる可らす' 0

(  17)  

屡 k 言へるが如〈我園民は名目に囚へられて共生前行動を拘束せられよりて受〈る所の

不便不利の大なる事を魔 らさ' るも の多 し。

唯一般的に都市と栴税しつ〉も都市 の 如何なるも のなるや其賓 躍を明白に詐 ｉｾ ｾ 的に叉 文

献史的に説明し? こるものなし現時の都市の名栴はーに行政的事務区分に過ぎ 5 るが虫nし

本来都は現時の我閣にありでは唯ピ東京のみ之に首り京都の如きは醤都と糾するを也営

とし、共他は皆大ノl、の市なり、今之を悉〈者15市と概除して其内容外観の極楽得土なるが虫n

〈槻せ' しむるは僑政者の人を欺〈手段に過ぎす. J t 罪率ろ大なり。

所謂者15市の犬にして其資内容の殆んど府l障と異なら 5 るも のに東京あり、大阪あり 、京

都等あり 、而 して東京府や大阪府の女nき最早共府治としての賢慢の頗る縮められて共fi
・;絡

を失へるものありて市府の行政組織はE重複 し混筒Lせんとしつ〉あり 。 よりて同党が或部分

に供カ11 しつ〉 ある事は恐れぎる可ら令。

都市の分布石? 見るに概して南海岸に多〈北海岸に齢なし ，開西にありでは近畿地方特に

多し四国には其敢少な〈而して新興のものなし、九州にありでは古来三碑等との交通上

其西海 i孝は早〈開り之に反して其] 紅梅岸は我園韓併の様綴? こりながら比較的探は争 、明治

以後豊筑の一角は特に興隆して共新興市に門司あり 、戸: t lll あり 、八幡あり て夫々に輸出入

の門戸市をなし叉産業の市をなす o 之に反し古来唯一の通商港? こりし長崎は共交通不便と

して既に看却せられ僅に逝舶事業と取ー校とによりて命脈を維持 しつ〉めるに過ぎす・。

筑巴Ａの｝ｽに新興市 邑の多 きはｾ係炭業や製滋事業等によりて必然的現象なりと蛾も肥院

の地方が比較的問殻に遅れつ〉あ るは査し奮落治時代共披市の分イrj 宜しからさ' りしが鵡な



ら十や。

同閣は其瀬戸内海に面する 方面 に於て即ち讃岐 と伊議の約半部に於て奥隆の態を示 しつ

〉あるはーに共交通の使なるによるペレ而して阿波土佐に格別産業市としての設建を見

ぎるは査し共地勢の然らしむる所ならん。

大阪湾に面しては耐'1
1戸、四官、尼ケ崎、大阪、堺、f若手日間等の諸市連亙して殆んど一帯

の海港環欣市を形成しつ〉あれ共夫 k に禍立して其間産業経済各方面 に之が統制を見るを

利とするも未亡行はれするo ij illl 戸と大阪がーは園' 貨を以て他は市1!( によりて共に共港を修築

し. 互に共機能の殻搾に競ひたる結果今やhl 'l '戸の港湾憤値が次第に減じっ〉あるを見る 、

之れ現J ! X 市の分布に合理性を欠〈故ならん。

(  18)  

都市の分布と現状産業園家の組織には可なり の矛盾ある事は低迷の如し。而して者I叶j {t'

臼擁する地方の行政 ｉｾｾｽｉ ｊ の如きも叉 何 等の統 ｬＡ ｪｬ げよい 全然園家の史生 に利益なし ｏ

既に大阪市 の大を成しては殆んと‘大阪府の存在の必要な〈 、 京在 ＱＱ 市が山 ｊ 波園の ｩ 品 Ｊｾ ｬ ｬ￭

め て共 Ｑ ｍ 治を京都市中に置く事 の ｾｲｲｾ 怠味なるがｾｦｉ < 、大和のj係治としての奈良市は其北端

に偏在し、和歌山 の!l採治も寧ろ湯詫 J 付近に置かる〉を使とせん、地質l係治は彦恨J付近干j'j 灼L

趨に三重は松阪の方/1土より優らんか。東京市大にして東京 I(f 存在の意義を失ふ 。

都市の瑳透明立が所前者1¥制楽等によりて ー居 l明械に認められ来らば是等の都市の分布に

作ひ嘗然附燃の行政直劃は鑓更を必要とし或は合併して全然其機構を更新すべきもの とす

兵hWI採が其蝦治問閣に跨がり、内海と日本海に演しながら但馬方面の産業が更に開設せ

られきＧ るは共照治 の偏在するによる 也 。 京都府が雨丹地方に今ｾｾ Ｎ ｾ産業の見るべきものを有

せす¥近時日本海方出ーの漁業が共沿岸各1 ft! 院によりてJ tH 的に行はれて何等の統制を見 5

るがｾｦｉきも結局其漁場を荒らすに止まらん 。

都市が一方的に偏在分布しつ〉あるが如〈府;院の分治も叉偏在するもの多し。近代国家

が共交通文化の念速なる進歩によりて他の物質文イじの展開に作ひ民族生活形成に一大越化

をなすべきの要めること既に I明白なり。

我園家が共東北方面に於て比較的人口の少数なり と云ふ事によ りて狛多数の匂擁カあり

とは認め難き所、此方面には産業の開設せらるべき官余地存すと雌も我園民生活を最も克裕

に理忽的ならしむる が篤には寧ろ其開穫を制限する の必要あり。天患の比較的駕ーからぎる

東北に於て強て 、農作を奨励する事を駁して共山林経営に意をJ I j ふる方園土保安の上に於

て濫に有利なるもの め らん〉卒担地の森林を伐採しつ くして農. l iJI 地となし. 依 て人を容 れ

つ〉ある北海道の虫f I きは眼前iの人口増殖の外、其永遠の山林の利を失ふや大なり 。

市町村落の分布と図土のJ伏勢を併せ考察して人間生活機構の最善なる形韓組成にカめ依

て困難を匡救し盆々海外に展逃して更に来るべき大難に備へんとするは我等の子孫に劃す

る首長浜の義務 とす。

9  VI I I  



都市が其文化地設をj監設して必要なきに故らに悉〈の都市民をして神経衰弱に陥入れつ

〉あるは努めさ' る可ら子。

ーl毛複I i tなる交通機制や真に人間生活に不可棋のものにあら争 、共衣食住の形成に於て岡

家自ら生産せぎる幾多の資材全入れて態々其形式含混雑ならしめ之を逐ひて生活するに夜

を以て日に櫨ぎ適嘗なる休養すら得せしめざるが如ｾ動向の持漬は 、 艇で悉〈の市民をし

て病弱ならしむる外園家の健全なる存在に大害を躍すものとす 。

若し夫れ| 町村にして人間生前- に最も必要不可棋なる文化施設を加ふるの外に 、徒らに大

を期して現代都市の形貌のみを事はぱ其受〈る所の損害や. a : に大なるものめらん 。

(  19)  

町村の分布に闘しては全〈自然にして寧ろ放漫の以態に世かれ過ぎにるものあり。従ひ

て之が生活機構として . 今日の涛業園家の組織構成との聞に何等料率的の連絡基礎なし

依て現時の科製生前の基準便宜主? 享受する震には逃? ご不便なる場合砂なからす。

併しながら自然の悪様に浴するものとしては其利佳到底都市生活の企及し難きも のあり 。

都市に近き卒坦部 、叉卒担部に近事農村にありでは現代文化の法礎地設を享受するに使

利にして、随って此等の村邑が絶えす無制限に進入し来る文化設備の無反省、の工作により

て其自然にして且つ安全なる生活を害損せ らるるも の逃 亡 多 し Wi < てJ{ : j ] %先は次第に製

化の色を得ぶると共に此等の付孫が附近の市に( j f .合せ らるる の場合も又，t I i fご多きが 、共必

要ならざる文化設備を無理に強ひらるる結巣として次第に共生活負拾を増大して共生活内

容に背痛を増大しつつある事世は看却す べからす。

人間生活が物質文化の充 j辻によりてのみ行はるる事を真理とする場合には . 此等の 泌訟

に伴ふ負挽は聞より蛍然の事なるべきも、若し然らざる場合に於ては j告i る施設工作と夫よ

り生す' る負婚とは寧ろ避〈べきものとす。

教育が益 k 進みて人々がカ役勢作をなす事を jぽひ、依て生十る智識階級の失業者が日々

に増加l しつつある現XJ¥{ f 見よ。

斯〈教育せられTこる者が農村に安住する事を欲せするして只何と云ふ事もな〈して都市に

奔り出づる欣態を見ょ。

奇声意彼等が教育の民義を? 理併せき' る の結沢ーとは言ひながら . 之によりて農村の{ 化賞なる

!: u，r ; 基礎が動帰; し来りて停止する所なきは同省Lの安全を期する k に於て 省首支障なき* な

るや有11 (uJ  () 

農村の或も ω に劣 ｬ 政 ｾ ω 避難鹿として経営せ ら れ う いれる場 合 めることは此に 白 ム ｦリ 『なる

が、今や農村は悉< ，，- 敗1( のみの生後庇; なるかの如1< 思はしめらるるも のめり 白是最も遺

憾にして産業間家の基礎は如 何に見るも共生活に直後必要なる物質を生産 する農村の存在

するによりて其輩聞なるも のある事を) ，11 る時は我農村の現献はよくよ〈考察 して最も油嘗

なる i伏態に置かるべきものとすo

〈越 本論は資料を穆示して詳細に説明すべきものなれど 、雑誌の取材と して以此律論を

得〈・るのみ。

V J I・10



都 市の 防 火

片 附 安

都市生活を脅かすことの最も恐ろしきものは何と 言つでも火災である 3 地; 実の矯めに建

物が崩壊し死傷者を多〈出しに質例は最も悲惨なも のであるが . ;fj.; の時には必- t.叉火災を

作ふことに依って共の悲惨事 を更に甚大ならしめるのである。古来都市は大火災の矯め lこ

共の存在の基礎を失ふような場合が多かつ fこから 、l荻米諸国では早〈より共の建築物金i耐

火ならしめる こと に全力色決ぎ都 市には燃え易き木造の述防は"1tiんど見嘗らぬようになっ

て居るのである o 彼の有名なる倫敦大火( 凶属 i 日66 年今より 267 年前) に於て共の時の

倫敦の目貰の場所は全部焼き .Nhはれて其の後に復興しにのが現在の 1命敦であって 、復興に

| 際しては 、それまでの ように木造の建物は許されなかっ7このである 。共 の後 倫敦に大火が

跡を絶つ様になっ＿こ の は全〈建防に一大制限をか ｬ へ＿ こからである。濁りＡ 泣 敦に ｮｾ らす・各閣

の占¥1"，li は大 k の恐るべき此の宜例と及び1 : i ¥1市建築は殊に恒久性伝必要とする近代文明の要

求とに鑑み 、 都市に於て燃焼性 の 脆弱なる建物 ｾＭＹｊ 建築させぬ方針を取っ ｔ こから 、 今日

に於ては都市の建築物の集l剖が一朝の大火に依って全焼全滅 する様な ことは絶到にないの

である。

アメリカ 合衆固に於ては最近まで可成り数次大火に泣過し? こ質例を持つのである o' !! Il ち

Ｑ Ｘ ＳＵ 年 ＱＲ 月 の 紐育大火Ｈ損得約 Ｑ ＷＰＰ 蔦 ［ ｊｉｾ 入 Ｑ Ｘ ＷＱ 年 ＱＰ 月シカゴ大火 Ｈ 損害約 ｬ 位Ｚ

ＶＸＰＰ 寓 ＱＱｾＩ Ｎ Ｑ ＸＷＲ 年 ＱＱ 月の ボストン大 火 Ｈ 損害約 ＷＰＰＰ 高 ＱＱｾ ) 、190生年 2 片のバ)J ，. チ

モア大火( 損害約 4000 ￯Ａ￻［ｩｊ ｬｾ Ｉ 、 Ｑ ＹＰＶ 年 Ｔ 月の桑港大火 Ｈ 損害約 Ｓ 値Ｈ 5000 蔦引けを過

去 100 年間の著名なる大 火とす るのであるが . 何れも共れ等の苦き経験に依 り、 それぞれ

其の建築に大なる制限を如|へて か〉る悲惨事を繰り返さぬ様に詫意を例つに矯め 、共の後

叉将来永久 に大火を見ることはないのであらうと思はれる o

立を我閣の占¥;i li に見るに'白: に温憾に l惑するのは古来繰り返し繰り返し大火の悩みを受け

なが ら、相経 らす其の建築物の改良を会: てす燃焼性の脆材なる木遣を以て甘んす・ることで

あるo 明治維新に至るま' C ' 江戸 300 年の歴史は宜に大火の連債であっ1二、殊に lリ1厚手 3 年

の大火の如 きは世界に於げる最大にして且つ最も悲惨を極 め?こも のであっ? こ こと は正史口

碑に体へられて聞くさへも戟』傑tこ値する ものである 、徳川総府 300 fr 間江戸の都は 30 数

回の驚くべき大火と百数十回の相官大の大火に襲はれにのである。京都に於ても大阪に於

ても共の都市建築物の可成り大なる分量を烏有に師せしめに質例に乏し 〈ない ので 、共の

都度直接に叉間媛に非常なる損害をT被って居るのである。向 iま共他の中小の都市に於ても
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共の程安こそ小さけれ其の凶敢に於て 少けれ兎に角過去 3 0 0 年間に受けたる次火の馬めの

鎚害は相嘗大のも のであったのである。

徳川時代に於りる火災に射する防火は主として火のｾ心であった 、明治 維祈以来諸政改

革され? こりれども建築物の構造il j I j 限を徹底することにまで及ばなかっ fこのである。我建築

感舎は明治 3 0 年頃より数次建築篠例を布き以てこの災害を防ぐペ〈宙局に建議しにので

あるが遺憾ながら首同の探用するところ とな らなかっ ｴ］ 。大正 Ｖ 年我日本建築協合は右・ ＮＡｴｾ

合共の他二三の|必l程と共同して建築物: 1 ，11限の一刻 も猫議すべからざるを建議して賞品{ f jli jJ

かし、迭に者fSi li 計整調夜舎の訟世となり 、共の立案ーにより大正 8 Ｑ， ド Ｓ 月議舎を通過し者 ｾｉ

i liii 十霊法及市街地建築物法が引j かる〉こと〉 なつにのである。

市街地建築物は先づ六大都市に施行され漸次中小の都市に及び今 日にて己に 3 0 有徐の

?¥'11市は共法の全部叉は一部を巴に' 良エ施して居るのである。この法の注用により防火の| 司的

伝達成すペ〈各都市は それぞ れ防火地応を設定し共地院内 の建築には耐火構迭を担i l J ll しつ

〉ある ので、今後共1.m:li 11T; 完全に世現すれば最早従来の虫nき大火に陥まさる、事はない告

なのである 。l唯憾ならくは行政運用 の営事者は5必要なるこの者Ilili 針策の賓現に i徐り熱心で

なしゃ ｪ れ の 都市も防火地匿 の設定は己 に殻引 ｩ きれながら 、 共 地 区内の建築物の排出ｴｉｬ ｬ ｬ ｾｬｻ

剖故底的に貨現すべき態度含有せ1戸、防火地問の完成は今後民して幾年を裂するやの見込

さえも立にぬような自 ｬ Ｇ ｉＺ ｪＧで あ る 。 折 ｦｊ ｾ の 法律も運用立しき を ｩ 与さＧればそ の 料 ｩ ｝ｩ Ｑｮ ｬｬ ｬ も淡却さる

〉の憾がある。

大正 ＱＲ 年信仰 ｬ の大､＼ｩ 火 災には共演守 ＵＰ 佑ー ｬｩｬ ｬ 以上に及ぶと 言は る〉が、もし其 ｾ￯ 時に

防火叫w. : の完成がIU来上って出れば共被告は其十分のー にも 迷せなかっ1= と忠はれ. 人命

の損害も数十分のーであっ fこと考へらる〉のである。而して 今後と雌も帝都を始め各部 ，li 

とも 一朝の失 火に 大火ｻｦｾ ¥起し恐るべき大損害を十日米するの危険 f;' ，r常に存在する のでめる

から 、我々は今後の共 危;倹率を絶無ならしめる矯めにあらゆる囚株主? 排して各郁子li 共に そ

れぞれ防火地区の完成に努力せねばならぬのである。

我閣の都市には概ね共人口 10 ，湾人に ｾｈ し ｩ ヶ年平均 ＳＰ 回の失火を伴ふの例である Ｐ

100 高人の都市には 3 0 0 回、3 0 0 寓人の都市には 9 0 0 問のうた火がある と考へで も差支へは

ない口若し其失火の一つが烈風の吹き荒t J に iii 過せばそれこそ 一大 火災を づl起す事必然で

あって共危険率は大都市に於ては非常に高率であると覚悟せねばならぬのであ るの木造建

築物の集聞に る我図の都市にては特に深き考慮を廻ら すの緊急; なるを痛感す るのである 。

次 に故: J . 工五年間の何: 年我閣に於げる火災の度数、; 焼失面積及鼠筈高等 制局げて参考とする 。

火 災 皮 数

t需 火 建 坪 (21三万 米 〕 損: 苫見 手町

，(:1: {  多君K 非 イ 主 家 令制( 招 i守千倒) 1

昭 和 l 年 19，177 1，380，869 647，31ヲ 69，i 52 

日百平日2 ｾ ｆＭ 18，59る 2，119，907 898，439 89，068 

昭 和 3 年 17，966 1，610，10ヲ 685，378 正7，135

H討手口 4 "ド 18，528 1，ら49，187 7∞，307 7 1，276 

H討平日 5 年 17，5 14  1，500. 377 6之1，805 5 5，28 3  
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都 市 の 防 空 施 設

1  rr. 設

2 空襲 は如何にして行はる〉 か

3 都市爆般の要領

4 燥弾の種類と; N. : 戚カ

5 防空の要領

A 積極的防宰

B 消極的防昼

6 結論( 将来の都市施設 に就て)

序 説

中 村 演 作

欧掛諸国に於ては世界大戦中具に半般 を非めさせられ? こると将 t: 叉 、航空機の日に月に

超スピ{ ドに進歩しめる欣況に鑑み都市の防昼 に付て は極めて m要 l視し 、凡ゆ る近代的科

早の力技術 の粋を利用し? こる防禦;施設が行はれてゐることは普〈世人の知る庭であるが、

我邦に於ても近年殊に日支耳1鑓勃穫後満洲 に於て叉上海方面 に於りる 我軍飛行機の偉大な

るＩｾ力を蛮揮せるを見て、今夏ながら防空の忽緒に附す可らさＧるを［ｦ￮ ｾ 取し 各 地 の重要都 市

が自ら防空施設を質施せん とす るの趨向に至 h 叉本建築協合が 8 月者I¥m計蓑特科放に於

て予に 寄 稿を需 めらる祈 ｪ に園防 上 欣快に 地へ き Ｇる 庭で Ｎ 予素よりＺｊ［ｉｾ任 ｬ こ非らさＧるも耶防 ＳＷＵＮ

料を蒐鈍して政て大方諸彦の日ヒ IEを乞はんとするのである。

2 空襲は加何にして行はる L か

都市防空の需には先づ虫fl fllJf こして昼裂が行る〉 かを知得する必要があ る。

者 Ｑ｜ 市ｾ製 に任十るも のは多 〈 飛行機特に秤隊 ｩｬｩ ｜Ｇ 機で ＵＰＰＭ Ｘ ＰＰ 馬力或は ＵＰＰ 馬力内外の稜

動機 2 1仰を備へ少〈も 300 粁多きは 800 粁の行動司主任( 往復) を有し . Ｑ 機に ＲＰＰｾＷＰＰ 庇多

きは 1.000旺 の燥郊を搭iほし得べ 〈笠夜 を通じて多〈は綱除して来るのである。夜間翠機或

は主主: 次に来て爆撃を行ふ重版iI戸機にありでは 、4 5 0 - 1.000 馬力のもの i 倒乃至数伯l乃ち線、

馬力900- 2. 400係には6. 000馬力 の瑳動機を備へ少きも 400粁 . 連きは 1. 200- 1. 300粁の行動

牟僅( 1J 復) を有し 1 機につき 2. 000屯ー内外甚 しきは 3. 000庇時には 8.000屯ーの蝉弾を搭i慨する

ものがあ る。更 に近時各閣の;旋客機は速度 と搭i以力と の噌大に向って遇進しつ〉あって 、

Ｍ ｾｊ ｊ 有事の際には之を利用して往復行動半何 ＱＮ Ｕ ＰＰ 粁以上に 達 する 飛 行機が現出すべ し ょ Ａ＿

は四間環海の故を以て桃源のit--を食った我邦が今や四間皆6 &肱の世 となっ ?こ のである。
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きて此の如き 飛行機は凡そ如何にして何時都市に昼裂し来 るかと云ふに 、空襲は聾夜の

阪別はないが其底には各利害がある。叉彼我の空軍勢力防宰機酬の!{) ¥態やら使用する機の

性能や ら叉は Ｒ 芸 能 後 の行動等 に於て勝 Ｑ］ 叉十 ｉｾ 務勲等 の Ａｉ た況 に 依 りて異なるも のであるが Ｎ

多 〈は夜間叉 は初11腕前一二時間の とき カ: 選ばる〉 こと が多かろう・と 珠想、する 。

3 都市爆撃の要領

者 ｉ ｬ￯ Ａ Ｍ ｪ に ｾ ｦ する か品情法 として は

]  1年間にイ' f t . る雌壊

2 農 夷

3 者Ili!i 内部に劃する瓦斯攻幣一瓦斯包間並に瓦斯pfl 絶

4 以上の併用

等で右の内何れを採用す るかは目標の性質、爆般の目的 、使用し得 る飛行機、 者Ili !i の構ii! J-

等によって異なる 口

爆撃の際目標 とせ らる〉 ものは

1 政治並事予備官t!H

都市を無秩序1RR11F察のJ伏態に陥らしむるを主 主す。

2 逓信中橋

閥東大震災の j昆慌が大部分通信線の杜絶に原|求! した こと を見ても明である 。大戦nn1iJ !l 問は

これ らの事情を察 し努力資源の欠乏に苦しみながらも巴里市内 の主要通信組 を地下深 く却

波 しに。

3 水源地、張電所 、配電所、瓦斯タンク 等

4 軍需工場

5 橋梁立方: 交通の要貼( 停車場等) 或は著名なる建築物地貼

我が園者11市に封して焼夷弾力; 特に恐るべき 敵であ ることは云ふまでもない。

4 爆彊の種類と其威力

投下爆開の種類は概ね芸大の通りである。

人馬殺傷用爆弾ーー破片爆叫普通部igEapj

「 ノ ｪ 、型爆 ｾｬｾｕ ｏＺ泡級〉

[ 地Fl ' i 爆甥{ 中型爆矧 ( J∞l [ L- 3∞砥紋〉

蹄 ｾ l 大型爆孤( 5∞' 1i 1; 以上〕

Ｈ ｾ甲爆剤ｻ中司 ｈｍ Ｇ ｩＡ Ｈ ＲＰ ＰＮ抵一 一 Ｓ ∞庖〕
.  ' l t:X. - 1" }' !I : -pr 1大型; 爆瑚( 5∞庖以上〉

破 壊 m :爆
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毒 瓦 斯 一 貫 表

ね り | 生 現 作 用 | 代 表 的 町 新
常 態

作用 時 の

特 」 込

形 恕

笠忠、性 3じ j折 呼 吸 器 を { 受 し 釜 息 死 ホ ス ゲ Y  

7夜 強 気ｾ
腐 敗せる

に至らしむ y  ＺＭＧ ゴ の ｾ

気遣の粘 膜 を佼しク ヂ ア エ 一 一 ノL

タシヤミ ド七 IじJi1f シヤ ミを 多溌 ｌ ｾ 吐 問
イヒ 日t 尋f 四 位 間惚徴宇立子 特有 の ｾ ｫ

せしむ「 ア ダ ム サ イ ト

ｉ ｾ 位決刊 Ｚ 京 ｪ 折 関イヒアセト 7 エ ー ン
1"' 1 撚 回ｾ微粒子

Ii R を佼 L 涙を IJ  ｾさし
イlニペ ン ヂ ー ノι 液 昔 豊 主主

f骨f虫i  
特有 の ｾ

む

軍需イk ピ ク リ y  液 股 気

球 部j 性 ] (， J折

皮膚「を霊童泡隊側せ し

イ へ- リ 、‘ 2 ト i夜 後 j夜位及完{ 社主 芥 子 の 共
め日民放呼吸器を佼す

ｉ ｾ 議性瓦斯 ｉ 問 山 し 中 森 1 限 ｩ ｬｾ !l豊 ilHl 盟及主主位

さF き切 に{以

して死 に至 ら しむ ＿二ｾ

破壊用悔恨の効力は投下高度時何 、開家、抑t1f等により呉なるも概ね次表に依りて見て

頂き? こい。

叉必 ｩＺ ＴＷｩｩ の Ｑｾ ｴＮ Ｑ 波効力 の 恭礎となるも の は、 Ｑｾ ｴＮｩ 波野 Ｇ､Ｉ で Ｎ 此座力は ｴ 主張中 心 に Ｑ たてば非常に

大事〈破裂貼から昨. 離の二乗に反比例して急:ti Itこ j涯減するものである ‘

次の表は ｉ 也 ＷＺ｟［Ｇ ｩ ｾ ｩｗｉＱ が どれｻ 立 の Ｑｾｊ 朗 ｈ･ 生すＧるかを或 る仮 空 の 下に計算しにものである ｄ

rJi:' ｾ豊中心か ら の距離に肱 ず る ｬｦｦｩ 力
爆 5甲 和

0. 01米 0.1米 l 米 4 米 40米

ｉ ｊ 、 話 Ｒ Ｚｴ皐 ｾｾＱ 1.280，000 12，800 128 8  0.C8  

中型爆 ｾ｜ｻ Ｑ 7. 680∞o  76，800 768 48 0. 48  I  

ｉ ｾ 型爆 ｾ ｬ ｾ 25. 600，αxl  256，∞o  25eO 160  

投下j:j t)Iil が土砂‘ に命中隊瑳すると漏ゴ1.孔 を生す' る。此の市j-""l 孔の大 きさ カt土砂に針する

爆弾の縦稜効力を示すのであるが 、爆 開の大きさや者! t 類に依り て異なるは勿論で あるが、

爆弾が雌護前に於げる 侵徹琶の如何に依りても鑓化する。 ニIてli少に針 する地71I・爆弾の稼j . "" トヲL

の宇何( 威力* 自民) は大鰐: ; ; S ( の通りである 。

| 偲 抑 稲 荷 常 こ1.. I土 地|

|j 別 爆 開 I 3竺 I 2.7米

I  rl' 刑燃仰 に 竺 5. 0氷

! 大 型 爆 開 8 叫 7.5米

ベ ト ン構築物に到する爆破力は、協仰 の犬 きさに依て訳 、なるは ＿ｊ ｪ 論 で あ るが 、 ｦ， ｾｊ 爆仰が

爆設するとき の妥勢即 ち脱却が目 sl'nこ劃して lji :也か卒行委勢力、に依りて異なる 。可月直姿勢

で命中し十分以徹せるも のは最も良好なる効県 伝説し . 然 らぎる場合は卒行姿勢の爆殻は
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よ り大なる爆破効力を有す る。

今 地 雷弾がベ ト ン構築物に ｾ ｊ し 共 爆穫によって峨武効力を及す厚 さ の概 ｭ 告を示せば次の

i l l I りである。

l 爆 ｾ Ｑ ｜Ｑ＠ 智1 爆 破 姿 勢

成星雲充分 な 境 塞良好

らさ・ る揚 合 な る 場 合

Ａ｝ 、 重 ｾ m ｾＱｪｬ＠
霊 直 0. 30米 0. 80米

卒 行 1.20米 1.40米

中型 Ｚ ｬＧｉ［ｾ ｾ ｲ ￰＠
霊 直 0.80米 1. 40米

平 行 2.00米 2. 50米

大 型 爆 問1

lli 直 1. 3米 :?.4Q米

司三
行 3.0米

3.80米 l

餓板 に堂i して の効プJ は錨材 の景況に より て異なる のは勿論でめるが 、叉爆)1{1の安勢勝殻

の景況によって相遣が ある。 地雷聞が有する作自与の桜設 によ って叫孔 STZドち 得る 餓板のJvー

さは 、概111骨見首としては小型爆開で約 2 料中型にして約 5 制大型で約] 0腕である。

; 焼夷弾は名の如〈焼夷曾IJ のt夕、焼に{ 火て比較的引火燃焼の問調lなる可燃物をも爆実せんと

す るもので 、エレクトロン抑京1，;: 11目立の ものでも強熱註約 4. 000 キロカロリ { を有し約

3 分間燃携を稽献する。

5 防空の要領

防空の動作は大別すれば敵の航昼機{ f >! ミさせな い様に する 手段 ト 来 t: 時 に之にまN臨す

る手段 とに分つ事が出来 る。更に前手ぎには我爆F待機を以て迂tんで岳製棋擦を覆i戚叉は損傷

して努めて共繭根を絶つこと 、〈素 より野戦軍を以て! 減益腿根蹴地をt ; illlH話泌することは最

も縦貫なる方法? 二るも之は別とし) 我被空襲地叉は仁! 棋を !なl必遮蔽してl敏の昼製企凶の質

施を困難な らしむる こと〉が含まれ、後者 lこは既に来?こ敵機{ f i1f . l 陸叉は取返する動作 と受

げに被害をノ ｪ 、極度に 制 限せんとする動作とが凪する 。然し まえ 版ｩｉ待 機を以て敵空 襲 Ｊｬｾ 棟 地 を

誼 減 する こと は 、 前にも述 べ ｴ Ｚ 様に 、 我陸海空軍Ｒｲｾ 一 戦部隊 の 任ＢｴＭるべきも の であるから本

研究からは省〈を通営 とする の以下防昼動作 と稿するも のは他 の三手段に就て云ふのであ

る。

防昼動作を? 分って積極手段と泊極手段とのことなす E は通常用ひらる〉分類法である。

古情巴の内敵機を準墜又はi I持退する動作は積極手段に屈し、敵機に目棋を隠 して来させない

様にする こ と〉既に喋りし害 を掠めて制限する動作は消極手段に属する D 即 ち次の如 〈で

ある c
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I _各種主E信機 闘

一防空監視IYjザ
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燈
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砧悩手段カ;能 〈設へば消極手段は不要の様にも見える 。云ひ換へれば防宰軍備が しっか

りして居れば市民は停似する必要が ない様にも見える 。然し如 向に積極的防備を整ふるも

民 ｩ 面 目 に攻 ｶ 慌 し来る ｬｾｪｾ は 資 輸 」 二 ｩ 乃 至 Ｓ 筈 ｉｊ の敵 機は 目 的 地 の 上空に 到 達 し 得＿ こ の で あ る 。

況や償極手段の震に要 する器材は中 k 莫大 なる経費 を要する のであるから 、園の軍備に用

ふる経費に 制限が めれば ある程消極手段の準備が必要 になっ て* る のである 。

次 に閤ニl: の防空 と云ふも到る露日)j 空 し得るも のでもな 〈叉必要もない のであって 、敵と

9!ff.映り あ る機散を以て有欽に1.=1 的を建せん とす るのであるか ら、多 〈は政治経済の 中心fこ

る大都市叉は軍事上重要なる 立義を有 する 地賠や施設を自制 とす る故に、此等要地の大切

なるも のを防設することが園家の 中掘 を保護 する こと 〉な り、之が防空の主目 的物であ る。

囲内 を防空 J-_の管匝に区分することは此着服より 来 るのである 。

安土也即ち多〈者I1市の防昼間日制iiは都市 の大小地形、%{ 象及危険の度 により j住民めるは勿論

であ るが、要するに都i J iの述 〈前方に防空監閥II j' i を同日世 して融機の鷲見に 任 し、其報告 に

依り警報 { t > 体えて防空準備を按へ、燈 火管 iti il を令 し望地の外方四周に配世せる 防佳子|吉行|欲

を以 て敵機を攻峡し、之を者11市の上室に謹 し能は ざら しめ、夫 れに漏れ? こるも のは更 に高

射 ii白の舟j 般に依 り般堕又は 1
1
I望退し向 且蒙るべき被告: にまJ し機 を失せする!lH策を緋じf-'J る篤者11

-r! i には消防班 . 消毒班、作自ii班 、救護班等 を配置す るのである。而して杭極防空手段は主

として軍部之 に嘗り 、消極防出手段の 内特備は軍部 と地方官民と の協同lこ依り 、共他は地

方守i廷に依 りて編成氏施さる べ きも のである。此等線、てぞ陪して防主 焔設 と云ふのである 。

何れにしても 防空の要は泊切 なる防宰地設と 官民一致の統制 ある訓練 とに f. 'i つべ きも の

である。

A 積 極 的 防 空

稿似的防空機関の配世をl副示すれば次の如I <で ある。
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今上( } ) I凶に就て主主・火各機l倒の任務| 生能をえsぶることとする。

防空監視哨イ

防昼i杭腕の [: '1的はili< 敵機を瑳比し速に之を防空司令部の闘係方凶|に報告して防iZS準

ＩｩＳＵ 報を設 し Ｈ 二Ｉ燈 火ｾ管 ｉ ｬ ｩｬ ｊ し制ii を?終へ しめる のであって 、|山室司令部は之に依て(

Ｈ三 Ｉ 同一空各隊に戟 ｉｾｾｪｾ 市ｉＯｩｩ及開始を命じＨ凶Ｉ市民に ｩＡｬｈＴｴ 消防放設等諸極の準備を完了せ

しむる のである c 故に防主l位脱哨は此等諸準備を得るに必要なる距肉it 丈り前方に配位

せねばならぬが 、 官会 Ｙｾ 毒〈なれば多数 の Ａ 泣硯 ｮｾｪｾ 要し且指部Ｉｾ他に不ｻ更であるから 、

此闘係を順応して調節し、大約都市の外扱より 200 粁内外の前方に共第一紘 を配置し

共間隔は 12 乃至 16 j ，千とし更に後方 に鱗次に 12 乃至 16 粁を距 てて数線に重也せしむ

るのであ る。而して指卸統時の震通常H自衛: にーの監視除本部を配 して此等監硯哨と 電

話連絡し、同本部は災に出迎の通信線を以て之を防出 "J 令部に辿絡する。

是に於て防空監視除に附併して必要なるは通信設備の問題である。然し之が鼠特に莫

大なる経費と資料とを究して到る鹿新紘を供試することは |伺雌で あるから 、先づ在来

の普察用電話網及涯信省' dU言電話網を利用することとなり . 従て必に l必光通信ーに闘す

る問題が起って来る 。此外餓i耳、船舶等営利HJ し院副と通信とを依樹することも極め

て必要であって之を有n助監視と栴す る。

防空飛行隊ロ

都市防空部隊の重要なる要- 素であって 、主 として戦闘機を使用し特に夜間 の矯には上

昇: i i l i 度の速なるものを向ぷ。

此飛行機は通常待機飛行場( 要地の外方約 50 粁附近) にあ りて前方 より の報告に依り
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進入l路を経て直に上昇し先づ待機地紗に入札次で融機の襲来を認なるや照杢喧の協

プJ e . 相待って戦闘地帯に入り彼れを撃墜するのである。

待機地帯は向ら遊-t しつつ敵を付ーっと共に我聴音機の聴測を妨害せす叉j照明燈の) ! 閥J

時機を備八て戦闘に入る震の待機位世であって、日度 3500 米附近までは一機の震に

深さ 3 粁を要する。

戦闘地帯はｊＡ ｈ 明機のＡ照射に依り敵機ｾ捕へ直ちに戦闘に入るべき地帯であるが 、 ＡＡ｜Ｍ￭明

機との協力他機との混同をil 並〈る必要上一機の篤深 さは 10 粁とし幅は待機地司? とを

通じ 5 粁とする。市して仮令戦闘好況に進むとも他の境界に入ることは夜間は禁物と

して居る。

元米夜間に於げる戦闘機の行動は賦加l大戦の初期では多〈失敗に蹄 して 一時は中絶の

姿となって居つにが 、共後J ! 賢明機の使用進歩と相( 突って大戦末期には十分の放果を認

められ、殊に敵機の殻見は飛行機からは容易であるし 、沈著して光で外から不意に接

近することが出来 . 又防者は熟地の闘係上衣↑ UJ 飛行其者も左程困難でないから今日で

は大に共憤値を認めある次第である。

ハ 高 射 砲 陵

ｲｾｪ 射砲除は飛行除と共に防空の主務ｾ ・ 米すも のであ って 、 射 ｴｬ 発に依て霊夜剖 ｍｪ はす柑 ｊ

空戦闘に任じ敵機を喰段し又は之を幣退する のであるが、飛行機と異り敵機が共陣地

の上ｾ池宮の毎月ￎＢｉこ来ねば共放 ｊ ｊ ［ を表はし符ぬ不利がある。然 し防ｾに川ひ得る飛行

機のＱＩＦには限りがあり 、 又防ｾ飛行機の ｦｬｩ 犬伝中 ｉ ｉｩひ第二段の構へとし て敵 機を＿要地外に

判1止するには極めて必要なる機闘であって、イ| 災令飛行機を防益機闘の主韓となし仰る

闘であっても高射砲なしでは到底防空を完ふし得ないのである。

高射l泡は地形と共多寡に依り異るも、通常二門をー隊と切断す機戦闘地帯の後方で要

地の外方数粁の所に腿音機J l H明機と相侠って配世せられ常に此等の輔に依り任務を達

成する。而j して現時は高度 1 ￯ＧｩＡ［ 米 ｾｩ ｬ ｪｬ ｊ 室し得るものであるが、最も有数な る限度は

6000米前後であって 1000米以下の高度と直上に漏J 卜形の死角を生十るの不利がある o

z  高射機関銃隊

高射機刷銃| 後は両! 主2000米内外創設も有放とし、 主 として高射砲陣地の内外にある韮

安建築物の直接掩識に) 刊ひられ又は高射仙のM!I供|剖朔tなる低2さの射幣に任せらる。

ホ 照 空 隊 及 聴 音 機 隊

Ｉｾ、空機は夜間防宰飛行機の戦闘の潟並高射砲の射撃の矯昧ＨＧべからぎるものである。

即ち飛行機の震には器、音機の日}J げに依り、共戦闘地帯に侵入する敵機を迅辿に捕捉し

且我飛行機の戦闘動作を容易 ならしむる のであ る。従っ て此地帯内は到る底光ぜの及

ばない所のない稼に配置せねばならぬo 而して通常二又は三燈に依りて融機を交合j照

射すると共に我飛行機に信蹴を以て敵機姉捉を体え我飛行機は光在外より敵機を攻般
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するのである。

高射砲と の協同動作も亦之れに準し融機をJ ! H射し射峡及抑制1) を森易ならしむる のであ

る。従て共配置も: x . 高射胞と交錯 する闘係に ある。

J!H空機のJ! 日射阻向Rは電力中街並目棋の種類天候等に依り 一定 する能は 5 るも 、II py夜に

於て飛行機に制し故大 8 粁 、賞m6 粁内外を普通とする 。

聴音機はJ!(¥6'!:機の動作を容易ならしむると同時に自 ら盟、が11) に首り又時として監視月1に

同ひらる。市して此内J ! ( ¥芸燈と辿禦し共前方に設 けて敵機の爆音に依り、共方向距離

を判定測釘1し我飛行機叉は高射砲に通報する のが最要の役 目であって 、通常共聴首II! 距

離を 8 粁以下と 認め相互の問l療に敵の位入することなからしむる様配置する 。特に我

が飛行機の待機 fif. 世に於げる様音の入らさ' るや う共地帯干外に位置することが必要で あ

る。

聴音機数箇より 成 る聴 ｪｊ ｻｉＩ闇は 聾 夜に拘 ら す ・弘［ｴ ｩ Ｑｬｬ ＱＩ し得る 目 棋を求 め 、 ｊ ｉ ｾ >l<:1IJ . 世{ t iJ{I) 定 し

阻塞射鍛に必要なる諸元を求むる のであっ て、通常高身，H臼射H拠地，(!? の前方に集l主l配列

せられ、而して共集闘の正面は 15粁 、縦i栄は10: j ' f として 4 乃至 5 粁 '(;J: に聴音機を配置

せば風速 6 米以下の *態に於て先づ目的を達 し得 る。

何れの場 合に於ても聴手の熟否は大に 共性能護婦に 闘係する のでゐる。

へ 岨 塞 気 球 位 放 涜 気 球

阿寒策球とは融機の米製する公算: の大なる航路に恕tYl 気球{ t H脆せしめ 、敵機を?之 に

{事J失除終せしなるか. 或は(i.京に精示Ij l的恐怖を興へて共飛行を: I il) 映し叉は必要以上のj i ' ::i

い高度を JIX らしめ、爆 :1興資地を| 苅難ならしむるも のである 。は仙11肱の経験に依れは":Jt

故巣は半ろ後者の方が大なる犠である c

ド ｾｌ 答無球は 目 下 二 辿Ｚ懸品 の も の が 賞 用せられ、 ｪ 且 ｌ 辿 Ｑ Ｒ 米 以 下ではＭＭＱ Ｕ ＰＰ 米附近 の 高度

超昇騰せしむる c 而して共配置法は敵襲の jえあ る都市の外品]或は韮要建築物の周|封等

に間隔 2 乃至 300 米 を聞して昇騰せし め昼中柵を作 るのである 3

放流気球の目的は7象想する 敵機の航路上に陣ゆとなるべき 小自民l策球を多蚊倣流して

融機を之に術失せしむる のであって 、此方法は我飛行機の祈劫を妨害せざる方面.にの

み適用す べ きも のである。

以 上は積極的 防空の大 裂で あ る。而 ｝ して今 世 誌 に 併閣とｾ聞と の国 交 断 絶 の 己ななきに ｾ

L 東京防空司令官が任命せ らる〉と共に最高tld: IIJより術者11の防2さを命ぜf られ? こるも の と

せば、ポj' jJi; の要領に準じよj.[ 京 を中心として諸機闘の配備 を決定する のである 。

B  消 極 的 防 空

此機闘は要地内外に於て敵機の昼裂 を泣け或は共効洪 を制限する動作で あっ て、軍背11は

所要に l悠じ指導のl立世には立っち 、主 として地方官民自問の組織を以て之に詰・るも 0) であ

る。
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イ 燈 火 管 制

燈火管制は要地及其附近引青黒にし以て敵をして遠方より目棋鷲見を困難ならしむる

を目的とす 3 ものであって 、共方法には数種あるが 、大慌の鹿置を説明すると屋内股

火特に屋外燈は勿論工場の火焔、自動車、電車、門車等の前後燈に至る まで燈火を消

し叉は遮蔽するのであって、之が震には厚. 内燈は終夜型J11; 燈はしても会長支ないが、必要

の最少限度に止め且; J t 火光が絶針に外部に沌れぬ隊に ;崎覆叉は窓掛を使用し . 屋外燈

は十字路屈曲部等の交通要貼叉は停車場操車信班、或は出入口等必要巳むを得ぬもの

のみを残して( 成るベ〈色燈とし上空に射し遮蔽の手段を柿十) 共他は全部消燈する虫n

〈すＮ之が ｾｬ 象め地匿を分も情況に感じ管制順序を迫ひ叉は同時に消摩するのである 。

此; 股火管制は都市内は勿論* 何80粁位迄行はねば効果がない。然し之を完全に食施す

れば効* 甚大なるは陥洲? 践の経験に依りても明であるロ而j して之が賓施を完全にする

翁には平時より管制の準備が必要であって . 努めて管制協と不管11，1防止とに医分し且府

!I 係毎 lこ統1Ii lJ し得る如〈して、事予報に腔じー椅に消燈し得る様にせねばならぬ。但燈火

管制は過去泊料に於て試みに如〈二、 三 日で桝u ' も のではないから絶劃治I査を奨附j す

べきものではない。能〈火光及動力の能喜容を保ちつ〉必要の時と場所に於て完全に管

1ti IJ  し得るのが良いのである。叉之には市民の規律と i忠義心に訴ふる所が謀大である。

ロ 消 防

我園都市の建築物では安裂の際立どころに火災を頻脅するは明である。従て消防の月j

Ｚｾは甚 ＱＺＧ 必要で ある ｄ 共方法は守 地 ｾｬＡｬｬｩ分し各消防班をして拾任匝域の 消防に任せし

むるのであるが 、普通の火災と異り特別の場合の外は他の地医に赴援をなさぬことが

必要である。従て各地医には更に村 ｪ 助消防班を設げ消防班の不足 ｾｴｦｬｬ ふ ことが 必要で

あって、要すれば更に破壊又は 工作 の震に特別の編成を準備することが通常である。

叉平時から此目的の矯消火衿の桝設穿井共他消火用具の民間備附をなし得れば更に良

好である。

ハ 救 護

救謎とはｾｾ の 結，ＡＮｪｾ生じ＿こる負傷者を収容治縦しＮ官 ｮｌｗｔ の所在を検知して之が針ｉＡￎｊＮ Ｇ

策及J心者の手首，. ｾｾｉ ，ｾじ 、 叉避銚所主＿管理して避難者を保謎する こと等を 云ふ。

救誰l後は通常防護園の一部をなし更に救急. 班防振班 ( 但之は消防班をして粂ねしむる

のが油営なりとの意見がある 〉牧容班、病院避難所管理班等に分れ救急; 治療は主とし

て地方降、地方病院等の許可踏に符ち 、叉避難所には地下餓道、地下室等が利用せらる。

然し我固に於ては避難所に越する場所は至って少なし若し市民が争って之に避難す

る如きことあらば却て大目標を呈するのみならす・交通整理上重大なる闘ｲＮ Ｔ￉ｾ 臨 すこと

は想像に難〈な L、から 、j [l 駄に就ては平時より関係営問の十分なる考慮を必要と感十

る次第である。
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主主に特に注意を要するは悲瓦斯なるものは強烈なる作用をす るけれど も、市民の之 に

劃する知識の向上主誼営なる防抜方法の宜施とがあれば決して恐るべきものではない

のである 。従て市民の防毒教育は今や緊切なる謀闘のーなることを認めぎるを得ない o

z 警 備

空襲があれば共結果として市民の不安乃互助格をJ行き 、延て避難者を生じ交通上の競

争又は充 ｴｭ＿ＺＧ Ｑｕｩ￭ し又燥ｾｬＧ ｪｴ ? : ' 受〈仰ぎ火災となり 、イII} れにしても卒素よりか秩序i宇都を

破嘆きれ時としては混筒Lを起し易いことは想像に実ih くない D 釆IJ へ此の如き| 際にはH:k

非同家的分子の策動により事態をー居紛糾せしむることのあり得るは長災の経験を有

する 東京市民の夙に承知のことである。是に於て幹備は消極的防空としてはｾｾ日Ｇべか

らさ' る要素をなすのである 。

1守備は素より軍隊も之に任するが、之には各々別の任務があり( 布11充訓練立立軍司1施設

掩誰等) 素 より非常時には地方幹察の後援を翁すものであるが 、主開は地方符祭に依

らねばならぬと信する 。而して之を柿助するに孜郷軍人、青年閤等を以てし之を疋に

野備業務中の自作、交通整理、燈火膏響哲' l I i IJ の取締等に lぷ分し分指せしむるので ある。

右 の主n<各車1t の1i1i助問慨を自治問より求むるに就て[ 工、誌に共編成を如何にすべきや

散に隷属すべきや之にｾ察椛の一部を興ふるの可否等の諸問題が生すＧるのである。詳

細は何れ別の機合に諜り誌には省略する。

ホ 傷 裳 遮 蔽

敵機をして日棋殻見を困難にし或は目棋を誤:E、せしめて爆併を無款ならしむる潟、侭

接叉は遮蔽の手段を? 講十ることがある 。之も軍部が指導はするげれども共質施は軍用

物件以外は地方側の手に依り行はるるのが通常である。而して欧洲大戦中行はれ? こ例

を見ると或は「セーヌ 」河の合流粘を遮蔽して巴阜の所在を不明 に し?こり 、「テ ームス」

河の屈折黙を遮蔽して他の地域に何の如 きものを作らんとし? こるが如き、共他「ヴヱ

ルサイユ」宮殿や砲事などを? 森の主n< 見せかげ 1こり、更に規模の大なるは原野に巴里

を現はす偶都市を設置するの計霊が起ったりし1: カ; 慨して設聞の馬には徐 b多〈の

期待は置けぬけれども夜間には相営の数巣を奏し、殊に工場の牧置( 殊に火熔) を? 瑳刑

遮蔽するが主nき叉は要所の7 k 聞を或る物韓又はかl諾; を以て蔽ふ如きは極めて有数にし

て且必要なる措置である。此等も詳細は別講演に謀る D

以上の外純粋の消極防ｾの内には入らないが 、 情報 ｾｩｬ 集及せ予報はＱ｝ｲ部と軍部外に ｾｊ る

軍要なる防空手段であって 、先づ監視11自が敵機を張見せば迅速に之を監l却!隊本部に報

告し監覗隊本部は更に電気的操作に依り之を防昼司令部内の情報板に逐失棋示する等

の動作を矯し、共結果- が中央からの轡報徳建となり各種方法に依り燈火管If，IJ?:' 命じ叉

戦闘準備及，':HiltI J を命す・る のである。従て人 員総材共に前方から後方、後方から 前方と

脈絡あり且附滑迅速なる働きをなし得る如〈訓練準備せられねばならね。



ｴ ｲＧｩｊ叉策象は航空機の行動と特援なる開 ｦ 系があるから常に気象誌と連絡し 、 之がｾ要す

れば特に 気 象現 ｬｴｾ 設の専門的見地から 気 象観 ｩ Ｉ｛ｉ｝ を舟し之を傍証 ー する稼にする。

以上にて 大関積極的 防 益ど消極的防杢 とを 説明し終つにのであるが 、此 雨者は恰も唇 ｾ ｦ

il lJl :車の附係 にありて到底防空は武力づ くめで完全に問的を達成する ことは 困難であ る。特

に古ij 越せる虫n <. 経費; J ; t : 他の l銅係上防室部隊の兵力が十分でなげれば、其れ丈消極的防空即

ち地方 ｬｾ の活躍に侠つ所が大であって 、 此，昔、味から云へば開戦の初期各機酬の動員 ｴＩ［ 完 備

せなし、聞は最も煙火管11，IJや越融ー其他防鼓手段の挫頓を必要とする。従て其素地は平時から

準備せられなげれば到底的 予いないものと思はねばならないのである。

結 論

以上部rli に劃する 防訟の要領を述べたので 、将来重要なる都市には防昼上如何なる施設

が必要であるかは想像し判断し得る事と信じますが 、ID.複 を? 肱- は宇都市の計霊又は施設上

着f I 民すべき 主要項目を亨IJ 悲して見ると

1  逼信施設に就て

電 信電活申込は地下 Ｊ ｊｪｾ として ｅ 通信網を統Ｑｉｬ Ｑ ｝ し非常時の使用に便ならしむること

参考の矯 に都市防空上の情報通信系統を同示せば失の虫nきものである。

。 ， 削 船
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2  煙火管制の準備に就て

夜間敵機の襲来に封し融機会して重要目標. 物の稜見を刷燥ならしむる局 、成地域の既
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火を適宜に管制す ること の必要は云ふま で もない。ぞ れに 就 て如何なる詫意が必要で

あるか と云ふに先づ

1) は管Hl IJ 地慌の純間でめる腕大なる商積を有する大都市に在り では共都市を潟jg隔する

こ と概オ;).80) う至 100 粁 以上の地域の煙火を管1ljlJ することが必要である 。

2) は管制の方法としては原則 としては全都市を全部"lf 熊化しないで 、上2さから見Tこと

き恰も村孫が黙在して居る様にするこ とが必要である。

3) は目標燈火の昔;ml J法である。即ち敵機の目標になるような地域地物の附近にある燈

火は絶韓 ＧｉＯｾ に消燈し敵にＱｍ棋を ＿輿 へないのである 。 近来 、 Ｒ さ中航空 法が 進歩 して天測

やラヂオピ ー コン等が利用されて・流行の盲 目飛行を利用しでも機上から地上を観測す

ること なしに正悦に都市昼製の古nき小 目棋を税ふことは 1*1難であ る。

4 ) は燈火哲; l!i IJ と夜1m業 務等 との閥係であるが、股火管::l iIJ は単なる停電と同 一 に考へて

は困る。 安 中に劃しては "i1黒 l師と するか夜間内部で枇合の 仕事が出来ない様な や り方

では 1+;1 る。 即ち都市 の活動が犬が震に停止する 事はi i &首でな い。

之 が篤 ｬ こは舟火 色 ［ ｬｉ ｪ ｉｊ ｾ 十霊上着意すべきは Ｈ一〕 目標附近の ［ 防火は安全に治主張し他方に夜間

業務に支障をｾＭぜしめさＧること、 Ｈ二 Ｉ符火管制と交通敏闘との品￞Ａ ｩ 系ｾｾｾｊＺに研究し避 ｩｬＧＺ Ｔｴ の矯

め叉輸送交通を凶滑ならしめ他泊[ パニツタ等の産生を防止する注意が必要である。之が熔

には燈火管制と生産工場の闘係 も亦充介研究を要することである。

3  都 市 計壷上に就て

都市内随所 に ｾＺ￞也Ｈ 小 公闘 〉を設 け防 禦部隊の古 ｦｪ ｊｬｴＯ ｊ に資し或は趨難所 に 利用するこ と が

必要である。叉都市が海時に面するが如き地にありでは 、防波堤等は成る可〈腕〈し

防空機関の活動要すれば高身、j砲 、j照不燈等の陣地にも利用し得る こ とが必要である。

叉 郊外に於て各方商に劃して活動し得る防昼飛行除の飛行場が是非必要である 。叉地

下鍛道等は l竹来得る限り地下深〈施工しノj、地w.:笥i こ遮断し且共遮断地w. : 毎に換無法の

設備をｾし置〈こと。

4  建設物に就て

建設物は成る べ く銀筋コンク リート となし屋上には必要の場所に高射機関銃等を配置

し、叉は砂嚢等主＿積科 ｉｾ し得ることが必要である 。 而 して地下室を有し防毒室を設備す

ること ( 防苛室の構itーは目告す )

5  卒素市民の訓練を駕し置 くこと

敵機の空襲と云ふ事は金〈突然に起るものであることを考へ1: ならば、卒素市民? こる

もの之に封し充分準備し訂! ;練し非常時に首り狼mせき' ることが必要である。飲洲大戦

の初期ロンドン i li 民がツヱツ ペ リンに封して周章し 、大正十二年関東大' ぷえの折来京

市民が狼似 し無節制な行動の局に裳りし被害を顧みるとき卒素の準備と訓練の必要を

痛 感す るのである。 ( 終 )
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今回都市計霊法が改正せられ従来勅令を以て指定せられに il-j に限って都 市計霊法の泊用

を見? こものが今後は ili は凡て適用を受り向ほ 、町村にも之れが適用を受り得ることとなっ

? こ。其のキ/ i * 百| 努問題として今後I l IJ 付に之れが油用を受〈るに首つては 、或は地方庁151E的

に或る場合には衛生Mr I i 的に考察をなすの必要を生十るに至るのみならす 、地域宿主eの問

題に就ては種 k 復調tな嗣係自? 生1 " - るであらうと思ふ。 j 、J、下之等の問題に闘して少し 〈午見

を主sべて見7こし、 が、 ぞれに先ち法令の改正要旨を述べる必要があ る。

法 令 の 改 正

都市青Lffl" 法の改正はnp， fll 8  ｾ ｉ ｾ＠ 5 月 1 日より施行せられ た。今共の要鈷 を暴げれば前記の

週 k 従来月山令を j スて指定せら れに市に のみl i I i市計 霊法の泊J1j ｾ見たのであるが 、 Ｙｉ に そ

の ［ Ｑ む ＱＢＱ Ｍ Ｑ をサ主張して ￯ｬｩ は凡て 之れが泊 月 Ｑ を 受け 、 ｬｵｲ 付 には内紛大 Ｑ Ｎ Ｚ ｾ が脂定し て 之 れが 越 川 を

なし得ること〉なったのである。

即 ちｉｬ ｬｲ 村と ＡｌｾＯｩ も 市に叫 敵するものが多し且つ叫に者 Ｑ｜ ､ｩ の ＩＱ 列 車を ｊ Ｍ ｾ ふるものが多数ある

才ー れ等にまi しては di と同機否半ろそ れ以上に強め 一定の計霊堂樹立 して、 共の殻以の基準

ｾ示すことは極めて必要なことであるから 、 之等に告白し ＨＡ ｲ ，市計霊法を通 用して将来に ＱＩＱＺ へ

むとする? ごめの改正である 。市してその計聾が事業として決定しに場合はrli 又は内務大臣

の指定し? こ 11I j "村を統1隙する行政臨が之れを執行する。

都市計垂直域の決定に際しでも 従来の 法に依れば刷係r!iIl IJ 村長、並 に者1¥市計整委員舎の

;立見を聞き内閣の認可を受げる制度でーあったが 、これ も事務の nij 捷を計る趣旨からして 内

|持!の認可を当させな いこととなり、且つil i川村の行政院，! 討を J ')，て古1¥i-ti  j'j 十聾匝域とする場合に

は、附係IIi l1l J 村並に KI¥市百|霊安トi合の意見を微せき' ることに改正 されに のであ る。

ごてれに作って' 古ilJ l凶 改正 されて、 di j ; ; 首然本法の過片j を受けることとなった結束 、Kli rfi 

d 準地方委員合は道府! 陪旬。 lこ之れを置 き地方委員合の委員も従来ω委員の外に内務大臣の

指定を受げに 町村の町村長及び共の II IJ 村合議員の定数の 6 分の I ( 一市町村に付 15 人を超

ゆる こと がl込予I<i ない) が委員となる。又地方委員舎の委員 、円、事の任命手簡も従来内務大

臣の奏詰に依って内閣が任 命され? こも ωが内務大陀が之を命す・ることと なった。この官制

の 改￯ｅが 都 市 計聾匝域の ｩｫ 定に際し て 可なり大きい影響を ｾｩｬｾ へるのであ る。

ＱＱＱＩ 村 が古 Ｑ｜ 市計韮法の泊 ｽｉｊ を 受りる ことになると如何なる 特製 ｴ ｩ があ るかと云へば、 ｾ ｬ ｕ 併の
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撰築等をな すに 営って之れを都市計霊事業 として地行する 場合は受 谷者負櫓 を徴牧し得 る

こ し 叉土地1 &; ＱＡｆ ｊ 整理を 貰施するに 首っ て 従来は 耕 地整理法を遁 Ｇ Ｍ ｉｾ し て 市 街 地 の ｩ 生 成をな

し1=のであるが 、知iの女f I き全然目的の異つ に法制の もとに合理的な 市街地 を計聾する の不

可能なるは l円かであるから 、こ の改正に依る適用を受りれば宅地造成の目的に出 来て居 る

土地直制整理を施行し得る こと なり 、従来の不1更を除去される 。然らぱ如何な る111]"村にi菌

剤を受〈べきか内務省、で後め定めて居る指定111]"村の槙準は ( 1) 人 口i 高以 上の士也、 ( 2) 人 11

増 加 ｬ 率の期著な土也 、 ＨＳＩ 湖 ｪｾ 地 、 海水浴場地 Ｎ 史蹟地、遊覧土也等ｾ有するもの 、 ＨＴ Ｉ 災害金

霊長って復興を要するもの 、 ( 5) 地轡の修築、工場 、停車場の設置等 lこ作ひ市街地の造成せ

られむとするものである。

市街地建築物法に於ても 、昭和1 7 年 2 月 i 日より改正地行せられて居 るが . こ れも施行

後のZ員=績に鑑みて地域に附する事項共他に立って改正を行ふと共に従来の所謂絞和規定の

外、其の内容に就いて階段的に各種の規定 を油f ! cJ するの制金削められに のである。これが

誼用の方法及種別を分けて拳げて見ると、

]  • 施行令Uf
3

J 僚の規定 に依って内務大臣共の区域を指定し? こ場合。

地域 、建築娘 、施行規則の全部の油用を受ける而し之れは質際上指定を見る こと はなか

らう 0

2.  随行令第 3 1 依 l:k. 地行規制第 149 僚の 2 第 1 項に依 り内務大臣共の匡域 を指定し?こ場

合。

地域 、 建築制 、 屋糠及び防火地区 に 閲する規 定ｾ 遁 用 せられる 。

3. 施行 令第 31 ｾ条及施行規 則 第 ＱＴＹ 僚の Ｒ 第 ｬ 項の規定に依り内務大臣共の匡域を指定

し叉施行規則第 27 僚第 3 項の規定に依って地方長官・匝域を指定しに場合はっ

地域、建築線及防火地匿に閲する規定を油 Tl1 する. 而j し防火地区のi歯周を受げても事質

上共の指定を なささ' る場合は 、

地域. 建築紘の みの ものとなる。

4. 施行規則J ＱＴＹ 僚の Ｒ 第 ｬ 項の規定に依って内務大臣共のｾ域を指定し Ｗ 二場合は 、

地域Ｎ建築制、屋似、防火地医、建築物の出 ｪ ，及建築物の敷地内の岱地に 闘する州 ｡ 定を ｾｩ

Jj j される 。

5. 地1 f 令第 31 ｾ＠ &. b迎行規則第 14!:J 僚の :l !:f¥ l.J:).ii ω規定に依 1) I付館大民主w，: ω医械を指定

し施行規則第 14¥:.1伐の 2 第 2 項に依り、内務大 1:-;: の認可を受げて地方長官適用 i規定を定

めるときは 、

地域、建築組 、 ＡＧￊＮｾ 長及防 ｊ｜Ｉ 血 ｬ 直に闘する ｪ 叫兄 Ｚω 外住築物 ω 値観 Ｓ く は地 ｼ 直を指 定 して建築

物の補造設備及美観地匿に闘する規定の全音j¥又は一部を適用される 3

6， 施行規則第 ＱＴＹ 僚の Ｒ 第 ｩ 項 の 規定に依り内務大臣其の区域そ指定し施行規 則 ｾ ［ J 4() 

僚の 2 第 2 項の規定に依り内務大慌の認可を受け て地方長官誼用規定を定めると きは 、



地 域 、建築線 、屋 倶 . 防火地宣、建楽伽7 ) 高及建楽勿の敷述内7 ) 杢 b也に闘する規定の外

建築物の匝領叉は地匿を帰定して建築物の構造設備及美 I1誕地区に附する規定の適用を受

げる。

f訂以 上の外各項時特別j の事由あるときは建築物の陸類を指定して特殊建築物別火構逝規則

をも適用し得る r

7. 市街地建築物法、同法施行令、同法施行規則及特殊建築物耐火構法規則の全部を適用

す るもの、 即 ち現在六大都市 、堺市、 西之 ; 広市、 尼ケ崎市に適用されて居るものである

共の他の汁1111f付凡て従来の施行令第 3 1 僚 の規定に依りて指定を 受げたも ので地域、建築

線及 屋 似 の 誼用ｾ 受け て 居 つに の であるが、今後ｉｬ ｬｪ 付に 都 市 計 霊法 の 遁肘せ ら れたる暁に

於ては其の川村の特異性に舷じて 、前記第 1 項より 第 7 項に至る犬々 の通首なる像情の j歯

周を 受け 得る諜である か らこ の 虫 ｴｩｾ 充分 留 意 す べ きで あ る ｣

斯 の 女 ｮ き法制 の 元に之れが市 Ｑ Ｑｉ ｦ 付に遁却さるｾ Ｚ場令 之れを如何にすべきか 、 如何なる方

針の もとに油開きる べ きであるか 、即ち現在鋭に者11i'間十畳匝域内に- G! .合されある桐嘗な いIJ

村 は如何にすべきか、或は大都 市の都市計重- 直域に隣媛しである町村は如何にすべきか 、

区域に包含すべきやｊＧ ｩｬｾ 笥適用をなすべきや 、 或は大 都 市より相首陀維を 有 する 者 Ｑ Ｑ 市化 の ｉｕＺ

倍な町村は如何になすべきや、而して叉 それ等の 111 ] 村に射する地域指定は如何になすべき

や、主 ｮ Ｈｮｊ にして地域 の 統ｩｬｊ ｬ ｊ をなし質際的効果を禦ぐ べ きかＮ之等 の 諸問題ｾ考 察 するとき

従来に於けるより適用及指定 と大なる苦心と周 JJ な考慮どを必要とするであ ら う。今之等

の 問題に闘して大に参考となるべき英、米に於ける地方百ｼ警及 ｬ ｾ ｬｲ 黒 部市について少しく記

述すること〉する コ

衛 星 都 市 と 地 方 計 重

ｭ ｛ｉ ｬＮ 者 ＱＱ 市即ち 主足 ｦ こる大 都 市 を 中心として そ の防 ｊｉ 却を旋轄するいくつか の ､ｬ Ｍｾ 、長ｦｊ も小者 ＱＱ

市を含u 純[: ' (，1の庚い面積に亙 る計聾の意味であるが . その名の国て来る所は/ 11閑都市 ウエ

ルウヱン の財務支配人バードム の言ふのには米国の ジーアール、テー ラーが米閣の工業者11

i li に| 制する論文に於てであると 云 ふ。是等 の論文は 1915 ｾ ｉ 三 術 Ａｉｾ 都 市 の Ｔ Ｒ Ｑ 題で ｴ 踏 め られて

ナショナ ル、ミ ユニ‘ ンパル、 リーク。叢 高の 一吉 とな っ fこのである 。然 し玉県1I1':t( 米利) J 11でゅ

んに刷ゐ られる地 }j計 4 書と 1H惜 してl lUへ川さ れに のは主として英闘でめる 。大戦後英閣に

於て 出国 KII ，ii 運 動の復爪 υ ) 議 論に悲し、て居る 。

今 日陥せ られる衛 J I  ｾ ιＱＱ 市 の 特色 は 、 旬Ｚ市公中心として の 小 ｾ ＱＱ ， ｢ ー が ＱＱ Ｍｫ ｾ ｉ ｉ 市として の 機能

を有 する のみなら す付F 市に 従砧的闘係に 立 つこと が必須t条件で あ る。叫に付:市と小都市と

が地理的 にーっとなり、 」或は従凪的闘係を?離れて 相接備するに至つ ては最早や街bt者11市・と

式 ふ ことがＯｉ ｜ ｾ＼ｩ な し、 。 雨者 の 間に は 永久に 之 れを＿ 分 離す べ き不建築地併を有することか必

要な{ 際件で あ る それは元米 術 Ｒ Ｑ Ｍ ｾ 都 市 の 目的は従来 の 過大 都 市、即 ち 集中主義 の 都市計 重

に笠I抗して地方分散を? 行はんとして起つに計霊の新しい傾向であるからである。市して通

常母市と街N者11市 との距維は少くとも五六哩は必要である。さにあ らざれば質際」二地 方 fit
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聞の効ｾがないだらうと 吉 田はれて居る 。

衛星都市は叉一面都市としての各種の要素を具備すべきであり 、人口も小にして 2 潟大

にして 10 寓を超過すべきではないであ ら うと云はれて居るが 、我園に於ては人口 ("r 高の

都市カ: 一帯経済、的利{ 更を? 受 け得るかは調夜を待つの外はない 。

地方 百 十 撃 は詩 語は ｾ営でないがリヂ ヨ ナルプランエング の ことである。之れは前記 の 術

)  ｉｾ 都市に劃して米闘で唱導されたもので 、 之れも皐覚するに 者 ＱＱ 市生前の地方分散に依って

近 代の集中的大都市生活力2生む積 k なる 弊害から逃れんとする? 二めに起つt=思想、である 。

到l ち衛 )I!: 都市の思怨と相淵聯して之れが賢行に首つては雨者は不般の胡係にある。 地 方計

壷はその名の示す やうに衛) ｉｾ 都 市の場合よりＡ資大なる土地に亙る計萱であって 、 ｾｉｬ 心 勢 力

をなす大都市がーとは限らす・それらの都市と利容を同じくする i li IIT村を同一統制の もとに

計 霊 する のであ る ｾ Ji fl -ら現 代の多 〈の都市が全 く無方針の設建をな して米Tこので 、者11了間十

聾法の泊Ji j の もとに極々の計註はきれに とは云ひ 、郊村 の地 は大都市に無秩序の添加を紛

りて >10 このである 、何等の統 :I ，IJ もな く全〈偶然に出鱈目 に殻 迷 し仁川村が添加i して米て出

るのである、市民の最も頭を怖ます者11市交通の羽w日問題は、; 必ずるに人 と物 とが都市の内

部に也前に配世されて肘らぬ fこめであ る。今大阪市がどれ丈の人聞 をす子l止して居るか次の

訓穫を 見れば分ることであるが . 郊外電車の終端騨の fltlf : ' i は縁組以ヒで ある口昭和 4 年 1J

) ' ] 5 日の調べに 依れば雨海蝕道難波轄の乗客数 36. 3] 8 人降客数 41. 92
'
1 人 計 78.'2ilS 人を

市頑に ｼ 坂念 、 大仙、京阪、 ｆ 草 ｈ 哉 、 ｼ波 ＧＱ ｩＱ ＱＱＮ 大織 の 絶端。ｾＧｦの線、 ｴｉ ーは来苦手 Ｒ ＰＰ ＮＴ Ｓ Ｗ 人 降客 ｾＺＡｕ Ｎ ＭＭｬ

ｊ Ｈｪ総介 ｉｾｉ ・ Ｑ 日ＭＭｬ ｾＰＮ ＸＵ｡ 人の多数に 」 二つて ｪ 詰る 、之れを ラ ッ シユア ツ ー の場介を比れば Ｇ Ｑ 二

前 拡 大l侍 I n寺問 、南海織政の 10. 8- 13 入、阪急: の 9. 8，! 2人 午後肢大H寺1 時閥系降肢は矢振り

市海刻 ｕｊ ＮｫＺ の Ｙ Ｎ Ｕ Ｗ Ｘ 人 阪急Ｚの ＸＮＲＲＰ 人其 他 の電鍛 Ｎ閥 ｩ 哉とも相 ｦ［ｾＡ ｩ の 数に達して居る 、 従って

KI¥di の中幅部の交通 :11 Ｈま Ｑ ＡＡｾ 映 の ｩ＿ ＿ 大を 来して、其 の 結ｾ現代 の 向感Ａ支Ｈｩｩ ｦｪｾ 以てしては 之 れ

にl色す・るの交通地ぷをなすことが不可能となる 、倫敦 lえ紐育の中心地はiE にそれであると

百自 lまれてほる 。

寸 一 試みに大阪に於ける Ｇ ､ｩ 世道 ｊ Ｍｪ ｩ に依 る Ｏ ビ働Ｃ政ｾ見れば ， Ｑ ＡＺｬ［ｆ ｯ 5  ｾ ｉ ］Ｂ 度 ｌＵＴ Ｑ 人て ーあ る 。 更に

之れを自動車事故に依る死去の統計を仰げて見ると 、米関の統; 一|は少し古いが大関の勢向

は説 lまれる。

戸 圭二|二ーに I_! _ _! I立 デi |デトロイト| … ド

| 人 1. 1- 1' ［ ｉｪｾ に 刻ＢＢ I  "，.1 1  T I  1  

1  ｾ＠ ｉ Ｍ ｾ＠ Ｑ ＷＩ［ ｾＧ［Ｚｾ［［＠ ffiJ I  [t i}  I 問 1<川，;J  
lリl  

i  1925 1-せ也也3'5
l 925 I  19. 9 1 7 β I  1応5. 2 23，7 1  24.3  
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斯の虫11 きM態であるから地方計書を樹立して都市生爪iの地方分放を行ひ 、人 と物 との適

引な配置をなすの:必要切紅 なるものあるを焔感する ま互に ｾｾ ｩ の ｾｦｉ 寺 川 市の殻迭に 劃 する救

済策としてのアンウインの結論ｻｴ＾ ｊｉｾ げて世〈。即ちそれは人 口 の古 ＱＱ 市民ｾ ｾ ｉｬ の勢 を全然停止

せしなるか 、然らざれば人口と産業とのより良事配世を得せしなるにめに 地 方討委主? 行ふ

べ きである こ とを主摂すると。

町村友農耕地の都市化 の状態

ＱＱＱＩ 十 ｪ の都 市 化 の ｊ Ｏ ｨｾ ｜ 制阻 害実 する資料として市町村数の 金 問的に如 何 なる ｊＯｽＨ ＡＮ 注にあるか如

何に人 口の[t-hl係が推修して居 るか の統計を掲げるも無錠ではあるまし、。

市 町 ヰサ 敷
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更に之 れ を市部 人口と i lT部外人 口との筈1J令を見れば次の通り である。下記統計 は全 園の

合百1.1)&で あ る口

l 府 市 数 | 1' r  扱 | 技IJ 合 %  

会? 閥 市 青11 市 外 ?治 会? 関 市 令官 市 宇トmi

プ'，J E 9  ｾ Ｎ ｉＧ＠ 83  55，963，053 10，096，758 45，866，29.5 100 0  18.0  8 2 0  

大 正 14年 |  10 1  59，736，822  12，8ぢ6，850 46，839，972  1CO.0 2 卜6 78 .4 

昭和 5 1手 |  109 64，450，0コ5 !5，444，3∞ 49，005，705  l∞.0 23. 9 76.1 

以上 の二統計 に依 り我 闘の 人口 都 市集 中の傾向は分明 す るであらう。 即 ち之 れを 明治22

年市町村制官施首時は 、全囲の i /TIl IJ村教 13. 386 で内ち 市は 39 に過ぎ なかっ?こが 、主主;年 IlI f村

教が減 少して司i となるも の多 く大正年間以来 i li は甚?ご しく精力Hして昭和 7 年 7 月 i 日現 在

では 113 に達 して居る有様で共 の後 も二三 増加 を見て居る。

斯 の如1<  111) 村 は漸次市 とな ると同様農耕 地は都市化 されて漸次共の商杭を縮小されつ〉
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あるの事官は明かで、或る論者は今日者 ＱＱ 郡を通じてふきま〈って居る経情 Ｇ � ｾ 恐慌の良の ｩｉＡ Ｚ

界的原閃は都市の無制限 な膨脹が常; 然にある べ き農村と都市の比倒的波ってしまつにとこ

ろにあっ て、これが買の 阿復は都市 と農村とを めるべき 比例に 還元することであると 謂ふ

て居 る。

農耕 地減少の i!}、態を近〈大阪に求め れば、元来大阪は昔から 夙に商工業の枢地として護

主主し叉将来もか くあるべきを以て其の反商農業に多分の影響を受りつ〉あ る、即 ち者11市の

張展と共に耕地は減少され純農者は竿農者に 、年農者はp . ti工業者に漸次車事業 して行〈。之

れ を統計的 に見ると耕地面積は昭和 2 年度以来週年減少を紐け、者11市化に伴ふ割地憤肢の

事置は数字の上 に明瞭に されて ある。

耕 地 而' f . I i の減少 ( 大阪府下 〉

問 畑 昔十

Plr 町 町

昭 和 2 年 末 52，7573 12，358.5  65，115.8 

3 年 末 52，483. 3  12，309.5 64，792.8 

4 年 末 50，072. 1  11，372. 5 61，444.6  

5 年 末 49，673. 7  11，220.7  60，894.4 

6 年 末 49，243. 2 10，928.0  60，171. 2  

尚之れを都市計霊法に依る土地匝劃整理主? なして者11市化伝統制あらしめる ?こめの 、 その

施行の商積に就 て見れば大|仮都市計主主区域内昭和 8 年 2 月末現在 に於 て組合地医線、面積は

賓に 9000. 000 坪に及び認可申請中のもの 20 医 124. 000 坪設計開或は準備中のもの 1100

0. 000 坪ある。何んと非常な勢ひを以て都市化の行進をなしつ〉あるかを見る べきである

叉これを市町村の珠算の上から見ても 昭和 8 年度に於ては教育費は異常な増加 を示し1: 原

因は 、農村人口の都市集中に依る児童の増加を示すものと見られる。大阪に限らす・何れの

都市もその周同には都市の護展にｾって漸次都市 化される地帯即 ち郊村カ Ｚ あ る。 それ等の

多〈は農胡地或は山林であるが者11市化の趨勢に促され農耕地は股れて市街化する。それが

?こ めに地慣はf i J J 騰する 、例入所有の土地は小〈 分割されて建築用地として費出される 。そ

れに性宅が立ち商山が出来る。斯〈の如〈して何等の秩序もな〈偶礎的に中心地主? 形成し

漸次隣媛地を添加する D 延へては共の外周は膨脹して既成都市に 接網して遂には其の一部

に編入される 。之れが現代の大都市を形成するの過程である。故に共の現日去を見れば全 く

農業経掛時代の ｻＱｾ で住宅が建ったとしても 、 辛うじて車を遁今 る ｉｊ 、僚に商するに過ぎない 。

之れ と叉反割に既成都市とは遠距搬に置かれて殻展の過程主? とる町村もあり、之れが既成

都市との聞 に利待相闘の場合がある。

何れ にしても 大都市と利害共通 、J祉舎的附係の平子i接なる郊村に劃しては総抗的に議定計

聾を定む ること は最も緊要な事柄であらねばならぬコそこに地方言十聾の必要が起るのであ
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る、叉郊村の土地質買に劃しでも iit trr 的統制を必要とす る。

賓 際 上 の 地 方 計 霊

前数項の事伐;及理論に徴して大阪に於りる地方的計聾を如何になすべきか 、葱に断っ て

置くことは表屈に掲げ 1: 地方計聾 とは、米固 ・英園等 lこ用ひられつ〉あ るリ ヂ ヨナルプラ

ンニングの厳正な意味の ものでな く使宜上の名であって、前述の地方計霊及術星都市をも

合せ考ふべきも ので、換言すれば 111]"村の統制的計霊とも云ふべき 意味合のものである。即

ち今回 の都市青|詰: 法の改正に作って大阪に於ける町村を如何にして合理的強展を企図 し得

るやの計霊問題 に附着 するので ある。

大阪も御多介にもれす過大都市の弊に陥るものなきにあらざるも 、交通繁康Ij の程度等に

至つては術凌ぐの塗がある o 前記の如〈自動車の交通事故に依る死傷者の統計を見ても 、

クリ プラ ン ト の 主ｦｉｾ人 口 Ｑ Ｐ 寓に到して ＲＴＮＳ 入 、 市俄古 の 如きも ＱＹＮＹ 人であるが 、 大阪は

之等に針しては甚?ご齢 〈僅か に 2.3 人であるが、未亡者g市琵展膨JJ長の無限なるに依ては早

脱英米の{ 放をふむなきを保せぎるを以て今にして慎重な考慮洞察の もとに合理的計霊をな

すにあらぎれば↑ fHt' 帰来 に残すこととなる。

自動車に依 る事故の死者は米園都市 に比し少きも、大阪に 於い ても自動車は可なりの敢

に達 して居り向佐々令噌カ11 を示しつ〉ある 。 自動車の護連は母市大阪を 中心として貨物の蓮

自 動

梁

昭 和1 2 1ド

同 3  (，1三

同 4  1F 

問 5  "1三

同 6  (，1-' 

:r(I 数

用

2，号96

3，416  

3，540 

3，658 

4，209  

:r:"lf 手氏 周

824 

1，074 

1，267 

2，029 

2，293 

搬に産業上重要な役割を演する。更

にi!ii=:';: 1 ヶ年の輪詮乗客数を見るに

3  i.芯人に 近い7肢を示 して居る 、叉市

内中幅部 に於り る 1 日の乗客は堺筋

線 140.000 人南北総 100，000 人を算

する。

斯の如き過大都市の弊を除 〈には

Wfl i !i をして一定の日H良. に膨脹を止め

共の周|過には不建築地或は農耕地 をJスて者H' i，j するを理想とする 。而 して叉之れは都市自憾

の観掛か らし でも '1' 1: し し 地 方農業経桝的蹴貼からしでも 、合理的でめるが果して官際問

題として行は れ得るや否や疑ひなきを得ない。今 日の枇合: I il J度に於てはおそら く斯の主fIき

方法に 於て郊外の殻民 主?ザrilil J し得まい 、で あるから泊極的ながら既成都市の油営な範闘を

限 ト 共の外Ji l iJには i !i伺化の傾向を或る程度まてー抑止するの方策を取り其間相官; の距離に

ある ｉｉｉ｝Ｂｈ に向って中心地を建設する の ｾ Ｍ ｴ 監を樹立し て以 て所謂地方ｾ Ａ 笠に 依る都市 の分 棋

を賓行する の外詮がな い、 而して その辿絡には街路の計設を忘れては ならぬ。

一 ー
M 

今回都市計霊法の改正に依る町村 の 油用に闘しではｼ良重 Ｑ ｊＮ調 Ｚ 夜 の 結ＮＡｦｾ・取行はるるであら

うが 、 先づ第 ー には都市機構 の 統 ｬｬ￭ｉｊｾ 十分に考へねばならぬは勿 論 、 事業施行 に首つての

共の町村の財政上の問題も十分考慮さるべきである。共の他重要な事項は人 口の問題であ
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るが之れと併せ て考ふべき重要な 31f 項は都市計聾直域の問題である。

従来の法制にあっては町村にして都市計霊法の適用を受けるには是非共或る市のI瓦: 域内

に包含さるるを必要としに のであるが 、今回法の改定の結果引l市計費: 匿域なるものは 、原

則と して市町村の一行政直域とせられ、 mf 村単調之れが油用を受 v) 得らるるがfこめに事官

統制の必要上、市を中心として数ケ 11I J村をして都市計主主匝域? こらしめんとするに首って 、

町村翠満の利害問題より共の区域の決定に際しては従来なめに苦心以上に 、より 大なる苦

心 を必要とするに至ることは明瞭である口 或は叉111f 村に依つては市の都市計霊匡j或に包含

されTこがにめに却って都市計整事業の質行を遅延せしめる向もあるから此の弘li 大に考慮す

べ きである。

之等の問題は町村の併合に依って或る 程度に解決され得る ことで あるが、11I f.{:寸の併合の

開難は未 ＱｾＧ 按〈べからぎる部落的棋性が旺盛であって、町村併合の必要性を ー ｼ 分有つ所と

雌も其の合併問題に蛍ってこ の根性が恐しい勢力を以て接 頭 ? る、 都市計藍区域の問題に

於てすら従来吾 k のなめに苦き経験である。孤立的経済機構の下にー111f- 村を経営するよ

りも 、需給側係ある市町村は打って一丸と なり最も合理的な機構のもとにその杭氏の生前

と経桝的利錠のにめに進んで合併し・都市の構成上遺憾なからしなるを嬰する o 話は抗i立

に入つ? こが、内務省の方針としては蹴に決定しに都，Ii i¥十置匝域内に包含されある 111j 村に し

て指定の市と殆ど封等の機構及財政を有するものと量! l ' も之等に射して E再開誼月i を} . a; さざる

方針の如1 ＼であるカヘ此れも絶樫的 のものではあ る まい叉大都市に近接し或は共の者 Ａｬｬ ｬｩ ｾ l'  

軍医域に近接する UI )村にして今同内務省の適用方針の資格ある もの と凶凶 、之れ佐卑澗に

油用してよい場合と其 の賀絡なき ＱＱＱｦ 村と 雌其の有責特の 町村と ＭｬＱｦ ｊ として ｾｴＱ ｲＺＺをなすを以

て合理的なりとするも のは之等の数ケ ｕ ｬｪ 村を 包含して者 Ｑ｜ ，↑ ｬ 計霊阪 ｊ ｾ ｸＺとして法の謎 ＰＱＱ ｾ篤す

べきであって必す・しも内務省の恕げTこる 有資格11I j 村のみを口 伐! として考察 をなして制在を

進め、其の適用を見るに1kては都市の合理的殻展の統制を欠ぐ誕ひめるを免れなし、。 Mc に

町村の法適用問題は従来の考八以上 lこ脳めて慎重なる司占有と研究を要する| 問題であると謂

はねばな らぬ。

今次大阪府下に於けるｉｬ ｬｪ 村に本法を適用せらる〉に古 って ｩ ｪＧＮｪ 現下 の 人 口 市態ｾ見るに ｈ 百

和 6 年末大阪府の人 口は 3.634. 609 入金問内地人口 の約 18 分の 1 ｾ有し各 ｊＨＺｦｬｉ Ｇｋｾ '1'
第二机を

ｉｾ めて居る ｯ 而して人口の哨 Ｉｊｉｉ 涼 は一年平均人口 ｊ .O()O に釣し 28.70 に首る o 之れ商工都

市大阪の設展に依る都市の人口集中を女n置に 示 して居る 。

人口 分布の j伏態は大阪市が 2. 519.500 人府下人口 の 6 告IJ Ｙ 分 ＳＩ 豆を ， Ｇ￭ め ｾｉｉｉ 部Ｈ堺 市、 ｪ 宇

和田市を含む) は1 . 115. 109 人で府下人口 の 3 筈IJ 7 涯の割合 lこ嘗って居る o i(.i 下11I f村中人

口 2 高以上を有するもの 4 ケ11I r村 l 高以上 2 高以下の もの 8 ケ!日I村j た他の 228 ケIl IJ 村は l

寓未満である、人口の統度は 1 卒方粁に付き 2. 004 人之れを金問平均] 平方粁 160 に比す

れば貰 tこ111蒋8 に首る、 大阪市の 1 卒方粁 13. 600 人は紐育 7・700 市俄古 の 5. 400 人より
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は遥かに高< t.'. Mi の 30.000 人倫敦の 14. 000 人には及ばないが過符大都市? こ るを失 はない

今大阪府下に於げる人口増加l掛著なる 町村を穆げれば衣の通りである。

(  1  )  ( 本表は大阪府都市計重 課 回中清志氏調べ に依る 〉

郡 名
町.

止す 名

図 勢 調 査 人

大 正 9 年 大 正 14年 昭和 5 年

三 島郡 五: ， t見 PIJ  14，831  17，242 20，541  

ぬ 本 村
2，685  3，422 5，401  

茨 不
町ー 5，793 7，084  8，584 

笠 官E i也 国 PIJ 10，322 12，496  14，947 

n= 百 村 4，520 6，245 8，012  

ム，tidLL  
t ド キf 6，2 18  10，674  16，129 

こ ｉｾ 1止 山 村 2，446  3，2CO 4，765 

泉 北 鳳 同了 3，254 4，0 19  4，743 

i'ai  石 Hげ 6，403 8，5ヲ4 10，703 

太 村 2，4 17  2，969 3. 355  

大 津 PIJ  14，728  16，852  lヲ，563

{(I  
太 中f 3，770  4，941 5，517 

泉 南 凶 信 詮 村 2，818 4，217 4，038 

fi1. ヲド 村 2，171 3，5 16  3，400 

尾 的 村 2，487  2，645 3，646 

南河 内 高 手Z 村 1，935 2，362 3，341  

藤 。井 寺 田f 3，773  4，324 5，434  

布3 原 Fげ 4，714  5，810  7，255 

中河 内 枚 l河 やf 4，335  4，942  5，962 

へ 庖 Hげ 8，4 19  9，461  11，275  

ノl、
阪 ntf 3，556  6，698  9，803 

百包 奇E ホf 4，709 5，802 7，815  

久 :a 寺 村 2，849  3，081  5，186 

力日 美 キf 2，445  3，C92 4，468  

?時T 施 Plf 4，ら86 11，42ヲ 24，23J  

長 持見 キf 4，933  5，451  8，394  

［ ｉｾ 河内 枚 方 lil J  4，325 5，412  6，307  

玄 白 岐 村 3.1 73 3，6 15 4，530 

先世 村 2，974 4，497 6，2つ3

(  2  )  次 に人 口 1 高以上の町村をZ告げれば昭和 6 年末に於て

豊能的池田町、豊中町、

ｾｾ ニ ｼ七 Ｑ ＺＱ ［ 大 津 Ａ日 ｊ 、

口

備 考

年 噌 加 $(%)

3.8  

昭和六手合減併の

?とめ帯 加 率 ズ

10.2 

4.8  

4.5  

7.7 

16.0  

9. 5 

4.6  

6.8 

3.9  

3.9  

4. 6  

4. 4  

5. 7  

4.7  

7，3  

4.4 

5. 5  

3. 7  

3，4  

17.5  

6.6  

8.2  

8. 3 

4 1. 8  
昭和 八年

高 井田村合 併

7.0  

4. 6  

4.3 

10.9  

泉市I J 1I本木Il IJ . 他 に只城I i IJ 供出J IUJ があるが 2 111J とも 岸和問者g市計畳匿域内である。

中i' nf内部八尾町、小阪OIJ 、布施l町、

三島郡高槻町がある。
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(.3 ) . 温泉地 、海水浴場 、史蹟地、遊覧地等 を有するも のは

南河内磯長村 ( 春 日温泉) 、彼方村 ( 汐宮温泉〉、三 日市町( 三日市温泉) 、泉南部東鳥取村

( 小)11温泉〕があ る。

海水浴場は泉北郡高石11げの前寺海水浴場が有名 である。

遊覧地と しては豊能郡箕| 師村の箕面公園 、泉南郡淡!I命トf黒崎海J ｾ ｾの脚 踊 の名所があ る。

、4一) 港湾の修築、工場. 特車場の設置等に俳ひ市街地の造成せられんと するも のは

.三島郡では味生村 . 京木 II lf 、'b¥1J 1IUr. 古市町、 高槻町、島本村、

中河内Xi l 1では布施nl L 八尾111]" 、

南河内郡高鷲村、 藤井寺111]" • 

泉北 ｬｬｦｾ では悶 ｉ ｬｉ ｦ 、 高石 ｩ 町 、 山尾村等である。

共他人口一高に達せす' 人口増加|率 もHJi 著であると制はれないが者l¥i li 計置法の適用を受り て

統制的 百十主の希望を有つ Ｑ Ｑｉ ｔｈ も 二三ある 、 イ阪令ば南河内 ｦ ｾ ￭ 長引 ｮｬｊ の 如きそれである。 長 野

111J は地方的111)・村として交通至使間道府道の集合地 で恰も 前既に述べ?こ所謂衛星都市 として

計量をなすべき絶好の!日J なり と信 す' る。

前J品の如〈人口増加1率の顕著な町村 人口 1 寓以上の 111]村に到して之等を如何なる方針匂

もとに者 ｦｬ￯ｬｩ ｾ Ｎ Ｑ 霊法の適用を見るべきゃ につき評論全試みにいが紙凶 ｩ の許さざる所之れを他

日に ゆづる こととして次は地域の問題に移 らう。

町 村 適 用 と 地 域 問 題

都市生析をして快植ならしむるものは 、都市の自 IJ 1ではな〈して都市の統制でなければ

ならぬ 、都市は多〈の色々の人 k が共の中に集聞して生活して行 こうとする のであるから

i li 民相互間に或る椴守すべき約束がある筈である口めるべきが蛍然で これ な 〈して は都市

生前の基調を i釆ち得るものではない 、即ち住居の主f I き安静を必要とするところには工場や

がi動忠良舘などの虫f I きも のは建ててではならない。一陣工場の建つのは地恨の安い所を選

定して建設を試みゃうとするであるから郊外に少し〈住宅の建築を見るや工場が出来ると

謂ふ諜である 、折 f(l 住居地として開穫しTこ所でもそこの中央に大工場の建設せられては折

角の計霊も水泡に師する 、然しながらそこに 地域の指定を見て居ればその計置は保護・ぜら

れて工場の建つ こと などは浮きふるの必要な〈 、安心してその住宅地の珪展営企闘し得る 、

街路の如きものは政定計註を樹/ ，: して世けば市街地建築物法力行動いて漸進的に事業の賓行

ななし得るが 、地域問題は都市機構の大同上より抑楽して指定して世〈にあら 5 れば効を

さない。地域制の目的とするところは都市生前の混胤を防 11二し一定の秩序ある統制の元に

を都市生汗? を管ましめんとするものである 3

故に市街地建築物法の適用に於ては緩和規定によるものと雌も地域制は何れも誼用を受

りることになる程都市には重要な施設である 、従って共の指定は故も慎重に取扱はるべき

もので 、 特に ｜ＱＱ｝Ｂ 村の行政区域Ｇ， Ｇ ￭ｮ 犯にま ￭Ｑｾ 市計査二法の誼 ｉｬｪ を見＿こ場合には単に其の ｕ ｉ｝Ｂ 村 Ｑ ケの

問題として見る こと は一考を嬰すべきものである。 即 ち 1 1
1
1]" 付それ 自慌を地域の単位とし

て考察するとき は、共の 111)村が漸芸大渡展)J 抑長引制札ノ? こ場合に於ては牧検すべからざるも

VI I "34 



のとなり、更に地域の再吟味を? なして更正を繰返すの止むなきに至るべきは明白である。

故に之等の統制を闘ることは相常の苦慮と努力とを要する。之れが衛星都市的の町村にあ

っては比較的指定簡単なるべしと思はれるが何れにしても都市計霊法及市街地建築物法の

誼用範囲 と相闘聯して十分検討誹究さるべき問題である。

元来地域制なるものは土地の世li ¥f に誼合せる目的に従って利用を企岡すべきものである

から、之れが不合理なる場合に於ては地域制は去J l て土地の殻展を阻害するの結県となる o

叉地域を指定すべき時機は勿論米建築地に於てより有効であるが地方計重即ち町村及母ili

と相闘の間柄にあるものは之れ等を併せ包括して統一的考察の もとに指定さるべきもので

ある。地方計霊に於て地域を指定する理由として、アダムス氏は次の 3 つを主張して居る

l は計垂直域内 に於げる自然的経済的並に枇合的t条件を検討するときは 、何れの部分が特

定目的の? こめ に最も油合せるかが判明するものであるが、地域の決定は即 ち公共固惜若 〈

は土地所有者に劃して此の最も誼合せる目的に従って利fli すべきことを勧奨するものであ

るo 2 は都市の偶然なる張主主殊に土地利用に閲する偶然の護主主を制限して共の損失を防止

せんとするものである。 3 は都市が護達して商工業が之に集中すると都市生活者の住居と

労務の場所とが分離せらることになって、時間の浪費と能率を害するに至る 。斯る弊害{ f

I:LI *得る限り減少せしめんには将来の膨脹に劃して包括的計書をなし必要を認め る。故に

地域全考ふるに首つては地方計主主の凡て の問題を考ほして設定せられると雄もそれ にも 拘

らす・者11市は共の張主主に伴って鑓化するもので あるから地域制も従っ て絶躍的に永久性を有

するものは考ひられない、共の利用 j此fEの鑓佑lこイ'1，って主主更すべき ものであると謂ふ て居

るＨ此項復興局調脊議報第 ｬｾ 披に依るＩ現在の蹴成 者 ｉｉ Ｇ ､ｩ に於ける地域に於てすら鑓更を

認 u べきものがあるから地方百十葺所謂I 1 I f村に劃する地域に於てをやである。於悲アダムス

の言大 に味ふべきで ある。然しながら吾 k の考ひとしては地域と云ふものは鎚史をなすべ

からざるを原則となすべきも の と思ふ、之れがイt 民をして土地利用の不安を除 き安心して

諸般の施設計聾をなきしめ得る所以であるからでめる o ＿ｾしＡ日 ｪ 付謎 ｪ 用と地 域問題は現也・的

に更に考慮するの必要を認める。

る + さb

il¥e  言問

以上lli べ来つにところのものは今 JI _! Iの都市計霊法の改 正に依って 、町村に共の油川{ f 比

るに ＷＲ って直ちに其 の局 に蛍るも の及 ｉｬ ｬｲ 村営 ｪ 品 の等し 〈必 然的に考 ｉ ＮＧｾＺ 研究を な す べ き事項

のタト愉を詑主s し7こに過ぎない、之れに加lへて更に市街地主主築物法誼用 の問題に l鈴l しでも、

官際問題として探〈誹究さるべきであらうが、要するに都市計霊法のI l lr村に油加を受〈る

に営つては余の考としては、大随方針として大 都 市 の古 ＱＱ Ｑ 日十 世匪 ｊ 或 に近 接ーする ｉｬｬｦ 村は ｾｗｌ 獅

適用をなすも統一的計壷に支障なきものの外は、過大ならぎる程度に其の区域に包含し、

それ等と相営の距離を有ち将米中心地となるべきI l lr村に劃しては附近敢ケ 11I f村営包括する

を前提或は7象定として単調、適用をなすべきを以て合理的なりと信十るも のである。向幾多

諭す・べきものがあるが他日に譲り捌筆する、 iJJi1.: 不得要領に終りたるを御。; ちする。( 格)
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都 市 乞 不 良 住 宅 問 題

新 名 種夫

1  はしがき。

2  不良住宅の意味。

3  不良住宅及不良住宅地区の褒生。

4  不良住宅の稜生防止。

5  不良住宅地直の改善。

6  英園の例。

7 紐育の例。

8 改善の効果。

9 結 論。

は し が き

住 居の 問 題は都市に闘する多〈の問題の中でも最も重要なる 項目の一つ である 。 ｴｦｾ 1 に

衛生、第 2 に保安 、第 3 に経憐の立場から考究されるべき 、重要な問題である。

この問題は 、現在者|叶i に師存する非衛生均な性宅( 不良住宅) の除去 し そ の将来に於け

る張生の防止とのこつの方面に分かにれる 。

長災後、内務省の調在に依れば 、非常に低し 、棋準をじj、てして、我閣に於りる不良住宅地

区は 100 戸以上集倒せるもの 248 箇所あり 、 その tl.!:帯数 85. 000飴世併、居住吉ーの人敢にし

て 400. 000人身超える 有機であ っ1: 0  ( 大疋14年 6 月現存)

更 に亦 、 現在建ちつつある多〈 の 住宅ト飴り高からさＧる ｩ ， ｾ ｪ 生的見地からしでも 、 決 し

て優良住宅なりと認め得ないものが少〈はな い。

都市計霊法の施行と共に 、通路計霊の完成 、交通事業の殻達、 シビッグ ・センター や美

幌地匿の設定等、者|叶1の表耐的外観的関裁は日に整ひつつ ある今日 、事IITI'iのi也慌を支配 す

る住宅の問題を考へ . 都市の病患部である不良住宅地冨の改善を期すること は、美技 より

も先づ健康を要求する人特に於げると問機、都市に取って最大の急務であり 、都市計整事

業 中の最重要項目の一つであら ねばなら ぬ。

2 不 夏 住 宅 の 意 味

英閣の衛生省は住宅を次の如き 二つの棋準に依って 出)JI j して居る D

1)  居住誼合の標準
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2)  居住快適の標準

前者ーはある住宅が位居ーとして ｗｲ 生的に何等不誼蛍な欠陥なき こと を意味する棋 ｾ ｬ であ

る口氏さに於ては所謂『最小限度性宅』 であり、設備に於ては 、住宅遁合の衛生的最低限

度を示す4711手である 。

後者はそれよりも ー府高事政準を示すもので 、或住宅が住居 として不適首なる 何等の快

院を有せざるの みならす¥ 更により高き意味に於て健康の増進と家庭生活の向上 とを粛す

に足る便宜主快誼とを有することを意味する。

両者の匡別は IR言 すれば . ｾ 依〈べからざるもの ｊ と 『 望ましきもの 』 と の匡別に 相 官 す

る。

1J .宅の理想としては 、言 ふ 迄 も な い 我 k は後者{ f 棋準として取扱ふべきであるが、世

際問題としては 、先づ前者、『居住適合の棋準J { f 住宅の標準とし、それ以下の性ー宅を不良

生iミ宅と認め 、全ての tt二宅を少〈ともこの標準にまで 'J 日二ぐるを以て不良住宅改千年の第一課

とすべきである 。

最 小限度住宅の研筑は 、こ のtEJ 準紘の住宅の大さを求める鴛には役立つものであるが、

多〈 の瓢 に於て 、理想的性宅の研究 とは非常に相異るものであることに注意しなげればな

らぬ。

では如何なる 僚 ＱＧ Ｑ 二 を 以 て 、 居住 、 適合不誼合 の 標準となすか 。 英閤 ｩｾ 生省は居住誼令の棋

添として次 の 主ｦｉき依項を Ｇｾｫ げて居る 乃

ｊ Ｉ 甚 Ｑｾ し き ｩａ ｻ［ 気 なきこと 。

2) 採光通風充分なること 。

3) 通話に排水設備を千f し、 1:i¥i生設 備が111l iはり 、汚水底置の昂め 下水及流しの設備あ

ること 。

め 一般に修桁行問 辛口7; ること 0

5)  充分なる給水設備。

6)  誼?1;なる洗i雅則。

7) 遁首なる食物調 Eql .の使 '11.。

8)  ; m風充分なる 食物wr=械の毎月I。

Ｈ上 の 配 タ ｉｊ の ｉＱ ｬｴｩ 序は大 日 むその ｷＧ 要さの 順 序 で ある。一 つ の 依総が他 の ｾｾｾ瓢引，Ａ ￲ ふ主 ｮ き場合

には、 その快 貼は更に 重要 さをli' iす〕

現夜 我 闘の 住 宅 に し て、こ れ等の依 Ｑｌ ｉ ｾ の全 てを 完 全に満足し 得 るものが来して幾何ある

であろ うか。 これ等のf(l' ，1' I:の中二三を満 足せ き' るを以て厳格に不良住宅と見倣すならば 、

我 闘の住宅の 7 割 以上 は 不良行二宅の仲間入りをせねばな らないであろう。従って 、現存ー我

問に 於 て取 扱は れて 居る 住 宅不良の か Ａ ｲ ｾ ｬ は 、 上婦 の ￻Ｚｴ Ｑｌ ｉ ｾ に比して極めて低いも の なるを免

れない こ と勿論で ある。
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2  

A  

R ミU

家守圏在

t 魚'S:'者

2  ＮＮｴｬ Ｎ 円本 ｾ ｾ

3  _ n_ 同i - { . L十 f' l * 泊

斗十同以上十玄' - f ' ]

本" 広

5  .t 士L 円，" 上

第 l 闘

参考の需に 、愛知j際世含課が名古屋 市の

不良性宅地阪下奥田を調査 した報告が手許

に あ っ＿こから ｾ ｩくに抜草し てお〈 。

ti P 闘は全地区の戸数を家賃によ っ て分

類してその数の割合を示しにも のであり 、

下表と共に不良の程度ーがいかに甚Tごしきか

を示すものである。

4 刻i 末 i前のもの 28%

m坪 数 1

1  6 坪 以下のもの会てを取る と金戸数の 62. 4%

延 坪 数 l

1  I  [i Uのも の4 8 % 2 問 のも の41 %  3  nrJ の もの 11. 6%

室 数 |

1  311¥J 迄 の ものを取ると金戸数の 52. 5 ガ

ー 1  e- 7!!i 級のも の 23 . 2 % l 戸'6' ; 9. 1ft!. 

|出 凱 I 12盈 以 下 の ものが 全 般の 8 1切 I 入 賞 2. 11 5挫

I  I  押

1- :l両五五一「一一一一 一一一一 1  I 戸賞 2.33:' 

3  不買住宅及不良住宅地匿の号室生

者ｼ叶 ｦ の不良住宅はｅｬＡＺ ｫ なる Ｔ 条 件に 依って 、 殻生増加するものであるが 、 ｾＨに掲ぐる ｉ｝ｾ つ

がその主なる原因で あると言は れる 。

1)  位宅 計詳のｾｦＩｾｦＮ ＿ｬＭＭＭ 敷地に比して過群なる住宅 、 敷地に劃し て 過大なるブロック 、

独自占なる道路 、 その簡に丞 地 の ｾｦＩｾ 乏 、 基路 地 や道路 に商しない路地裏住宅 の稜生。

ｴｦｾ＠ 2  I品l

第 2 闘 は新 しい住宅法強干fj 以前のニ ューヨー

クの長屋路地の一例である 。ボ ス トンにも フイ

ラデルフイヤにもワシン トンにも同じ例カ: い く

らでもあるコ

第 31ド[占んω"心仏1$

良 ｴ牧 ｉｾ 宅 の 質ｻ仰例 Ｙ列刈 Ｑリ ｪ である。

2)  イ ｨ 宅自開 の 柿ｾ の不良

3)  長期に捗 る不修繕

4)  一戸首居住者の過多及居住者の不潔

以上の凶つの僚件は 、多 〈の場合二つ乃至全

部 相作って不良住宅費生の素因を作る。

1) 及2) に劃して は、11¥家 人で ある居住者には

責 任なく、 3) に闘しては 、家主がf門家人の家民

不初1¥の代目と して修絡を行はな い場合の ほか、



ｾＧＩ［＠ 3 岡 釘 } 4 閑

居但・者の責任ではなし、。11佐4) の場合のみを く居住者の責 任で ある 。

ＱｾＧ が 、 Ｑ Ｉ 2)  3) の虫I命保件を? 具備す る虫nき住宅の居住者は 、多〈の場合、自然に 4) のO条

件を兵備し 、 その住宅の非衛生的性質を 主主 k 助長する 傾向がある 。

平べから共向性宅の護主主し1こ外園では、敷地に比して過大な ブ ロックを持つに共同住宅

が至る所に存殺し . 採光悦策等の弘li から見て非難さ るべき多 〈の快活H '持って居る o fyl J八

ば ニュー ヨー クの下居術の所謂『銀出長屋』と 帰せられるものは 、道路から 後方の路地ま

で 4 宝乃至 R 安分の奥行があり 、採光はnWri ij及後の二つの部屋から行は れて居 るに過ぎな

い と言ふが虫n事。

にが我園の不良住宅環生の大きな原 因は、りの一定の敷地に封 して小 5 な住宅を無|情矢

鱈に建て過 ぎ?こことにあり 、 その震に空地の紙芝、従って採たのWt 乏の上に、 更に 2) の構

造上の依鮎をも招致することに なり 、或は叉 、その様な安物の住宅なればこ そその震に成

い敷地主? 取ることが不経桝になり、雨 k 互 lこ原 l夫! となり結洪となって不良住宅の集闘を作

り出す のである 。更 にか〉る 安物の性宅なれば こそりのt条件も 4) の係1牛も費生する ことに

なれそ の 住 宅の非術生的保 ｮ ｾ 益 ｫ 悪化するに至るのである ｯ このこ とは人間 の示 す心

理的特質が、例 k の先天的特質よりも、ぞれ等の人々の所FlJ して居 る枇合的闘係の衆積に

よって特徴附げられると言ふことを知れば更によく理併せられる。

か〈の釘I ＼にして、 Ｑ Ｉ の隊 件に依る不良住宅は 集 ｛ ｾ Ｑ ， ｾ して明かに ｬ つ の不良 住宅地匿を構

成するも のであるが . 2)  3)  4) 等の原因 に仰って各イ11，[1こ瑳生する不良住宅も 、多 〈の場合、

定の巨域に群落して 、やはり不良住宅地匝を形成することが非常に多い。

それは 、地価物倒その他の経済的僚件が不良住宅殻生に泊する様な場所は 、多〈 の場合

敷地そのものが非衛生的であり、従って、か〉る場所にはよき住宅は建? こないからである。

4 不 良 住 宅 の 雪量生 防 止

3 9  V111 



都市に於ける住宅改善の目的は、次の 2 つの完全なる遂行に依って主主せられる口

1)  不良住宅の費生防止

2)  不良住宅地区の改善事業

1) は将来都市に於ける不良住宅の雅生を防止するものであり 、 その篇に lよ、政治的には

厳重なる をl : 宅法の制定とよき住宅の安債なる大量的提供とを必要とするコ

不幸にして 、 我閣には都市計霊法 ｉ］ ｉｾ の地域Ｑｉ ｩｉｊ と、市街地建築物法中の建築の一般的取締

とのほか 、今の所特に住宅法の11，1)定はないが 、最近殻令せられる筈の共同住宅取締法など

は住宅法の 1 部と考へられない こと はない。我 k は近き将来に於て 、 1 戸建住宅にも亦.

イネ宅法の制定せられんことを要望するものである。

2) は都市に現存せる不良位宅の改毛子J和25である。例 k に散在せる 不良ttニ宅に就いては 、

我園現行法規で は今の所何と も手の下し桜がないが 、不良住宅地直に到 して は. 有I; ，l'i il I詑4

事業 と相侠って 、各公共闘関に於て微温的ながら 、次第に掃蕩改善の z員ーが梨げられつ〉め

る。

5 不 夏 住 宅 地 匿 の 改 善

不良住宅地直は都市の婦き溜である口泣き例{ t > 大阪の32ヵ， ｾｉ 奇に見るカ旬、〉 。そ れは者 Ｑ Ｑ 舎

に於ける不健康と不道徳と の醗商事所である。 この地 問の洋化な 〈して都市の健全な張主主は

期し難〈、こ の地匝の掃蕩なくんば都市計霊は車なる表商的粉飾に粘るであら う。臥洲の

各闘が都市計書; の施行と闘聯して. 平〈より 不良住宅地区の改善を行って来1: ことは 、;j&

に故あ りと 言 ふべきである。

我 閣に於け る不良住宅地医は 、前に述べ? こる古n¥、大王 14年 6 月現在に於て 、 100 戸以

上築関せるも の 248 筒所あり 、 その1t 1
:1; 'ir放は 85. 000i 徐を超える有様であっ 1: o( これ等の地

慌の非衛 生 Ｑ ｊＺ Ｉ ｬ ｫ 態は 、 「建築主 制 Ｚ合」本年月 月批 、 ＷＭ ｩｾ ・ ー Ｑ Ｍ Ｚ 岡 氏の南 日 取引 ＱＱ ＢＱ Ｑ Ｂ 宅の記事中に 代 表

的に詳述されて居るから参照され度し。 〕

これ等の不良住宅地区の改持は 、我閣では園W:t lli 助の下に 、内務省、YJM干の下に 、抗t合事

業の Ｑ 部と して多〈の公共同開に依って行はれ 、 我 大 阪に於ても 大正 ｊ ｍ ｦＭより調夜をｾＩＩｾ始

し、換算 800 高匝16筒年地縮事業 として、今日までに 今宮 . 下寺 II lr. 桃ノ ;木裏 、tll J j 的基の

4 筒所 728 " 1 世帯分の改迭を行つ? こが . 土地買i伐の遅延其他のf号、 G ｾｦ の経過しに今日向 、

漸〈 事業の半を終へ? こるに過ぎない j伏態に就き 、更に期聞を延長して 、本年より更に( I 箇

年の櫨組事業として、 E長官余のZ十重を遊行することになって居る。

不良位宅地匡改善の方法に 2 つあるの l はその地区の 1 部叉は全部の居作者を別に計主墜

されに他の住居地に移し、 その移轄の後に/'H来 1: 安:J-i! '.(i 商業その他、 その土地に油しに目

的 の篤に資 却使用せしめる方法で あり 、 今 Ｑ つはその地 ｼ 託金鴨をｾｾＮ文し 、 Ｍ .  JJ . 奮建物を柿

ｾｊｬ し＿こ ｊ 二 、 新し し 、道路計霊 と より腕 い 宰 地 とを持って 、構造上にも 設備上にも完全なる住

宅をその場所に再建する方法である。

V 川 4 0



現在我閣の各都市で採用されて居 る方法は後者であるが . 居住者は議め附近に設 v} 1こ悩

住 宅に牧 容 し、改善計畳完成の後. 更め て前恒三の住宅 と間程度の家賃にて前居住者逮に貸

し輿へる のであ る。

この場合、居住者の職業を十分に調交 して 、改造後の住宅に彼等が復蹄し? こ後も 、従前

の仕事 に従 事 するに不便 なからしめ るに 見 る設備を しなげ ればなら ぬのは勿論である o

大 阪に於ける不良住宅地区居住者の職業別 は大田告訴くの如 〈である。

日稼人夫、職工 、工夫手俸・・・・・・ .....・ ・… ・・…-一. . . . . . . . . ・0 ・・・・・… ・・46.8 %

下駄傘の修緒 、 府鼠 、 縁日商人 、 ｻ ｲ ｬＧ 居 、 遊護稼入 、 ｾｾ松栄・ＮＮ ・ ｈ ・ Ｎ ＮＮ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ ＮＲ Ｓ ， Ｘ Ｅ

7.6%  

l苫鋪或は軒下尚ひ・ .. .・.. … ・

靴下駄紙箱等の家内工業及手内戦・ …・ ・… …・・・・・ ・・リ 目・・・・・ ・・・・・・・ 5.8%  

下給合枇員 、応員 、巡査、11I盤、舵員、令貸、イ中只、ｾＺｴＺ他ｾｾ業・・・・・ ・ ・ ー・ ・ ・ 1. 8%  

定織を有せざるもの及失業者・… ・田・・ 白目・・・・ 田・・・・ ・・・・・ ・目H ・". ". ・・・・0 目・5. 3%  

これ等に過賞なる庖gm. 仕事ー場 . 物置等の設備を致め計主主してお〈こと カ;肝要である口

東京市及横演市に於ては 、 ｾ災後、財凶法 人 同 ［ｲＧ ， ｜ ｊ 合が此事業に大きな足跡を残して居る

が、 その他 の各都市に於ても 、市叉は府等の公共闘閣のー千に依って 、着 k その事業が進め

られて居る の

多 〈は木造平家建叉は 2 階建の不良住宅を 、主として銭 筋 コンク リー ト造 3 階建( 稀に

2 階建又は 4 階建〕の集合住宅 、 l 戸首坪数10坪前後( 大阪のものは卒均 8 坪 25) のものを

建 設 し、2き刻lの精力Hと構造及設備の改良 とを計って居る。

次の表は我園に於げる不良住宅改造事業の成果の 1 部を示しに ものであ れ 第 5 圃 . 第

6 岡 ‘ 第 7 闘は大阪に於ける不良住宅地直改良計霊築し改善され? こる住宅群の 1例であ る。

都 市 及 改 善 住 宅 の 名 稀 所 tf 地 経 後 者 | 開設年 機 1a且"  戸主主

東 京 市

西 巣 鴨 共 同 住 宅 四 t延 明島
問ー 府 日百 5  三階 ア パ ー ト

10::> 

= 河 島 共 同 住 宅 河 烏 間f 府 昭 5 三階 ア パ ー ト 99 

同潤合 大工 PI]' {t  ｾ包 深 川 l!lli 東大工町 問 問 合 1Ii!， 2  銭筋ア パ ート 6: 0  

問料 合I漢江共同「七' と 深 川 1，) 九段江裏町 同 制 合 1Ii!， 2  鍛 筋 ア パ ート 293 

大 阪 市

'1; ｾ ｊｦ＠ 111]' イ1: ｾ Ｘ＠ A 王 寺 IJ 主 ド 寺 PIJ 日付 5  在住筋アパート 195 

今 'f)o; 111]' {l: ｾ じ 西 成 Ｑｍｾ Ｉ［ｦ ｩ 入総 ｐ ｬ ｦ ｮ ｾ Ｑ＠ 4  鍬筋ア パート
78 

桃 ノ 木 E在 住 定 Ｗｾ ＮＺｆＮ ［ ｾ ，悩 Ｚ ｉｴ 日東田 ｉ l沼 6 l滋筋ア パ ート
195 

制的 現住 ｾ Ｑ 三 天 王 寺 凶南日東町
lI ij 7  鍛 筋ア パ ート

260 

名 古 屋 市

下 奥 凶 位 包 | 中 区 新 築 田r I 愛 知 ¥iぷ
Lp. ｾ 京一戸

置土合事業 l p. 長 家 79 

協 合 二 階 一 戸 3  

二 階 長 家 162  

二階ア パ ー ト 202 

神 戸 市

えずf 川 改 良 住 宅 民 砂 泊 二 丁 目 日目 8  

鍛 筋 三 階
166 

ア パ ー ト
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6 英 園 の ￸Ｍｾ＠

ロンドンに於ては、 大戦前35箇所 、 97; t英 lur 、46，000 人を含む不良住宅地匿の改善が行

はれ . それに要しに費用は 2，393，000封度と糾せられて居る。

更に戦後23箇所、98英町の改善が行はれ、 改善及道路計費: に要しに工費は 1，259，250封度

である。

戦前の場合は 、政府の補助金なしに全〈ロンドン市営局の手で行はれにが 、戦後の場合

は、一部園庫の補助を受けて居る 。

第 8 園及第 9 闘は英園に於ける不良住宅改善事業の一例として摘げにもので 、改善前後

の地匿の比較 を示すも のである。

7 紐 育 の {1IJ 

陥' 洲諸園と異り 、米国の各都iti 共最近まで不良住宅改み事業として、 大規模に行はれ? こ

ものは 殆んど なかっfこ。それは米図の各都市が、 何れ もi最近に張主主 しにも のであり 、欧iJ +i

の古い都市の如I <、 構造設備共に数世紀前のi設で ある棋な非衛生的住宅が比較的少ない の

にも依る が、一つは米園では 、都市計聾"tJf.業 主住宅百十葺とが . 欧洲各国の それの如〈互に

聯闘して行はれ十、 11佐地域 iljl )の黙で多 〈の接胸を保つL けで 、雨者が5 J Jj k に卒行に行はれ

て居? こ震である。

所が 1928 年の春、紐育の善隣性宅協舎は 、そのれニ宅委員曾の大略次の如 き報告を採m

し?こ。RPち.

『永久的 な都市計聾委員舎は 、住居|日j祖をもそ の重要問題のーっとして考へること を委

任されて設立されなりればならぬ。

不良位宅改弁事業は者:11市計葺の一部に含まるべし Hli も都市計聖上の他の大 きな問題と

同様に 、徐 k に遂行されねばならぬものである。

不良性宅に依って失はれ る生命の数は簡単には計算出来な いとは言へ、それは 、例へば

交通路の平副交叉除去の問題などより遥かに重大な 問題で ある 。』

以上 と晴んと同時に、 1928年 6 月にはメイヤ ー ・ウオーカ ー氏に 依って蔀 られて居る 5ト

妾及。11) 量に附する愛国舎に属す る( 1宅委fc! 舎は 、次のYII ｾ報告を殻表し Ｑ］ 。

ｾ Ｑｴ 宅 問 題に就いて 、今日ま で こ の 閣 に於て最も ｬｩｩ 去 りされて 居れそして多分最も以急ー

を要する問題は 、不良{-1'. 宅地区改弁事業であ る。( 中111持〕

不良 ＨＱ ニ 宅 の 改造は Ｎ 先づ遥 ｩ 蛍 ｲ ｪＮ 組織を ｴｾ ｊ［ った ｴｩ ｬｕＮ 点者 主 主 の 謝 ー 併に依って 、 り その 地 阪が Ｉ Ｑ 二

衛生的であるか 、或は 2) 輿論がそ の除去を要望して居る棋な 地区であ るか等を催めに後 こ

れを行ふ べ きで ある。不良住宅改造事業主T大規模に行はん とする場合 には、 その目 的の矯

に特別の機酬が設けら れることが必要であ る。( 中時) その機闘は亦そ の土地を全部資去/ l す

べ き か 、 或は叉 、 一部 分新しい住宅 ｾ Ｍ ｉ 霊 ｅ の矯に貸すべきか 、 そして又 、 そ れ 等を 如 何 なる

像作「じ Ij . 可へさかを 決定 しなりればならぬ0 且叉 、 この計霊 に要する費用が、部分的に何

V 川 4 4
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の限度ま で 、 その計f!:: の釘に利径を受〈る土地 lこ到する 賦認に依っ て支mせら れるか、及

び 、 イ Ｂｊ の 組問まで ーの土地がこのｾ ＭｴＭ ｾ ｮｾ に依って利主主を受〈るかと言ふことも こ の俊 闘 にで決

定さるべ きである 」 と。
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方面の経験を参照しつつ相首な結果を牧めつつある。

ｾｾｬｏ 岡及第 ＱＱ 闘は 道路 を概慢し て改 善 され仁 、 紐育クリステ イ 街及フオ ル サイス簡に挟

まれ? 二地毘の例である。

8 改 善 の 効 果

我圏に於ては改:ii!i事業地行後日向島〈改善されに佐宅へ牧容 されに前 居住者が衛生上道

徳上如何に向上し1: か と言ふ調保は米r:: 出来て居 ないが . この事業 に古い厩史を有する英

聞の例を見るに、改浩の前後を比較して 、居住者の健鹿及生活態度に於て非常な向上を示

しにことが報告されて 居る。

リパ プール市の統計に依れば、死 亡率. 及相u病率は改羽後字減 し、犯罪教に表はれる 非最1:

合的生前態度は著しく減少し7こと体へられて居る。

グラスゴウの報告も 、居住者の 九割 までが改 z与されに新しい環境に満足して居ると n ふ

ことで ある。この事業に劃する公共間関の負婚から言つでも 、彼等の健康及道徳の 向上の

篤に 、施療病院や救護所や感化院や方面委員等に tf する費用 の減少に 依って、こ の1J - j ・業の

費用を補って徐あ ると 言ふことである。

改善後のロンドン に於て も同じ こと が報告 されて居る。

9 結 論

不良住宅改善事業の前途は向遼遠 である。園庫補助に依って各都市に此の事業カ: 行はれ

始めてから既に数年を経過して居る。各都市共夫々相営の成績をあげつつありとは言へ、

既存の地直改善計撃の完成 し7こるも の. かの大正 H 年内務省調査の筒所教の宇に達 するに

も向遠いfIk態である 。

更に不良住宅の標準を 、英園衛生省の『居住適合の標準』 に主主せぎるまでし 今少 しく

般 にすれば、我闘に 於げ る 改善 す べ き住宅地区はま ＱｾＧ 紗しい数に上ることであらう 。

我 k は者11市計i P . : 事業の一部として 、都市の道路. 交通、防火、防空等保安上の諸問題と

同様の重要さを以て、衛生的見地から 、密集地帯の排除 、遡嘗なる空地の設定. 美椀地匿

の問題等と聯閲して 、不良住宅地直改善事業を都市計設の重要 なる一部門として取扱ふべ

き? ごとなすも のである 。 ( 終 )
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1. 廿 齢 年 来 の 懸 案

大阪者Ilili l] 裟即ち 大阪特別市制楽が初めて情同議合の議に上つ? このは、明治 44 年のこと

であって 、今 日まで 22 年を経過して居る。而してその後私共は市政闘係の人 々 と、 大阪

特別市制既成同盟舎なるものを組織し 、年 k 政府と議舎に向って 、猛烈に運動 を縫績 し来

ったのであるが 、 米 ｲｾ その目的を 達 することの出来ないのは、遺憾千高の こと である。 し

かし者11制の賞施如何は、大阪市政の根底に肢はる大問題であるから 、吾等市民は高難を排

して 、これが宜現に努力しな〈てはならね。然ちば大阪者'11制とは何でーあるか。吾等は之に

依っ て何を求め んとする のであるか といふに 、それには二つの主張がある。その 1 は二重

監'肝の陵止であり 、その 2 は二重行政の統ーである。

2， 二 重 監 督 の 撤 鹿

現行法に依る し 市は第一次に府腕知事之を監督し、第二次に内務大恒之を監督するこ

主に なっ て居る矯めに 、大阪市の主fI き人口 二百五十高の世界的大都市 も、 人口 僅か三高か

五寓の1)、都市 と同桜、政府の二重監督 に服 しな くて はならね。しかし この制度の不保理極

まるものである こと は論争るまでもな し、。

( 1) 中小の都市 では事業の分量 も種類も 少 な し そ の うへに大事業 ともいふ べ きものは、

殆んど ないかち 、中央政府 と交渉を要す ること は甚ピ稀である。それ故に二重監督の下

に置かれでも、 大して煩はしい こと はな い。然るに 大阪市の如 き犬都市になると築港、

電車 、電燈、上下水道 、地下餓道 、都市計整その他 多 〈の大事業を経皆 して居 るに めに、

要認可事項が非常に 多い。そして此等の事業に闘 して、 主務大臣の認可を受 〈るに 首つ

ては 、市の認可書は先づ府聴に井出 され 、府知事の 刑申によっ て主務省に進達せ られる

のであるから 、その問非常 に手数と時間を要する こと になる。 これが矯め に著 し〈仕事.

の遮れるのは云ふまでもない。

( 2) 中小の者11市には可然技術家もなし各般の経営施設に於ても 、遣に 1I守腕醸より劣って

居る。それ故 lこ中小の都市に於てはj市鯨臨の指宰i民替を仰 ぐのを却. て使工l・とする E が多

い。しかるに六大都市の如き場合に は、市長は大抵知事級以上の人物であり 、その下僚

にも府J降臨なとより優れに多〈 の専門家が居 k まに行政各部に 亘っ て仕事の手がよ 〈

揃って居るから、何も I(J !M:腕、あ r: りの厄介になる ことはない。府j際聡の監督は仕事の邪

魔にする fごげの こと であ る。

4 7  VI I I  
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ＨＳＩ 中 Ｏ ｊ 、 の都市で Ｍは 財政が許さぬところから 、 中 等ｾ校や公園は大 抵府Ａ際臨で経替し て 居

る。しかるに 大都市 となると、 経済、も府! 際よ り大 きし自力で 何でもやって行げるか ら、

何も府! 際艇 に依頼する必要がな い口府j障と市が同じ事業を経営する結果、無益の競王手f {f

惹起するまで の ことで ある 。

( 4) 殊 に現行制度の下 に於ては、関商利害その他のI結1係から 、! 存係官J局と 大都市営局と の

聞に感情の衝突を来すのは 、菟るべからぎるこ とである。

( 5) 我岡の大都市の執行する事務のうち には、 図政事務が大部分を内めて居る 。しかる に

之を執行するに古って市長は過蛍の椛限を有せ子 、 Ｍｫ 府腕知事の指 Ｑｾ｛ を仰がな〈て は

ならぬ痛め 、執務上支附{ f 来す こと が多い。

之 を要するに、 現行の二重監'1きのl ! J IJ 度は徒ら に官僚の老婆的 ー|二渉心 を助長せしめ、大都

市の行政をお114滞便器せしめ る?ごりの ことで、 市に取って何の益も なし、のそ れ放 に大都市

をし て現在の沈i星第すなき欣態から 脱せしめんとすれば、先づ この悪制度ーを 打破しな く

てはならぬ。

3 . ニ 重 行 政 の 統 一

次に大阪都制を必要とする第 2 の理由は 、二重行政の統ーである c 今 日六大都市内には 、

府燃と市が封立して居る矯め に、 共庭 lこい ろいろ無理な 行政の重複 と無益な事業の競争力 E

行はれる こ とになる 。例へば道路である。六大都市では市長は道路の管理樺を有して居 る

が、交通の取締に閲する事項は府j陳列l事の権限に屈して居る 1認めに 、市長の管理機なるも

のは有名無賓に絡り、 市長は自己の管理する道路上に 、ili 管の乗合自動車を運時し得ぎる

の奇闘を演予ることになる 。か〉 ることで如何にして交通の統制が保1: れやう 。都市言一「主J:

亦然りで あっ て、 者Ilr村吉十繋事業は 市長の執行するところで あるが 、市何地建築物法の施行

は 、 府 ｊ 際ＹＺ ＱＱ 事ＺのｦＧｦｉＨ限に泌するｾめに 、 事業上の統 制を期し期 ｫ い 場合が多い。

然しそれは術ほ可なりとして 、 大阪市の如 ｉ ｾ に於ては、 府市釘立の結 果、 行政機闘 と 行

政事務の重複錯綜を来 ＿ こ し、無益 の ｩｂｴＭ 宇 と抗 ｾＺｻｦ誘穫 しつ〉 あ る のは 、 袈ふべき ことで あ

る。か〈して例へば市が市服、* を新築すれば、mも亦府際合を? 新築する 。i li が職工E将校{ f

建てれば 、 府も亦同盟の皐ｾＪＭ交を建 て る。市が公闘を設げれば ， J舟も亦公園を設 げる 。市が

都市計聾を行へば、月:f も亦十本の放射線道路に乎を出す O 市が産業奨励舘{ f i主れば、府は

所得税の附加税を増してまでも 、工業奨附加を治 る。 市が乳児院を経営すれば、 府も 亦之

に 封抗し て 保嬰舘を経営するといふＩＡｾに 、 確 に ＱＡｾ 用の競争を組げ て 居る。その結果ヂ念の

事業を 起して行政o 統一聯絡を破 k 人件費と 設備究に於て、 何 れほど二重 に無駄な費用

を使って居るか知れなし 、。そうして その金は何Eきから / : 1 ¥るかといへば、それは無論市民の

頭 にか〉っ て来る のである。市民 こそ迷惑至極の ことで ある。そ れであるから 大阪市にし

てI( J から調立し、いま 府知事が1↑f内に於て行って居る事務を市に引槽ぐ ことにしにな らば、

どれほど事務の能喜容を穆げ、 経費 を節約することになるかわ1れなし、。大阪都制は官にこの



行政統ーの目的を建せん とするものである 。

4 . 解 決 難 の 理 自

然らば何故にか〉る緊急にして重大なる問題が、長い政月を経過して今日まで解決せら

れなし、かといふに、 それ には次の如き理由が あ る。

( 1) 趣旨が徹底し難い政治問題か持働問題であると、直ぐに人集は引立つが、特別 ili 制の

問題は、法律制度の改正の問題である矯め、地味でその趣旨が一般に徹底し難い。

( 2) 官吏の監督癖コ大阪古'11制賞施の結果、大阪府は一等腕7こる地位をうたふ ことになる から 、

府の官吏は之を悦ばないのは勿論 . 中央政府でも 、者IliIl lJの質砲は特憾の喪失の如〈考へ

て居るものが多いから、こ の問題に封して内務省は好意を有? こない。

( 3)  ｾ ｮ￭ 部 の反射。現在に於ては大阪 ￯ ｬ ｔ が郡部と一緒に府に ｊＺ＿ｾ して居る矯めに、郡部は事宜

税金に於て市から Ｑ 年に ＲＴＰ ｩＱ 高山 ｉＩｾ 至 ＲＸ Ｐ 前回のキ ｉ ｉｩ助を 受げて居 る形になってゐる。従

って大阪市が府から ｾｩｬＳ 立するこ とに なれば 、 それ Ｑ ｾＧ けｦｊＱ ￭ 音 Ｑ ｉ の負婚が［ 噌さ ｙ るを得ない Ｓ

lMij高官の議員が極力大i奴者11制に反釘するのは之れが矯めである。

(  Ｔ Ｉ 東京都 制 の 問題 っ 。干し大阪者 ｉｉ ｈ￬ ｉｊ の質地 に ま ｊ する最 大の陣容は ｜ｾｾ京都 ｩｨｬｊ の川題である 。

現在我閣の都市中 、者11制の賞地につい て、最も油詰・の係1L! " ｾ具備するものは 、 大阪 市で

ある。? こ Y 政 Jt.f の方会|ーとして 、情古111こる東京市を一差措いて他の者Ilrl}に古'11ilJ l J を許さぬこと

になって居るから 、大 阪rliはその後にくつ〉いて ill 停を切らして居る始末であ る。

5 . 之 が 解 決 策 如 何

以上は 大 Ｑ Ｑ 反者 ｉ ｬ ｩｬｩｬｊ 解決算 ｉｫ の理 山で あるが 、 ＨＱＩ 併 し今日となっては、多年 のｾ 動と 宣 停の

結果として 、者Ili l，IJ 宜施の必要は徐程一般市民の/ U1に理併せらる〉 ことになったゃうである

から 、こ の方i剖の陣害は 、多 〈臨r . I r : するに足らない。 ( 2) チくは官吏側の反主J であるが、之れ

も政指の力ｾ J;J，、てすれば、それを座伏するに難し、ことがあるまし、。 ( 3) 第 3 は郡 部の反封

であるが、これは要するに負拾の問題であるから、大阪市は従来郡部の矯めに背負って居

つ?こ?ご りの ものを制助 する 'Jl : 悟な らば、m¥部の諒併を得る こと が 、弛iち至難であるま い0

1: -，; )l!:介なのは東京市である。各方而からの運動の結瓜、 政府は途に六十四議舎に東京都

制ｾを提 ｉ ｬ｜ しにので 、 大阪者 ＱＱ 制 の前途に 昭光を認めにも の として、吾等は心から之れが通過

を析つにのである。しかるに在日長の 'f ¥' 選と公選が!日JJ m となれぞれが遂に握肢の運命に遇

1: のは 、重ね重ね! 日しむべき こと であるコ大阪市から見れば、東京者Il:I jlJ が中途で停頓して

居るのは 、 電車 ｾｊｪｾ ｦｬ［名に馬力［ 倒 れにやうなもので 、 之を起 きないｼ以り吾れ 吾れの目的を達 す

ることは出来なし 、。従って大阪古II 1IJl J の局には 、先づょu京都市IJ の問題を取月三づりることに労

力じな〈ではならね。同] して東京都lI jlJの雛闘はK i I 長の問題に あ りとすれば、先っこの問題

から解決しな〈てはならぬ。何人が考へでも 、今nJ j' 政府五ーのやうに古11長を官選にせんとす

る虫 ｦｉ ｾは 、 時代 ＳｩｬＭ 誤の避しきものである ｯ Ｈｪ ｦ し東京市が帝都である附係上 ｈ つはｾｾ京市政

の乱脈は民法市長の存置を許さ子 、どう あって も'/'f 後に官悼のパックのめる強き il i長を必
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要とするといふのならば 、 暫定的に官選の都 長 を置〈のも亦己ｴｊｾ得ないことである。そ

こで吾等の取るべき途は、 六大都市合同して政府に迫 k 東京市の民選都長に同意せ しむ

るか、それとも東京市を動かして、 官選者'11長の者Ililil] 案を承諾せしむる のほかないのである o

fjf し政府をして民選都長の東京都制案 を提出せしなる のは、恐 ら〈不可能 で あ ら わ 従 っ

て残 されたーの方法は、 レやでも東京市に官選者11長の者Il ilil ]を宜施せしむることである 。政

府が六十四議舎に東京都制築を提出する昔時においても 、市開係の人k の間には 、現 時の以

ｬ ｌｾ では 官 選 者 Ｑ Ｑ 長 亦己むを得予と の策 運が 、 大 分浪 ｪ 享 になって居っ た の で あ るが 、 東京市政

制作舎 あ?こり の反封の矯め に、 それが打ち 壊 された のであるから、遺りゃう 衣第では官選

者11長の 東京都制の質現必するしも 難 しとしな し、。理論上から いへば者11長官選 の擁護する 官余地

は宅もない のである。併しな がら 東京市政の現 j伏から見れば、他まで者11長官選に反主J する

理由はま r:: ないやうに思はれ る。そ こでにとひ官選の者11長であっても 、早〈 者Il ilJ l] を宮地し

て、行 政の統ー と整理改革を行ふ のが、 東京ili の? こめにも賢明 且つ有利な策ではあるまい

か。 東京市の部制にして貸現せ られに暁に は、大 阪市にも 者11制が施かれることになる ので

あるか ら、大阪市の立場として は無理に もか 〈あら んこと を望 まさ' るを付与 ない 。但し大阪

市は東京市 とは全然事情を異にするから、 大阪の者Ilill l] は民選者11長の都制でーめるこ とは勿論

である。

6. 地 域 の 問 題

東京市では最近まで接近町村の編入が行はれな かっ?こ 矯め に、者I l 制を質施するについて

も、地域に閲していろいろ厄介な問題が起った 。到] ち ( 1)東京都の区域は従来の憧に すべ

きか ( 2) 或は近郊町村までも入る べ きか ( 3) 都市計基の区域によるべきか ( 4) それと も三

多摩 までも 入れて府の全匝域 とす べ きか等の問題を生じ? こ のである。 しかし東京市の地 域

には政治問題が閥聯して居 るので、始末に終へ争 、政府が議舎に出した東京都制案では、東

京府全開を者11制の施行匡域と 鴬 しに 。か〈して人口 200 高の東京市は一躍して人 口 500 寓

を有する大東京市 と なっ ｦ こが 、 その結県東京市内には ｉ ｾ の 外に市 ＱＱＱ｝Ｂ 付があり島腕があると

いふ脊慨を現する に至つに。如何に第徐の策 とはいへ 、随分無茶苦茶な話である 。之に反

して大阪市の地域はカツチ リ纏って居るから 、現在の地域に者11制を施しにところで、少し

も無理な所はない。

7. 残 存 郡 部 の 底 分

者 Ｑ Ｑ 制 の 資施に際して 次 に起る問題は 、 大都 市 が 府 ｊ 院から Ｑ Ａｬ ｾ 立 しに 場 合に 、 成存 郎部 の 始

末ｾ 如何にするか の 問祖で あ る 。 即ち負 路 力 の大 なる大 都 市 を府 ｪ 院か ら引 抜 いて了ふと、

残存iJ1i 分が財政的に 立行なく なるから 、 それを如何するかとい ふ問題が蛍然起って来る 。

六大都市の所在府j院には そ うい ふの があるらしし、。しかし大阪府など の場合 には事 もそん

な心配がない。大阪府から大阪市を除け Tこところで 、残存郡部が立派に中以上の鯨として

立って行け るのは、 ヨたの数字によっても 之を知る ことが出来ゃう。
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8 . 警 察 櫨 の 問 題

次は診察憾の問題である。大阪

市その他に者11制が施かれる と、知

事も瞥察部長もな くなるから 、 そ

の主将合に 何人 が市内の笹察機 を行

ふか といふのである。 之に闘 しで

は色々の築もあるが 、私の考 とし

ては ( 1) 大阪市に者11制を施いに暁

には 、先づ大阪者11に金子視聴を世い

て司法作察と政治笹察はそれに委

かせる ( 2) そして之と同時に建築

将察 、衛生野察 、交通告察 、消防

府 廓 比 較 冨 表

人 口

財 散

凶 税 府 県長 税

大阪府( 大阪市) 1. 086，420 14，0 7 1  3，010 

を除〈
千円 千円

奈 良 理系 596，220 4，939 2，376 

和 歌 山 l豚 839，734 6，101 3，803 

滋 賀 Vlf， 476，631 8，373 3，725 

香 ) 11  l孫 932，818 4，673  3，233 

佐 tl F孫 69 1，452 6，336 3，137 

。鳥 取 l係 489，267 3，3 14  2，064 

( 世1J考〉

人 lこl は昭和五年十月一日現在内閣統計局国勢調査

速報により 、財政は各1 m豚統計書 (奈良香川二l孫

野察の虫nきものは 、了11長を して行 はJl fHII 二年、他は同 三年〉による

はしむる こと〉したなら可からうと 思 ふ。 l到来大都市の呼察 に闘しては 、製者の意見 も医

k に11反れて居 L 各園の制度も一定してゐなし 、。一方急: 進論者は保安野察?こる と、 司法曽

察?こる と、 行政警察7こる とを問はす¥すべて之を市長の手に統一 し、内務大臣監停の 下 に、

市長を して之を管掌 せしu ' べし と主 j反するに封して 、他方ζj二富論者は民選の市長に野安i地

主? 奥ふる のは危険であり 、不安であるから 、告祭t穫は飽まで之を宮の手に保留しな 〈て は

ならぬとの意見を有 して居る。しか らば二者何れが官; を得? こも のであらうか。私の見 る所

を以てすれば、急; 進論者の訟は恐ら〈よ〈時代の要求に油し、且つ最もデモクラシ { の思

想、に合するものであらう D しかしながら質際問題として 、我園の現iIkか ら斯の主n'きは、不

可能の こと であ る。民選市長の者1¥制案 に反劃する政的が 、何で民泣の干I i 長 lこか〉る瞭汎な

警察慌を:!Nへる 筈がめら う。そ れ故に吾等は目 下の場合力を要する経察は . 官の所曽' に置

いて満足す るのほかない。 1: '> 11i' しカ{ t >要せき' る 普察例へば建築、衛生、交通 、泊、防等に

闘するも のは 、之を市長の手に移すも何の器支がみ ら う。政府筋や貴族院あ たりに は、市長

に笹察植を興ふるのは 、危 険E つ不安であると いふ女nき考を有って居る人は多 いが、 それ

は悶裂に囚は れた る時代遅れの謬見である。今日官の瞥察官にも随分危険なのがある では

ないか。民間の瞥祭?ごから危険で官の警察fごから危険でな いとい ふ理由は何廃 にあら う。

不安の意味は よ〈判 らな いが、罰則 {t>定u' る t位以 さへ興へ?こ ならば、市長が行政警察を行

ふに何の不安がめら う。大掃除に警察官が創をつっ て民家を廻っ て歩 〈必要は何庭にも な

いのであ る。そ れより も吾等は他の方面におい て官の警察に大なる不安を感す・るのである。

そ れ は我園では官が笠察 慌 を ｾ Ａｬ ￜ ｉ ＮＧＵして 、 何 も 彼 ､ Ｉ 自分で行 う とするか ｉ から 、 結局手が廻ら

する、肝腎の司法警察がお留守になることである 。近年我閣の大都市警察の成績の甚しく不

良なのは 、金 〈こ の潤占主義の結果にほかならな い。それ放に行政普察の如きものは 、之

を市長の掌管に移 し、 官の主主察を して 司法瞥察と政治労察 にブJ を集注せ しなる こ とに しに

ならば、どれほど診察の能率が上る か知れぬ。吾等は この意味におい て一部診察悼の市長

移管を主張するも のであ る。 ( 終)
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海 港 都 市

白

山

ι

議

m

T

戸 の 片 貌

宮 本 長 治

津の閣の ｐ ＮＡＺ￭南隅 、 六円 Ｑ 連 峯の山抑 に茅 ｩ ［ Ｎ ｽ の海ｾ 抱 いて 、 東西 に ｦｦＺｬ ｩｉ 長 〈肢 はる 近代 的海港

者 ｾ ＱＱ 司 ￮ｬ ， ￼ｬ ｬ 戸一地の突堤には数［即鈎級 の大 船 ｅ 舶が ｻ貸付りにされ 、 Ｑ ＧＱ Ｑ カ ［ ' : > りの舶に行きかふ料

快 なランチや荷役併の忙しさ、沿岸に は大袈裟な困慌を並べる工場倉山から洩れ て来るク

レ{ ンやハ ンマ ーの響、街 の中央を} j ミ回に31? のや うに縦1・i する省総高架鋭 道から 、白骨!uに

は林立する商館事務所の古い新しい洋風建築 、山手には背 山の維をパックにして洋館まじ

りに 11/(1 ぐり慌をせり 上る 住宅街 、市 中 を? 縦備に走る市福、郊外電車に劣らじ と忙しさうに

霊長 簡を ｾ ｉｬ 鳥して 駆け廻 るタ クシ ー やパ ス や ト ラツ夕 、 Ｑ i引に近い在留外人と旬: 年一高三凶千

に 上る外因伯答: を迎へて. f筒勾に i漂窓ふエキゾテイツク 7なよ;μ '1仙 |

戸は 8別o ; i l 高高市民のいぷき に明 tり?蓮幕iれて、 こE声長年制233. 667. 0001HIC昭和 6 ｾ ｜ よＩ 、 貿易額に於て

は数年来全国第Iイ立に居り 、輸出入合計 l. 03.t .950.000 凶貨にわが閤貿易総額の 36 パ ーセ ン

トをr! l めて居る 、試に悲雨三年に於げる帝園の港別外国貿易を見れば次表の如〈で ある。

帝 国 の 港 別 貿 易

( 内閣統計局臓の列)

凶凶勢要覧による

昭和1七年 昭 和六年 l泊和五年

線、 官l
2，841，453千回l 2，382，656 3，015，903 

草1¥1 戸 1，034，950 ( 36%)  866，752 1，086，821  

敏 担当
756.017 ( 27%)  676，299 842，676 

大 阪 602，2∞( 21% )  434，750 
530，664 

名 古 厩 134，012 (  Ｕｾ の 102，910 119，157 

誠に市11戸こそはわが闘 k 際通商の門戸をなし問際1M}佐古IIr↑ j としてが，( かしいヰ( { E といふべ

きであらう D

話1I
1戸港の生立は遠〈上古に遡るが、近代的陸l際tb一地都市としての護法の非生は兵}!H開 港

の頃 に始まると 言っ てよい 。

干市打の一音部1日lで dめbる兵) ，

踊原; 溢昼者都|目i の隔j原原はこの一7帯可市常i子i の他でゐつて之力が; f . i 潟主兵}l l出4ぶiは一居の繁柴をを? 遂げ7仁: らしい力が; 誌;/)(

延元の兵筒 ｌ により 盛衰幾鑓叫Ｂ山、回梢公が千古不朽の名ｾ淡 川に 止めてから時間の ｩｬｬＺに 至

るまで兵庫の設建に特筆すべき ものを持? こない。天正年間監臣氏の大阪築城以来諸凶廻漕
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の舶舶 この樺に往来するも の繋〈百貨輯鞍の地 主 な 仁 徳川氏中葉に至って益 k 繁目を来

し、 天明年間には入口約 2 高 、Illf敢40飴を: n し、爾来物貨の集散地として閥西に於ける 重

要都市? こるの地位佐保って来1=。

他の一部であ る紳戸は維新前ーには単 に中園街道に沿ふー漁村 lこ過ぎなかっにが度際 3 年

兵庫開港と共に外閣人の居留地を設けらる〉に及んで附近の村落 と共に柏市街化し、明治

元年nill l戸町と改稿、地を所1I 1戸港 と栴するに至つ1=。明治12年には兵庫及坂本村を合併して

nill l戸医となり 、同22年市制質施に依り 子「令 、荒問の二村を合併してnilll 戸市となっ? こが、その

後新興日本の泣ー運と共に産業に貿易に海運に飛躍をつ- ; ( 1 次第に近郊を併合し、昭和 4 年

4 月武川市1i西灘村、開先1:111]" Ｎ 六 ｱｊ 村 Ｈ 西平町 Ｎ ｾ除｜Ｉの三川村の併合を最後として Ｑ ＱＱ｝Ｇ 村数合

計1527を5; [ へ 、昭和 6 年 9 ):] から匡1li I J 佐賀施して諜11 茸合、話1I 1戸. 渓束、淡、淡西( 昭和8年

Ｑ 月 から兵五 ｉｩ と 改稿〉 、林間Ｎ 須腐の八Ｆｾを設り 、今 や面積 ＸＳ 方粁 Ｎ人口 Ｘ Ｐ 高 の 近代的商

工業都市大nil ll 戸を現同する lこ至つ? 二 。

かやうな目Ｇ毘ましい飛躍的強展は間より海 ｼ 控交通の要簡に Ｇｾ ｾｩ る海港者 ＱＱ 市 として ｙ あって

天恵的地勢の利主人工の精とに育てあげられに港が粛した j拐であると言ってよい。 nil ll 戸港

は港内水深〈 地形 ｴ 良港＿こるの素質 に［ｩｊ，ｾまれて 居るのを 利用し、その港 潤施設 は明治 ＴＰ 年

に起工されにもので 、第一期修築工事として同大突堤及陸上諸設備が竣成し. 商目を一新

したが Ｎ 時勢の急 Ｔ 激な進展につれ更に ｾｾＲ 期修築工事として兵ｊｬ｝ｬ 地先に 於ける内閣貿易の

設備、出謹通及海岸通地先に於りる外国貿易に 1i Hし数11日の紫舶突堤及沿岸整理が大正 8 年

から十箇年櫨組事業として起工され 、今やその完成の詮上にあれそのさE立総面績は約56

前 7 千方米である口

地問の施設及利用に付し、ては il境近の内外貿易の欣勢に鑑み 、既定3十重を以て足れりとせ

する、最近新聞紙の体ふる所に依れば 、地の振興策に闘し、過日官民合同の 『耐1I 1戸港振興調

奈合』が設世され 、 調在研究の題目 ｾＺ［Ｗ ，くのやうに決定し、夫 ｫ 委員に附託して調主主ｾ進め

ること〉なつ仁枝様である 。

研筑題白

A  港潤設備に闘する件

B  地i懸利用に閲する件

C  産業貿易の振興に闘する件

之を以て如何に市1I 1戸がその港に将来の運命を託し、そ の仮興策に腐心して居るかを窺ひ

得るが、港問設備に付いては更に第 3 期修築工事を必要とするもの〉ゃうであ る。

昭和 5 年に於げる入港枯雌| 散は内航外航の計約23. 900隻、このうち外園舶は約1 . 250隻、

叉同年に於ける内航外航の乗降客計約100寓入 、外闘附容の上陸13.521人で 、その内諜は満

洲園及中主主ー民閤 Ｘ Ｎ ＷＱＷ 人 ｾｦ 引立とし Ｎ米 関 ＲＮＲＲ Ａｬ入 、 英図ＱＮ ＵＲＴ 人、 調逸 ＲＱＳ 入 、印 度 ＱＲＴ 人 Ｎ

俳闘111入、露園104人の順位であって、この順位が毎年大関慶 らぬのも商白い。
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2  

海地者'1¥市前[1戸の片貌はま さし〈 関際民間光都市である と言八る 。外人来往の表玄関?こる

ffrr[1戸は北に 六甲 、陣耳目、 再度 、際取、鍛1); 1 ] の翠怖を負ひ 、南 に深曹の茅停の海をうり て.

気候温 ＱＱ 園 、 風光明堀 、近〈 遠〈淡路の島影や紀恨の 山 ｫｾ 臨む景色も得郊 ｴ い 風情であるし

更に史官を探れば遠〈は話1[1功皇后の古から稲原選者I¥. 源平合戦、楠公奮戦の史蹟を始め 、

近 〈は兵庫開港前後に於ける幾多の古跡名勝地が近代 の各種施設と相f突って 、良JJ かに背床

し い 夢の ｾ Ａｊｬ ｜ を 偲 ぶ よす が と もなら う ｯ 中にも最清新なそして大衆的な 而 もモダ ー ン味豊か

な魅力を持つものは何 と 言つでもあの市 ￯ ＭＧｦに辿る六 ｉ ｾ｝ 辿 山 の大自然 で あらう。悲数年来背

山一帯の地は急: 激に開張利用され、その一部には所謂 山地の市街化も宜現されるに至 h

登 山者も年々激増し四時そ の腫を絶? こない宮l背である D 今その一二に付いて開穫の概況を

見れば

六甲 山 桜高 ＸＰＰｾＹＳＲ 米 、 連客 ｾ ｉ Ｚ ｬ の最高卒 、眺 望雌犬 、四 季の景視に富む理想的 山上 公

闘でゴルフ 、スキ ー、ス ケー ト等の運動施設の外休憩所、キヤンピング、ホテル 、食堂

郵便局等の設備もあ り、 景 山にはロ ープウ ヱー 、ケーブルカ ー、自動車の便がある。向

有馬温泉、賀塚温泉へも自動車で通子る。

摩耶山 標高 698 米 、眺望開硲 、山上には俳句ー摩耶夫 人を肥る 初利天上寺があり本傘十

一面観 世 音 、 安産の守 ￱ ｪｾＱ e して参詣者が絶えない 。一段下ってホテル 、食堂、キヤンピ

ング、の設備があり 、ケーフツL カーに依って容易に登 山が出来る。

再度 山 桜高 468 米 、01上に摩尼 山大龍寺がある。 和気清腔の創建、本隼如意輪観音像

は行基菩薩一刀三躍の盤作で岡費である。( 後述前[1戸市施行の裏山線道路の開通に依っ

て容易にドライブし得ること〉なる)

之等の施設は勿論登山者に多大の使1 i ・と興味を興へて居る lこは相違ないが 、その計聾が

営然局部的であり、各断片的施設の集合であるｾに 、 之を全般的 に 見て連繋がとれ て 居な

い黙があり 、今一息、と 言ふ物足ちなさを感じさせる憾がありは しないか . 叉その或るもの

はその施設自身の直接の役闘を果すことに専念されるが痛に、 一面に於て 山の大切な生命

? こる風致を破壊するとし、ふ や うな斐が ありはしないか 、新やうな閥1系から早急. 者I¥r行百十費?の

風致地ｬＦｾ指定することに 依って 、 ＰＱ の風致 、 集品を保護 すると共に 、 一日も早〈高金の

綜令的O:l 雅言十費? ? の大綱引首i立して. その一部として各柿の施設を' 丘現し、叉その1十塾大綱

に矛盾しない範囲に於て粧 k の設備を認めるといふやうにする必要があるのであらう。こ

の意味の下に従来も鯨市首局 . 1係者1¥市砂i究合等に於て背山開張の計重樹立が所1[1戸に於ける、

緊急事項のーであるとして研究されつ〉めつにのである 。

Eま近前[1戸市に於て賓施築が決定され? こ失業救済事ー業裏山線道路及兵庫! 院に於し、て同じく

失業救桝事業として計蓑し、近〈迫力111象J;'i: 後 として fA1:1  ¥されやうとして居る 六1' 1.
1
山縦走道

路の開張は登 山に更に大なる便宜を供するものとならう。その概要は衣の主n¥である。
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布施行の裏山線道路

裏山総 国立移住教養j計( 利l 戸直山本通 3 T 目) 前より官有林堂徳山を経て武見l li1l 山岡村

中ー里山 4 帯地の 1 ( 盟ケ原) に至る

耐 員 7 米 ( 棋準)

延 長 6.435 米

工 費 552. 852闘

事業年度 昭和 8. 9 年度

鯨施行の六甲山縦走道路

全棋を 4 匿に分ち幅員 7 米、組、延長 29. 644米 、工詑( j ( j O. OOO岡、昭和 8，9 2 ヶ年度の事

業 とする 。

第 1 脱 線 自 武庫 ｦ ｾ ［ 山町村関 ケ ｊｊ 京 Ｈ 市施行 裏 山 総道路格品 Ｇ ｩＩ

三師 '1' 戸市灘区六 Ip六 Ip山(j 臨道有野御影線即ち現在の ドライブウエーに接税)

延長 10.400 米

第 2 披線 尚有馬群 ｉｾ 有野Ｈ六 ｉｪ ｬ 山阪 耐 ｲｬ ｬ 電 車道路より分 ｉ ｉｩ ｊ ｏ

至西宮市鷲林寺( 楽天小屋) 延長 15. 632 米

第 3 脱税 自西宮市鷲林寺( 寒天小屋)

至岡市大祉村( Ij l 山西鐙) 即ち甲陽土地合枇改修道路終結に接続 して 師定西宮

都市計ー整夙 川公闘道路に連絡する 延長 1. 812 米

ｾｾＴ 披線 自西宮市¥ぽ林寺( 袋天小屋 )

至武見 ｭ ｬ ｾ 良 元 付 ｉ ｊ 、 体 Ｈ 逆 ｬ 相 川 新橋〕

即ち 師改修jj孫道に接続して j限迅一西' 白賀塚紘に辿絡する 延長 1. 8UO 米

( 以 上 55 頁の六甲連山闘係道路闘参. u日の こと )

以 Ｑ Ｎ 幌 市道路計費Ｚの決定 、 資地は制光者 ｉｾ 市 ｩｪｩｲｬ ｬ 戸 完 成途上 の 一 大 牧後であ ると共に 、 ｬ ｣ ｦ 山

開 設計葺 の ｊ 則砕をなすも の とし て 、 又 ｬ 仮 ｩｪｩ ｬ ｬｬ の至賀パ ｩ ド辿 み ［へ の設 山肱 ｬ 味を主ｾ吹 誘設 する の

一端ともなるも の として真に喜ばしい。

汽笛の音 とハンマー の響とに I!Rけ暮れて楽 え行く園際的海港古Ii rl HI I' 戸の市背に孫ゆ るλ

州連峯 の大 自然が翠の Ｑ 袋 ｾ快くひろげて 、 徐ろに困 際 的制光都市へ の 前進出 Ｑ 伝 奏 で，Ｚ＾ ＢＧｊ る

の で あ る 。 ( 終 〉



横渡市 に於ける港湾都市乞しての

特 殊 計 量 に就て

丸 山

(  I  )  

照

- L .  

/ 、、

安 政 6 年 6 月怒川幕府が開港地として前rl l奈川運 上所( 明治 o "f・随荷役闘と改隅) を設け

て以来横形i村 の一 漁村は念激なる稜民振りを示 し共の内外貿易は文字通り日進月 :iyの趨 勢

を呈しで僅々数 十 年にして一 Ｘｾｾ i 1J : 界的の貿 易港 とな 1) 、我が問六大都 市に刊すると 言 ふ異

常にして長足な る張主主を見るに五ったのである 。

然るに ｾｴ の横出 ｲ ｴｩ の繁栄が 近年逐 次東京 市に政 Ｇ Ｉ Iされて行〈の傾向があっ て此の健で推

移するなれば抗出111 は夜間するばかりである と言ふ話は識者の間に夙に論 議 されて居 る庭

であるが 、最近 Jlill l戸港の繁栄が大阪市に移動しつつあ ると 言ふので qill l戸市の方で大分l院 し

〈問題にされつつありと言ふこともが;聞 する のである 。一際大都市が近接 して居る場合に

は其の繁' 築は執れが一方の有11Thに片寄 ること は都市そ の ものの官 力の然らしむる庇で如何

とも 1. 1; t 難い現象と言 lまなければならないのであるが 、共 の者1I 市向慌の特徴とか特色と 言 つ

1= もの を助長 し費抑せ しめるや うな計置を樹立して置 くこと はその都市の倒値と存在を知

らしめ るこ とにな るのでゐるから 、表 徴 とか老衰 とかを防止することにもなる ので あらう

こと は勿論強ては之れに依って共の都市の殻展を期する こ とにもなる のである。此の意味

に於て些か世界的港湾都市としての i北部市に於ける異色める計呈: にイJ て述て見たいと 思 ふ

のである。

近 f-t 的の交通機酬の瑳達は 非常なる時間 の経梢 となって東京横笛聞の距 離は時間的に短

縮される ことと なっ1=のであるが共 の窮め に描債市の繁栄が漸次東京 に吸引されて行〈結

果となるに王つに の で ある ｄ 卑 ・ 近な例では あるカ ［ ｦ ｊｉ ｾ 出へ 外閣の制光 舶が入 港すれば 上 陸す

る外 人は描出市に立i反なホテ J しがある に拘 らす 、 その大部分はl U ちに自動車で京商閣遁を

馳 って東京に行 き帝閲ホテル共 の他 の底へ それぞれ務付くと 言ふ有様で ある し、 叉横演の

富豪力が:涼刑キ私紅1J川i

下言守 つ＿仁Ｍ Ｚ［［有宵 様で横 ｩ焔抗省 ｾｔ 市 Ａ打 Ｍ ｪＭ で ｮ 行 ヲは れることは ｐ殆古ど な い の でゐる 。共の 他日常常，生汗祈 Ｑ に於てもそれ芝

居見 物fピごとか、 やれ買物に行〈とか 、活E勤b見物 fにごとか執れも東京迄出カか〉けて行 〈と 言言.つ?にこ有

様である 最近東京干市行に 於 ては彼彼.の，[，¥J  11 ｾれ刈川 Ｇ Ｑ小 ｩド ｉ Ｇ ｨゆカか〉ら芝 ｊ浦 ｔ市 ｮｩ 戸汁沖 ｲ ｬ中 ｩドＡに 浮判長の第 Ｓ 、 第 Ｖ 、 第 Ｒ の お 墓場

を連結する大防波坑を? 築ii!t し、 25. 600. 000 :J::l の水面積を包有せしめ る大東京港の計主A があ

る。 その港内荷 役の能力は 1 ヶ年 7 .i' iOO.000 噸にして 6. 000 噸 級の舶 舶 80 隻を同時 に繋泊

せしめる と言 ふ素晴しい庇の大築港であ るが、若し之れが賓現する とせば正に;僚出市に 1&
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つては大なる脅威と 言はな げればなるまい。将来東京市が斯の主n主計霊を賓現するに於て

は横笛市は名賓共に世界的貿易地fこる地位 より 落伍するで あらう こと は勿論、我が閤六大

都市の地位 す らも維持する こと を得な いであら う。

認 に於て横演市の現在の繁栄を持続せしめると共に ‘ 世界的貿易港として将来益 k 殻展

せしめんとす るには 、 地濁 者 ＱＱ 市と しての Ｑｾ Ｑ 自の立場より特殊 にして 異色あ る 鹿の百十聾を 樹

立 すること が最も緊要にして最存の方策であらねばならぬと 信- する次第であ る。

( 2 )  

横苦言市・は彼の大正 12 年の|伶!東大民災に依っ て共の大部分を次臨に師せしめ? こ のである

が、帝都と共に復興事業に依っ て習時の而日を拾て L 近代的都市として立涯 に復興 されに

のであるが 、然しそれは主 として焼失地域即 ち15市街地であって未焼失地である鹿の外郊

部に於ては復興事業は何等及よく底がなかっ7このである。従って横笛市の都市計 霊としては

之等の連絡統制を岡る こと が最も重要である こと は勿論 、外郊部に於げる 者|叶i i¥-! :f習として

も尚ほ幾多 の重要懸案が越されで ある 次第である ー

慨 って横出i li が世界的貿易地であると 共に我が聞に於げる表刻銘! である と守ふヰケ刻、の立

場から之れを考へるなれば亦白から共の態株主? 具にする 揮 であるが 、先t¥t二 j笥rl-jの港湾設備

に小 ｪ て之 れを仰るに内務省、に於て抗出品主的 Ｓ 期鎖張工事として 之が Ｈｉ ｾ［ 築資 Ｑ Ｙ Ｎ ＰＴ Ｒ Ｎ ＰＰＰ 飴闘

を計上し、大i [ l O年度より附手n l l 年度に至る l i ヶ年継続事業 として着々 として之が賓 J胞

に首れるを以て 、やがて 先成の l皮に 於ては現在本牧十二天鼻 と的見川口 を結ぶ一線上に完

全なる 外防波現が築設され!去に 4. 300. 000 坪 の7k Il'rI績を抱慨する ことにな れ 之 に 依って

沿岸保設 と錨地榊力11のn的を注成す ることになる のであるが 、柿街地の設備としては之れ

を以て最大限度とするもので事官亦之れ以上の規模を有せしむる こと は!; I難でもあるし 、

之れ以上の規税 金必要とするかど うかと 言ふ こと も疑問であるであら うと 考へ られる . 又

共の後方連絡 と言ふ ことに小j ても、 復興事業に於て主要なる幹お，jH直路は殆 ど完成 されて あ

るの であるから之れに什て も現在以 k のもの は必要 とし ないも の k 考へ られる のである 。

而 して長に港湾調奈舎に於て 京前大運河計書が議7とされて 既に北の 一部は竣工さ れて ある

し、その沿岸である的見直生姿及川崎恥 J ｾ Ｊに於 いて は工場敷地浩成を Ｑ Ｑ 的とする ｪ 起のさ Ｑ Ｑ 玉 工

事業が着々として 完成 されつつあるの ;!J ;i )i'，であるが 、陥ぅ!七悩出I ! J-の夜)1-' 1は楠街地の修築司f

業の完成と相 ｻ 尖って此の京前大連 ｍｾ Ｍ ｉ 君主の Ｑ 日 も速に ｊｊｩｊ 盤全通せしむることである ｯ tW街

港に 入荷され る貨物が東京に If剖%t < される運賃は「アメ リカ 」 より脱出に王る運賃よ りも 高

債であると 言ふ嘘の様な事むの話を 11日〈のであるが 、泣き )1守米に於て京前大運河が開通さ

れる なれば船か ら下され る貨物は匹ちに 併に移さ れて迩iil fの手IJ11 J  (こ依っ てその まま東京へ

謹ばれるであらうが故に 、運賃は非常に低服となる訟である。従って従米中I i 戸又は大阪に

陸 揚げされて餓逝使に依って東京へ 謹 Ｑ［Ｈ れ に ｪ 起の ｾ Ｇ ｬｩ Ｐｫ の貨物迄も外岡から芭ちにｻ北部 へ入

荷されることに なる諜 で あるから 、 京 ｪ 賀大運河の 完成は捕 前 ￯ Ａ Ｍ ｪ の 扶栄を ｊ ｩ ＧｾＢｮ 伎 も効果的施

設なりと言ふべきである。

而して京前大運河完成の岐に於てはその沿岸及鶴見 、J III II な一帯の工場地域を保税工場地

V 川 5 8



司" ) - 1こらしめ 1: な ら ば 横 都 港 に 於 り る 内 外 貿 易 は 目 ぎましき繁栄振りを来すものではあるま

いか と 考へられる の で あ る 。 往年 我 が閣 貿 易界に於てーしきり 白山 地 制 度 と 言 ふ こ と が 喧

しく 論 議 されに のであるが 、此 の白山地制度と言ふのは読んで字の如1 < 圏内何 泌 を も 貿 易

港 fこらしめるも のであって 、恰も園内各地主? 公海と宕倣 す と言 つ に 具 合 の も の で あ っ て、

此 の 自 由 港 の 代 表 的 の も の が 調 逸 の 「 ハ ン ブ ル グ 」 港 で あ る が 、此 の 自 由 港 制 度 と殆 ど同

じ様な効果を牧めしめるものが保税工場地fi!? の設定であ って 、昭 和 2 q: . 4 月 法 律 第 45 蹴 を

以 っ て 公 布 さ れ に 保税 工場 法 に イJーでは未1': 世 人が熟知して居らない犠に 思 は れ るが 、此 の

法 律の 運 用 に 依 っ て 保 税 工 場 を 一 定 の地 域 を 指 定 し て 行 〈なれば非常なる 効 果 を 粛 す も の

で ある ことを信 子 る の で ある口

元 来 輸 入 貨 物 に 射 しては閥祝定家 法 に 依 っ て l持i税を献する こと が原則であるが . 保 税 工

場法に 依 っ て 営 該 税 関長 の指定を受げ? こる工場に於ては 、外岡貨物にカ11工 し 若 〈は之 れ を

原料と して製遣をするとか 、或 は外 閤 貨 物の 改 装 、仕分共の他 の 手 入 を 篤 し 、直 ち に 之 れ そ

輸 出 す る 場 合 に は 共の 輸入 貨 物 に到しては| 制税を耕せない 、つ ま り 園 内 の 製 産品に黙を 及

ぼさない底の特殊の品物にtJては 輸 入 貨 物 を 陸 揚 げ す る や 芭 ち に 所 謂 保 税 工 場 に 入 れ て 、

此 所 で 形 を 替 へ1: もの と な っ て 図 外に 輪Hうされる 場 令 に限り! 矧税を菟除する と言 ふ の が 保

税工場法の立前である ので あ る 。 此の保 税 工 場 は 現 に )11附 及 的 見 の 特 殊 の 工 場 に は 指 定 さ

れにも の が あ る の で あ る が 、京 前 大 運 河の沿 岸 及純 見 区 一 帯 か ら 川 崎 方 商 の 工 場地 帯 を 映

り此の保税工場地帯 fこらしめにならば 、即ち 自EII地 制度 と同じ効県を牧めしむ ること が 1-11

来るも ので はなからうか と考へる D 若 しj折 〈する こと 力; /'H来るな れば 菅 に 東 京 方 l古[の特 殊

の工 場のみなら 十全 閣 の 特 殊 工 場 は 依 出 i !i に哨集するで あ ら う が故に、工場十日致策となる

こと は 勿 論 、横 路市 の繁 栄1: るや期 し て 待 つ べ き も の があるであらう。

( 3 )  

1世H止:J界早的貿易港でゐりL 、 我カが: 問に於げる代表的港i蹄鍔者都|日l叶T司市!i で ある 槌 出 市 と し て は 外 人J鼎fn1致と

言 ふ こ と は 繁 祭 上霊要なるもので dゐbらね[ ぱ工ならなし、、D 大記長〈災前に 1於冷ては4払杭』広n街資山手11川川川H川町lり汀J牟と 言 へ

ば 外人の居官留l地 と し て 異F限問附互司司1↑'!川|

記t憶弦に残る底で dめbるカが;人、 怠長4災後に 1於冷げる u山l乎 lドlI ft ま也ー日の I出訟もな 〈荒践 しにも の となっ 1:

の で ある 、 之れは長災に依って京以 、 ［ｦＱｾＷｩｦ の経 済界事業界が一時 比 倫しに矯めである こと

は勿論であるが 、 出災の打懲を＿受げに人々 ＨＮ Ｚ ｕｩｬＡ Ｑ 戸へ Ｊｾｩ すＧるとか母閤 へ蹄 還する とかしたる

が 矯 め で あ る 〉 捕 前 市 が 点ー徴してそ の繁栄は東ょ;CJ! i に収' ; 1 されつつありと論議さ れて居る

折 柄 、 外 人 招 致 策 を 誹 じJ;J.、って蹴出i l1 " に居留外人を地力11せ し め 、 叉1槻! 阻虫光客等をを? 間昨?η均j行川|ドハ'1同せしむ

る施設をを? 箆す事も亦l緊j終号要要- なることである。虫如如n[r和何f1り'リ'Stにこすれ lば工外人の{伯j 二み

ること力がＺ 出 来るか、之れに ｾｦ しては先づ抗告 ［Ｑ 市特有な。 ｬ ￭Ａｦ公と ｬ 床ぞ持つ底 の美 観地匝を設定

す べ き で あ ら う 。 東 京の官 域 前腕 場 とか、宮城を廻る 内 i去とか 、或{ 立 東京騨前とか丸ピ} L -

前 を美 1I 1Ji}: 也直に指定され? こ桟であるが 、 抗 出 市 に 於 て は 桟 怖 附 近fごとか 、111下1l 1J 公 国から

ニュ ーグ ラ ン ド ボ テ ル 前 と 言 っ た港問者l¥i !T として初刊の味を持つ↑ JJEt の場所を美問地直に

指定する こ とは共の 1- 1的に高1J ふも の で ある と汚へる次第である。
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概光舶が日本に来る時、詩の園 、約の園 、女の固 と言った やうな好苓? と怖れを胸に抱い

て先づ最初に横商港に入って来る のであるが、日 本と 言 ふものの初印象は港外より眺めに

横涜 ｔＡｔ の丘陵と紘と建物でなりればならぬがそ の 中でＡＺｦｾーに 日に 入 るのがあの本牧十二天

の鼻と静林である 。旬日に亘る砂廷にる政の上 の舵放から 'j?it れの 日本に着いにと 言ふ心fl

と紘の丘が日に H央る策411 とは質に何とも言へない感がすると 言ふことは 外国から予1<: 1こ人々

の多 くが洩す底の通有的の言葉でめる と聞く のであるが、外人誘致の見地から 言つでも亦

椛 j賀市繁柴の詰め外人 をf駒内せしめると 言 ふ黙から 言つでも 、抗出i1 i の縦士也を維持し保存

せしめることは勿論之が浩成を魚す ことは横演者11市計置の急務であると共に港湾都市と し

ては最も重要なるも のの一つで ある と考へる。

最近都市計整東京地方委員合の 主 催に依って東京をｾ ｾ ｉ ｟ｦ心とする除 ｪ 東一号官 の 線地計宗主に十ｪﾭ

いて、関係府! 院の協議舎が開催されるに至ったことは如I("Hこ者liifi の紘地と言ふことを主要

問 するに至つ? こかを物語る ものであって拘に皮質すべきことであるが 、近時各地方に於て

も風致地医の設定と 言 ふことが盛んに行はれるに至つに ｾ ｉＡ ｉ 奈川腕に於ては ｆｦ ＿ と金問に率先

して横須賀都市計主任区域内に 4 ケ所の風致地院を 指定し1: のであるが 、共iのtm<紘 j 也と 肴

ふことカヲド常に 11j ' - ; : しく論議提1111 されるに至つ? こ今日特に我が岡の表玄闘である底の検出T!i

に於てはmi 述の椋 1i. 意味合から言つ でもそ の設定を必要と するも のであると信子る のであ

る。本牧ー脊の 丘陵地fごと か、同栴UI を中心として杉l T I . 界風ケuli ー枠の 山林地L' とか 、

或は保士ヶ谷ゴルフ場附近一帯の 山林地fごとか 、鶴見総: l . i.Ａｩｾｾ より花月間一祢の林地と 言 つ

に様に風致地区を指定するなれば翠に之等の地の線地の維持保存に役立つのみな らする、約

来通古; の時期に於て之等の地に公図的施設を行ふなれば" ，守 lこT!i 民の! 自然休養の地? こるばか

りではなく 、外人の見1:t古前市と 言 ふも のの感じは非常に l明い文化的都 市と見 られるで あ

らうが故に 、 その ｾＺ ｎ 果 は必然的に外人の Ｈｾ Ｚ Ｇￌ 内部Ｈ ｻｦ ｪｾ ，ｾ加するに至るであらう こと を張想、され

る次第である。

植 j賓の本牧 と言へはー太平洋の彼方に迄相営名の知れ渡って居る庇の 日本娘の街であ るこ

とは世人 の知 るEEであるが、時の.u・きを遁ふ如〈強烈 な刺 l肢を喜ぶ底の現代人であるが故

に何日迄も現11止のflEで行〈なればやがてはi l I : 人の忘れる底となるであらうが 、故に此の頃

流行の 「エロ J rグロ」織 り混ぜ?こ デカタン式の大相当13境を現1:1'， せしめにならば本牧の設展

や思ふぺ 〈強い ては外人遊覧客: を招致しf砂川せしめるに王るであらうことは正に問泣のな

いことで あらう。

( 4  )  

之れを要するに横償Tl' iが我が闘の表玄闘であると共に世界的貿易地であるが故に その都

市計整? こるや亦白から此の見地に立 IJ 却しにものでな〈てはならない。又横前市が帝都に近

接して居るが矯めにその繁栄金吸引きるるの傾向ありとすれば、14i 前市は特例; の都市1: る

立場に於て之に封抗すぺ〈特殊の青| 蓑を樹立 し以って共の京f践を防止すると共にその生存

に意義あらしめねばならない のである。又外 人招致と 言ふ こと は我が園策である こと は勿

論であるが債償J 1i が地問者1; 市である拙から考ふるなれば外人相致、或は外人特j帯泊と 言 ふ

こと を重きに世いに特殊の者 Ｚ ｬｬ￯ ＧｬＧ ｩ ｾｦ ｉＧ ｈＢ でな〈てはならない の で める Ｐ ，以 上 の こと を再 言 して

筆営捌 くこととする 次 郊 で あ る 。 ( 終)



奈 良 市 に於 け る 遊 覧 都 市 乞 し て の

特 殊 計 量 に 就 て
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ま へ が き

薬 師市中 柴 七

表記の題目を興へ られて寄稿して呉れと の依樹、奈良の都市計 叢は初期と棉せな〈ては

ならね程度の遅々 1: る進歩振り 、公定になってゐるものは僅かに計聾医域の外に街路網の

一部 9 路線があるばかり 。従って此の公定のもの以外は草案の 色々がある丈で 、 こ〉に以

下述べゃう とするも の も全〈 の一試薬に過ぎない。訪り計蓋の計葺に過ぎぬと見倣しでも

よからう。唯私はそ の百十重の幾分でも 質現すれば と願ふ者であ る。而 して共の特殊計聾も

なるべ〈抽象的記述的に訟明表示せなければならぬ。向題目「奈良市に於ける遊首都市と

しての特殊計輩 に就て」をよく考へて見ると 特殊計霊の意味がはっき りしない所がある機

に思はれる。之を私は「都市計釜上に 於げる」であらうと f併する が. 遊覧者1I 市としては都

市計葺より少しデグイエイトするかも知れないが. 1) 奈良騨改築の特殊設計、2) 公圏内叉

は区域内に於げる遊覧地設上の特妹地設の百十華、 3) 園斑及園質建造物に封する特殊保護計・

聾( 防火焔設や航空制浪等) 、4) 建築物法の運用上の特多HIII 則の;I;IJ 定. 5) 大桃軌道及終結附

近の改良計輩、 6) 地方計萱理論より生れる所謂緑地計品等 k 、ヵ' "似除され得るのであ る。

以下本論に述ぺんとする所謂特殊計藍は上記のものを除外して主として道路、蹟場、地

域l Ii U、風致地直等 に謝する私のー持ち合せ楽である。

2 遊覧都市としての奈貰市の一瞥

奈良市が遊首都市fこること一 一否我が固に於ては共の白眉 と憎しでもよいであらう と思

ふが ーーは喋々を要しないこ とにが他の我が園遊覧都市1こる京都、大津、字治山田. 別府
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等々と比べては本市は- I tf その 色彩の濃いも の と思はれる 、何故な ら以 上の他者Il 市は遊費

者li Tli として以外 に奈 良市よりも生産 )J をより多〈 掛 っ てゐる様 で あるから 、即 ち

事官 司1 名 生 pt: 綜1 人 口

一人岱 り

調査年

生 産 制

千 円 人 円 一
τ Ｉｪｾ＠ 、 ポ日 21 1，343  717，10J  296 昭 2 61三

プミ 持E

!-jつ 治 l幻 [ 1] 15，603  48，3;0 323 II H  3  &1': 

月日 l持

奈 良 10，073  53，400  187  Ii H  2  &1': 

叉」二百日間古li市 と共 に 問 内的遊覧 dli市 1: る と共 に間際的遊賢官11市 でも あっ て、今そ の内外

容 の 遊覧者数統計を表記する資料力: 集 まって ゐな いが 、省総騨 、大軌 電車騨の乗 降人員を

参 考にE告げれば( 年統計ーよ り一 日平 均1肢 を.:1;;;: 1:1
1

1 したるも の)

腕 名
一 日 ｚｬｩ 均ＺＱｾ ｾ長年 半 数 I  Ei 5i" .1:1:， I  

ｬｩｦｾ＠ 111 翁: 降I I i 翁: 計 百分比

t尚 ｾ＠

大 軌奈良絡里占 8，937 8，924 17，引05 40.0 

省 筋i 奈 良 線 4，837 4，779 9，616 21. 5  
調査は昭和l三年

大軌f由.l f(停留場 2，361  2，359  4，720  10.6  〈司 ｾ￧ Ｎ Ｊ 存 の 最 大 年 〉

省線Ｉ ［ ｾ柊燦 1，934  1，942 3，876  
8，6  の統計に依る

言十 18，113  18，004  36，117 

之 の統計より極 〈犬雑 J巴に 一 日平均内外逝・ i在容を省、組による者 4.000入 手?枇 叫に依るも

の 5. 000人と 見杭 れば 1 ヶ年遊覧客数はが) 3.285.000人の+il v;; rとなる。 1! Dち約 300 ｾｾ 白人 と 栴

し得 るこ t となる。

而 ｪ し て 遊 覧存 の 多き季占 ￭ｊ は 手伝欣 ｾￍＧ ｊ 論故多 とし ［ 以冬は 少〈所 謂 遊 答Ｚの ［ 瓦枯れ 冬 枯れ 季 節

となってゐ るが . 脊 秋の季 に於げる 一 日最大散 は約 15高内外と思はれる 。

其! 日 の女fI < 遊 覧古Ilni' としては我 が困 1:1.
1
白川の ものにるに め、 その遊覧者|叶 l 的特徴は奈 良

公闘及闘内 の古 祉寺 、J E 合院 、博 物郎 、奥山周遊ill 及附 近多数 の御 陵 、{;J s寺 、遊覧地等の

根本的遊客 誘致 物 ある 外に 施設(:均な もの として の特徴は .

J )  市内に ある百徐の般的uHfi ん ど遊覧答:をまJ 象と せる こと 勿論なる のみなら する . 市の

組、戸数約一時一千に到して比較的に多い こと 、 その中餓道 省皆の奈良 ホテルのあ るこ

とは、下|持iの Uil f，劫ホテル と共に他古IITli lこない例で あ る。

2)  直接遊覧容を笠J欽 とする 土産ー物商人日、 飲食l古等 もその数多いこと 。

3)  Tli の主 要生産物 も主 として遊守相手の もの多 し 奈 良人形( 一刀彫り 〕、奈 良漬 . 盤 、

筆 、あら れ酒 、図扇 . 鹿 の角等 で蚊Illl 三のみが異例 Hl: であ る。

3  奈貰市の由来一平城京計董の概要

こ〉では話は一寸遠 < 1220徐年前に 測る。 元 l明天皇の時 必! 京) 江よ りlp. J出溢在IIIJ ;断行 され



Ｑ］ 。 こ の巡 者 ｉ ｬＱ＾Ｇ ｲ 置が 即 ち今 の奈良 市街及 者 ｉ ｬ ， ｈ ｬｩｋ 域内に その犬 部が含まれ て ゐ る の Ｑｾ 0 今の

奈 良 市 街 地 は 犬 ｊ ｕｾ に 一 口 に 云 へばこ の 平 城 京 内 以北部に首る地域が Ａｆ， 繭寺 、 東 大 寺等 の 隆

僚 と共 に長 〈委託へす' 遂に考古道貨のよ也とな り今 日の者Il i li となっ fこもの と云へや う。丁度長

山 ｪ 汁 ｪ Ｈ 善 光 寺 Ｉ 、 日 光 川 京Ａ Ａ 計百 Ｉ 、 生 Ａ ｾＧ ｊ ｬＱ ｬｦ Ｈ 究 山 寺 ｪ 等 と 者 Ｑ Ｑ 市 鼓 生 の 山 Ｊ ｾ 一 つ にして ゐ る。

きて叉話は jin < に還って・ ・・・・此の溢者11以前綿々とし{多淫 されfこ者11には藤原京 、大 津官、

難波京三年多 少大 J&棋なりしと推祭 される 怖者'11経営もなされにことは 史宜に見る 所 であるけ

れど も 、 そ の 遺構 の大 ｩ ｬｬ 告が 不 十 分 な が ら今 に 縫 って 居 り ｟ｧ ＮＧｾ者史家 により相 ｫ 鮮 明にされ

てゐ るのは我 閣に於 ては この平城京 を最古 とせねばならね。然 し勿論此の古代の都市計 霊

は 現代 のそ れと比 べて＿ 行 事 ｉｉｾ Ｍ ｉ 誌 で あ る ことと 時 代 に Ｑ Ｐ ＰＰ Ｑ， Ｑ 三の 間隔 め る こと の矯め著し 〈 そ

の内容 目的 を呉に してゐる こ とは首然である。が唯今後iの特 殊計主主の基礎 の一部 とな るべ

きも のである紋概要を述べて みや う。

位置は現今の奈良市 の西郊古|湖、村 を中心として 庁|一繋せ られにも ので、中央のzp: 城宮UiI :が

今の卒城天皇御凌の南 約 8 111]' 4 方( 天卒尺以下同 じ〕の地に選定せら れ、 その 中央 よ り南 行

して朱雀大路 あ れ 第 l 闘 「卒披京僚防、待¥1佼 J社寺 分不ri 闘」 に示す 主nき僚坊の割り 方 とな

第 一 悩l 烹 良 ー壱P 市 計 吉 区 威 内

手 1欧卒、f 来3う 柳 険 方上奇弁柏 U

( 1"，1  J' }  1司 士 者 史 .. ;I ， ｾＩ＠

丸

一

干

し

一
千

1

2

3

j ，;干九

回

11 

ってゐ 1= 即 ち奈良若者共也の北続三 方に 丘!凌あ り南 にIHJげて緩傾斜 を? なして ゐ る古代伯郡 と

して 好埴 の地勢 であ る。東西約 :2111f ( 岱時のパ此 で、以下同じ ) i'(，i ｾ ｴ ｂＶ ｉＱ ｉ ｊ の 担 Ｉ ｉ ｽ 地 主＿本胞 と
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し其 の東部 に東北 12町、 南北 161l 1f の伍形 の突IU音li ( 今の奈良市街 は こ〉に ポF. り) を、叉本関

西4三分..J t端 に東西 12¥11][託lヒ2 111)の北溢突川部な附 けJ4 し1=&0:域 がZ科在京の計盟 国域で あっ

た。向冶級以外は 1 Il lf 紅に 小路、 4111けよj今に六時 あ りその方向正し く; +[ 凶南北で所 謂恭盤目

却 j当路革!tJ {f配置 してゐ1= 0  ￯Ｚ ｮ し て点 ｰｧ 道にｾ Ｎ 南北むに坊を 附し て ｜Ｑ ＱＧびメ大路 で 悶 まれに

4  ¥l lf  4 プ1J {f 同 じく1: ); 、更に小路に より 悶ま れた 1 1¥lf Ｔ 方を 坪と ＱＱ 乎ん に 。之 れ Ｎｴ ｩｬＮｪ ｾ ｉ に 於 て云

ふ ブ ロツ グ ・ロットに相賞 する ともー j悠は汚へ られる が去るにても 邸宅を主 としに古代古11

ｩ ｴＭｬ の ロッ ト と 云 へども耐過ぎ る 様に忠 はれ ｉ 坪 ｊＩＦ口ツトと考へる のが ｩ 監ｩＧ ｾ Ｚかも女 ＱＱ れない ｊ

向 その )(_ 度 、幼坪の 大きさ朱雀大 路 、宮城 JilJ悶の繰 り占 、大i路小路のr / ，'， 員 . 北溢の腕 さ、守，:

I淀境 内の区域等細部に 五 つては治憾ながら陥定 とまで云へす・今 ii'J 専門家の研究 中に }:{J して

ゐ るので あるが、こ 〉には全部闘 li J↑:i L¥'1て設をH< る。

f占?制〈 簡易 な地域f ! i IJ ともmしてよ い右r : ;t 左京の市 部の何匹の 中心と jE、はれる 位世に夫 k

;j:j oi蛍の腕 さ( 東川 2 ¥l lf ，南 北 3 ll1f  ?  Ｉ の 泉市 、 ｰｹｪ ｬ ｩ 日 ＧｦＭ ｬｾ Tli 場が設げられ てゐ1こことも史貨

に見える ことで ある o X 諸建築物の配 置に就て考へ るに法 制に2州、 で漸 次諸大寺の移築 建

立が行は れ、l; fiん ど大多数は此の以内に院大な jjJ i債を ためて配置 されに。

終 ＨＺｬｬｪ ｾ ［Ａ ｦＺ 、 ｭ ｾｷ ｊＺ Ｉ Ｈ 守 、 ｾＨＺＢ Ｇ ｊ ［Ｈ 寺 、 ｰｹ 大寺 、 西隆寺 、 μ 輩号 、 ｻｎ￬ ｩＧｕ王 ニ ｊｉＭ Ｍ 大 き え よ ｊ ｬ Ｍ 、 元 民 寺、紀

ミi:. 興柄ミ炉等持これで点大王寺のみ春 日111鎚 にば置し京外 lここれX 成 大な寺域を ，'i めて建立

せ ら れに ， 官時京 ｊｊ ｴＨ内の ｾ ｬｦ ｊ 堂 、 皇居の 外 は ｻす Ｑ｜ 教隆盛の影響を受け て 寺院 建 築等が京 内 の ユ ｌ

il.えな建物であ っ? こで あらう と思はれ るo ＺＺ［Ｗ Ｈ ｾ 、 で多 〈 のＩ ＺＱ 郷土谷の邸宅力 ［ｾ Ｈ ｊＩＦ 近 〈 に並び ｉ 行

方に 至 るに従ひ 下 位の者のｾｴｉ［ Ｇ主 及 市場 等があった ので あら う 。 ￭ ｩ Ｇｊ 首時自ＩＡ［に 有 名で あ り又 ヰ ｦ

在してゐ 1= もの と思はれるも のを例記するな らば上 記子，院の外手伝日山 、位保i J J 、jZ4裳 山、

奈 良山、高似| 山 、休保/ 1 1、主1¥篠 川、御岐 に諜 仁、長工室 、Aill '功皇后、盤援等があ る。

きて t U 二卒峡京言一|聾の概111告で あ るが 、これが如何の担度 に竣工せり や否やは今走! : に断定

することも 1+' ，来 なレカ; ，C  1)  ，白 ft ll: は もとより僚主1j の小路に 至 るまで今に多< lHlli ，境界 等

として相首位置に遣って ゐ るも の と忠はれるも のが多数にあること 。( り 質史により 京 J)t(

が時 ａ 完成 せ ら れに期間 が ｩ 年 Ｓ ヶ 月 な ること Ｈ 地 銀祭よ り 選者 ＱＱ 迄 ｪ で共 の 他 の ｾ 管工事 は

引続 き濯者11後も行はれにこと 、( 3) 卒 J攻京は70飴年総航せる こと等 よ れ a・IJHt iめ大路 小

路 、 水路 の 付 答整 理 、 官吏 の邸 宅 、 寺院 ｩ ｩ Ａｩ 皆等は Ｑ Ｑｉ ｾｫ 完成せられにも の と想 像 して間違ひ

無からうと思はれる。

斯 の如1 ＼書，ｾ ｩＱ ｇ の 業 、 Ｉ￫ Ａ出 之裁 と ｦ 言 ・ じ てＯｉ ｜ ｾ七上ったＱｦ ｦ 者 ＱＱ も惜 し 〈も七代七十 除 年でＡ 表部の

運 に謹ひ、而j も- 1- 1成者 ＱＱ と なるや 、 Ｉ Ｑ｜ ・雌の Ｇ ｉ ｉｾ 殿諸 ｉ Ｂ ｊ の主 要 部は 止 ｌ に広されて 長岡 に 迭 され

に矯め その 表 徴はー 唐 速か で あっ Ｑ］ Ｐ 長 Ａ 問巡ｲ， ｉｉ も故 あ って 完 成せす約十 ｾ ｉ 三の 後桓ｩｊＺｴ fi'i の一

大刷新 、新政策樹立 の局めz p : 安巡者11 とな っ 1=。以来約一千年の長き京者11が者11となり( 中途

一二年間? ごり急:激 1j. 幅原濯者11がめ った カリ明 治利! の? まで櫨献し東京i選者11 となり 今 に及んで

ゐる ので ある。



4  現在の奈夏市と都市計量

現在の奈良市街は平J攻京本憾の「附 りjι し」的点北部 に位置 してゐる こ と前述の通 bで、

奈良市街地以外は今は全部田島 と化 し底 k に農家の来落を見せ てゐ るu 近時大軌電鎖、奈

良電鋭の開通 と共 に伏見村 あやめ1也、西大寺附近等多少市街地化 されんとしつ〉あ るo 此

の二舎 祉総により 大 Ｑ ＱＹｌ 奈 良 終型 ｾｩ >  lrl1坂停倒壊の外直域内に回大寺 、あやめ 7也、lfi 城 、j 己ケ

辻 Ｎ 西ノ 京等 五停留 場を設り Ｎ 叉省線闘西本線及機井支お ｩ ｩｾ あり て 奈 良牒Ｎ 京終 牒 の 二 停車

場 あ り。大 阪 へ ＳＵ 分 、 京 都 へ Ｕ Ｐ 分 の 利ｻ 更を ＡＩｉ ｩＮ ｛ へて 正 に大 都 市大阪 、 京 都の 好 き 自然的術 ｊｾ

者1¥市主も なって ゐるo 自動車交通は乗用乗令共に近年急激な護遥振りを示してゐ るが、米

?ごをの教は迫路系統の不備 と共に多からす，。

人口 はi l'i部約53，000 増加率 2.5 %、直域内に於て73，000 増加事 UJ % 我が閣 人口 の自 然精

力11率より 見て若 干都 市人口 集 中性を こ 〉に も示してゐる 。

生声量物防1係より見れば遊覧者I¥i li ・1ニる こと を反持する様に思はれ、- : i J ; を進め て遊覧住宅

者I¥Tii と見倣す べ きではあ ろう が、大都市 の卵? こるべき商工都市で は無いこと第二首j に述べ

1: こと 〉令せて説明する迄も 無いこと 〉思ふ 。

向奈良公闘は世界的名園の一つ 、遊覧者1¥市?こる- -，*は此の公園の，&1，致に依存するも の と

も云へや う。其商積平坦部 山林部を合せて約1，GOU，OOO坪従 にTIT面積の 17 %に詰って ゐるo

次 に奈良現在の都市計重であるが. 法に基き施行者I¥Tli に指定 されにのが昭和三年一月 で

今 日迄に公定になっ? こも の僅か に

匝域 奈良 市 、 平 ｊ 成 村 、 伏 見 村 、 右 ｉ ｜ ｾ ｪＩ ｩ 村 、 明治卒、 ｊ Ｎ 反 ｔ ｬ ｩ 村 、 大 安与 村、 東 市村

昭和 6 年 4 H内閣認可

街路 ( 九路紘〉

同 8 年 5 月内閣認可

の二つ で 巨域は市 隣 接 七ケ村 を 含 み面積約 ＲＴ ， Ｕ ＰＰ ， ＰＰＰ 主 ｉ ｾ に して ｻ Ｎｦ ｪ ｫ 庚 き 観な き に非 すで あ

るが卒城京匝域の大部を 包含せ んとしに こ し 考古遊覧の一範間引芯成せる こ と等 より 決

定せられ ?こ営然の師結である。 これ叉大作 、宇治山削、別 I(J 等 と同じ 〈一一一三市とも 奈 良

と同じく 中小者I¥TIT として者I¥TIT計罪広域非常に院し一一遊究者I¥Tli の特徴 を示 してゐる もの と

去ふ べ きであ らう。

叉ii l霊qlij 路網は設定何路網の中重要にして念 地を要すと 認め られ > lU1I Jj量設計を? 絡 り?こ

るも ののjL路線延長 94，000米が決定告示されて ゐるのであっ て、之をスケ レト ン として 闘

示すれば第二|位1I奈良部市計書11，j路網|色.tlJ の立n < で あるつ其の中二路線 は位世に於て平城

京 僚 坊 の三 ￭ｃｴｾ大路及 左 京七 肪大路の一部 に 夫 ｫ 相首してゐ る。而して 事業賞施に 際 して特

殊設計 をなさねばなら ぬと 考へ られ るも のに ( 1) 公l羽内の何路 ( 2) 大切L終則前J附近の何路

( 3)奈良騨前成場等がある 。

( 1) は歩道が公閣 と接ーす る矯 め特殊設計 せるも の、( 2) は電車降車 ロド1・J i l i :であ るに め歩

6 5  VI I I  
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道の一方を特に院〈しE 車泊中日の外駐車隔を取り? こるもの 、( 3 ) 奈良騨前月実場は省、l略。向

上 記の外ほ しいま〉 の言一| 裂が許されるならば奈良牒より公闘に到る 三伐通りは歩車道直別

は普通となすも: f l 的立Jwを車道の中央に置きそ の雨 fJ!rj平沼は綬述車線のみ として遊覧馬車等

の虫nきを目標とする断商をtli
[ふるも商白 いと思ふ。



第 四 間 公 開 大 路C1.lf 二 f際大 路のW[，f;)

mマf 岡 平 披 合 周 問Ut の一家〕

干 必¥1 ¥此 土 堤 (題il Ii t )  

水 田

向 上 〈其の二案〕

:時; 4¥

'1' - ' 爪主 E比

ｾ＠

芝 生

2 4. t> o  ... 

円 3 6." よ( 大平尺 12疋)

朱 J甚 大 F昔

え ｾｬ 控と今 中Ｉ
?I ' 田

/ タ 5 0 ，，ｾ＠

5 特 殊 計 量 に 就 て

1  ) 道路 今後の決定に越されてゐる何路中には古代保t! iの大路小路に相首しに佐世に

設けられるものも想像せられる。が之等設定線は詳しい説明は出来難い。日住特にその ｾ ｉｾ 古

代保訪の大路を活かし観光遊覧道路が主UJ I l であるもの一一般に自分は復古趣味道路と栴し

67 V I Il 



VI I I  6 8  

てよいかと思ふーーに朱w大路、平城 a白周聞の羅城 、0 僚大路等が考へられる O 之等はそ

の主 ｦｉｊｾとする所 から首然帆員 、 路市特殊地設 、 沿道附近の風致制限に重黙を世かねばなら

な し、。 その試築は別措朱館大路 Ｈ 第四回 Ｉ 、 卒 ［ 防 ［［ＢＮ ｍｊｴ 周問 Ｈ 第五回〕 、 公聞大路等のｾ商闘に

示 す主n¥である。

朱雀大路復原に於ては古代の雄大を似ばせる方法として出来るにけ庚場的にする こと。

即ち中央二車線の車道の雨側に 小植樹祢を 、 その外側に約l陥員 20 m近〈 の芝生及荒地帯を

世き芝生粋は遊歩散策用とし、片 側の荒地帯は直糾を利用せる乗馬 、競馬その他運動用?こ

らしめる。外ifj[ Jの雨植樹併は中央部のものより透か に陥庚〈し( 約三似) 摘樹も大なる もの

とする 。

次の卒披百周問の道路は往時羅域が存しその Ip日員も大路より +j ' j k庚〈浩られに如〈であ

って 、今恨に之を天卒尺12丈なる設を採り設計するこ と固の如l し。其の第一笑は* ，1 1 ) 攻を棋

すニ1::提のこと量を得るE t め rr M側に沿ふて溝渠をぬ1撃する百十聾 とせるも の。土山は張芝 とし

天端に相l佐の慌木類をkf i . へるも可ならん。土堤の外側は芝生とし遊歩川に首; て更に共の外

側に二車紘の車道を設ける。共の二築は溝wを設けす芝生;併を旗 〈せるだげの相呉。

次に O保犬路の設青|ーであるが之も断商li&1の主n ｜二種の築あり。其 の 第 一案 はＡ［，ｦ ｾ 二楽 に比

し歩道、植樹併 、車道の三匝別をハツキリし? こるものに過ぎす。

次に皇陵; 也持活路とも 郁すべき路紛が一つある。之は現在直域内北部に散在せる御陵墓

を主として巡1!'. 1するに一泊肱せる道路の無き不{ 更を布nふもので奈良坂に強し黒髪山の景跡地

主? 経て西行し丘陵を縫ふてあやめ池遊園地を廻り尼ケ辻にて既決定線に結ぶ1象定のもので

ある。その沿道下付近に元明 Ｎ 元正、卒抜 、 孝説在日 ￭ｾＱ 患Ｉ 、 成務 、 安康 、 ｩｬｬｦ 仁等の各天皇陵 、

盤厳命 、目 薬問1・経命、 Jf，rI l:ifJ皇后等の各皇后陵の外ウワナベ‘ y也、コナ ベ他の雨御凌体設地、

不退寺 、私篠寺 、苦: 光寺等布り。

: ; 7 ( に計費決定路線及設定紘を合せて何路網全般を考察 するに現在奈良市何地を中心、とせ

る迫‘ 路志向と西大寺を一副中心とせる道路網と の合 した二中心型を なしてゐる ο f古J広域外に

西南方に郡山町( 人口 約 16，000、城下町で商工業的な UJJ ) が後続してゐるが . 法に基 〈町村

者 ｉ ｜ ￯ 同十聾の可能となれる今 日之をも包含して 何 ｩ 路網を考 察 するならば網の ｾ ｾは首然奈良 郡

山を夫々 中心とし西大寺 を小中心、とせる 三 中心型の道路網 となるであらう。

2 )鹿場的な るも の 平城宮 ｾ ､ Ｚ 全音 Ｑ ｜ は建築物敷地より留保すべきであって上記羅 ｊ 攻式Ｈ

土坑式 〕 道路で悶様さすこ と 〉す。現在は ＧＺｾ￧ｾ 止 の約壬 ｬ 三分の地積が史蹟地に指定され 、 設 史

蹟土也の約 三 分の 一 大極殿 ｾｊ ｉＺ ｾ中心とせる ｝ｾｊ Ｚ ｊ 主主院批が固有地 と なってゐる。者 Ｑ ｜ i  IJ" ii 十葺に 依る

特殊計量ーは この史蹟{本千7・の目的と 一致し更に之を逝究者:1¥市の一施設として爪用せん とする

ものである。

朱Ｑｴｾ大路は共の ｉｐｉＧ［ ［ 員 ｩ 恨めて腕〈従って之が復Ｉ京に於て都市計聾 Ｑ ｬ ｩｪ 路として決定する こと

不通首となっ 1=場合は I ｉ ｾ 央の車道部分のみ道路と して 決め雨 ￭ ＩＧｬｬ ｊ は べ 、 ｊ ｴ Ｎ ト ［Ｑ 犬 の成場 として決



定する の も一方法 と思はれる 。

叉づ{ミ千芸大路の南端羅生門ぬt一一 現在郡山 ll iJ 内で ライセ 具の ある地一ーにノj 、紀 2:庚場 をTZ十

査する ことも労! ¥意義 でなかろう。

3玖J 地土坊歩

業者初都|日l川1バ山|じJ でな〈逝! 斑詑 L民l七: 宅者刻都1刊l市 とE珠象惣すベ きでdあbろう力か〉ら共の用注地域の内詳割合はt住1:: 官をを?最

犬 とし三ヲ弐3た;ωL 、ででι' . 業地!域攻 をを?泊嘗に首配t し工業土地也域は 筈む剖lリl合に小蘭積で可いや うに思はれる。 E或Rは

全 〈 工業 地 ｨ抜 Ａ､を ＿げ ｦ無Ａｉ爪 Ｑ任 ｈ しレ 車抑ド Ｚｩｾ 仁二 工 ι 業 地域 Ｓを＿ 意 ｬ味Ａ床 ［朱長する米指 ム ｴ とする こと も 考 へ得る こ とで 、 この地

域{Il il も特殊計聾 となる と云へ ないこ とも 無い のである 。

4 ;風 致I也匡 現在奈良公園の大部分は 玩に 大正11年及 昭和 3 年に名勝地 として指定 さ

れて居1 ) ，11! に公国内及附近には腕令に依る 建築物取締規則が行はれてゐる 。叉御陵附近

に就ては二 、三の内務省訓令 に依 る取締が行は れて ゐる. 従っ て風致i也F ーは これ等以外の

風致呆勝地 を先づ指定する が遡蛍 と思はれ; 或は地方計藍に似てる緑地計葺 として成大 な地域

を計置 する こと もよい と思ふ。

結 ひ

1:1、上第五郎に於て私は色 k 勝手な 「特殊計笠」を主jj; ベ f: 。力日11{ りはそれ は氷 f:' 計呈!ーの三十

重杭皮である。 これを 事賓 に者11J! i計i fUこらしめる こと 、之は必す・し も困難では無から うカ;

更に事業化 するに は ? 其の事業費制は ? 財政計聾は ? と* ると私は一先づ後退せき'

るを得ぬ コ と云って共等の見首が全然付カ〉 ない からではな し、。急:ぐべ き桂の灯期で はな し

ょし好機としても 此等のブJ 商を 考ふべき 人は自づ と他に あるで あろうから 。何 と負( rJ '1'1-
1
，み

の強い こ とか ! 。 と? ( J1il 革Il 8. 7)
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『 訓 圃『

5Lt T切に工三m
. . _ ーーーー暢 ＡＡＡＡ［ＮＮＮＡＡ・Ｍ・ ｆ 哩ｾｾ喧 ｬ ー」

守 ・‘

a ・i

1  ＿ヰ ー ンス大通り懸賞［設昔ｼ競技 ー さｾｾ［［ Ｚ［選者 ｐｨｩ ｬ ｩｰ G.  B .，rtlett 氏l話l案 : 卒百回

2  同首j 業地帯透視凶

恥ザマ; ; ;

3  [i iJ j HU佐透脱凶

VI I 170 

タ ヰ ー ン ス 大 逼 り

懸 賞 設 計 競 技 園 案

• 
ニュー・ヨー クの クヰ ーン ス

大通りは 、 クヰ ー ンス 中最も 発

展迅速なる 地帯に あり 、而 L

その 中火大交通勤j派棋にあ? こる

ので 、先般、こ れを整頓 し美化

すべ し その百 |聾笑を! 懸賞競技

の形式によって j しく非4たされに

所 、容1 F . の結果次の諸氏が入賞

の柴を路つ? こ。

1 等( 賞金 200 ＡＩ ｉｾ＠ ) - Phi l i p G.  

Bartl 巴tt. Manhat t an 

2 等 ( 賃金7511リ- Albert Stur 

Manhat t an 

。

競技はクヰ ーン スボロ |荷業合

議所の主催の下に行はれ、そ の

慣行は 、土地Fyj' 有者 ・商工業組

織 ・金融諸機酬など の親? となる

協力により . 極力迅速になされ

んとして ゐる 。



百 而 正 司 F 百 γ マ百市百円ロニコに: =: : : : ; : : : J I  I  C: コヒ= = = : J C: コ Il n ｧ 向型 平マｾ i¥oon 口二二コ I

4  クヰＭ［Ｏス大泊り懸賞設計競技二 ｾ ｴＮ Ｚ Ｎ ｉ ［［ ｾＮ 選者 ａ ｬ｢ ･ ｲｴ St urr 氏例 案・ 平田i 悶

4・
クヰ ー ンス大通りの位置は現在徐

り交通複雑にして人口符度多大なる

場所を山めて居ら子 、省: 施の比較的

評易な ｨ 長女地にあり 、 将米 ｴ ＡＭＺ 居地 ｊ ｾ え

として順調なる護展を期せんとされ

てゐる 。 ij -I霊の趣旨も従ってこれに

基いてなされ? こ。

• 
第 1 等入選者 Bar tl ett 氏の提出

築は 、帆約 200 択の公園都を大通り

の雨側に設り 、テニス ・コー ト、遊

歩場、自動車駐車場などを含 める紘

地 とし、 休養詑に美槻上大いに役立

に しめ 、下町又 、; 将来経済的必要に感

じて、高級住宅を建設せしむべき敷

地として残しにる離にその最も特色

ある計葺が見出 され る。

公園ヰ1Fに接して 、大通りに 平行な

る道路を距てて 、中流階設用 のアパ

ートメ ン ト或は積立家屋あり 、都市

内に於げる適切なる理想的な る住居

形式のーを暗示 して居 る。

闘形庚場附近に は公間帯な し 周

A  

5  同街 路附近の烏敵篤良

、¥、

7 1  VI I I  



6  シy シナチ ・ュ= オン厳存停車場烏』敢闘

7  シ Y ν ナチに於け る新前旅杭: 停車場町位岡

V" ' 72 

問に商庄建築物が建ち 、叉 、東西に過す・る何路との

平岡 交叉ｾ避げるにめ建築的な陸橋が架せら れ 、 共

にこ の地帯の中 心地? こる感を抱かせしむるに役立つ

て居る 。

。

第 2 等入選手f ｓｴｵｲ ｲ 氏 の提 ｬｴ ｬ ｬ ｾ 震も趣旨に於いて

Bart !ett 氏のそ れに近似 して居る 014:列家l平1洋を|陥

約 200 択の公関市内に押入せしめ、残 り100 択を級

地として大通り に商せしめ 、家屋への接近には専 ら

大通 りと卒行せ るU5二次的街路による。

殊更に商業中心なるものを7象;想せ十泊営なる間隔

を置いて趨首なる建築物を通営 に配置せる所 S t un

氏の築 主多少異れる鼎で ある。 ( 古川 信武)

( - Theλr cbi t ectllral Hecord， 1933 年 l 月鋭Yiil ま う

シ ン シ ナ チ ・ ユ = オ ン 接 客 停 車 場



4砂

従来 、
ン ン シ ナ

チには十三の錨迅ー

が五つの段容停車

毎を? 通じて入込み

45為ーの市民に 日々

多大の不便と不愉

快を興へてゐ? こが

本 年 3 月 ] 9 日、完

備せるユ= オン後

容停車場が完 成 し

者Inli e 銭也と の間

に完全なる統ーを

見るに至った 。

4・
本 弘 容停車場は

工 Ｑ ｴ 約 Ｔ 千 百 寓 グ ｉ ｾ

而 積 287 エ ーカ ー

銭材 4 高 5 千 5 百

噸. 担凝土 22 寓 4

千 5 百立方五15を!J!(

してなれる色の。

アメ リカ の代表的

ユニオン般客停車

事 、 シカゴ 、
クリ

ー プラ ンド 、 オ マ

ノ、 . ノ〈フアロ ー な

どに比し後るとも

劣らぬ!JJ; ぇ;t 物でゐ

る。

4砂

ヌド徐容停車場i '
8  

シ ン シ ナ チ ・2
ミ オ ン }ji"('(<，:

停車場 Is 首脳

計前洞糊糊王翌訟!口J:すf こ;ぷ;;:;;;;ご
2ごf々;Lr?の並釘如I日 吋l

七峨餓道齢町伶
鮒枇伽…の斗; 繍…孟; ;弓; 訂コエ』止?廿ケ?ナらω山 九

2  

3  

五 官候客停車場i ' 陸J上・せなりればならぬこと z

Hぬ虻山U=に山山こ日比とh。

一一一一一一一一一一ー

7 3  v 川



9  シ シ シ ナ チ ・ユ エ オ γ 彼等主停車場兼合 自動車乗降場軍事長

4.  街路の艶史及びづl彩色ひ. 新高架街路の建設 、卒面交叉の除去を や らねばなら ぬこと 。

4砂

本放客停車場を計聾するに首っ て、次の虫nき一般注意事項を基礎としに。

] ， 般客と銭高 とに劃 する雨施設は互 に直後接闘を保? こしむ ること 。

2.  自動車 ・グクシ ー・ パス ・市街電車など の市内交通機闘と放答:停車場 との連絡を凶滑ならしむること 。

3.  自動車・タクシ ー・パスなど に射する 駐車場は、旗客停車場 自身の目 的と 美観 とを? 寄せぬ範閣内に於

て便利放る場所に設 〈るこ と。

4.  平面た|撃は リン カーン公|主|に過する 接近大通りを基礎としてなすこと D

5.  肱答:停車場前陳場の地下を通 りて市北の主' 2; ( 1.勾路であるグル トン何に充分なる採光と; 由加l ff とらし

むること 0

6.  終予Kの飛行機着陸場 との連絡をl品|るこ と。

• 
本1夜客停車場の主要階床は線路上約 20 吠 、街路上約 35 択の似世に あ り、本fr.の雄姿 をぷ現す るに最

も 有 利 で あ る 。主 要階 に は 、 コン ユ ー ス ・ 待合室 ・ ｉ ｉｈｌ 室 ・ 手 荷物 受 渡 所 ・ 食 堂ｾ ｾ ｾ放客施 設 が設 げら れ Ｎ ｾ ， ｹ＠

下は鋭治級設が設り られ てゐる。釆降怒と コンコ ースのよ! l i 絡に斜聞を使川 しに知、本屋 と市街交通機酬

との辿絡に後者を 階下に廻 して IQIi1' }なる 1m)最も? 試み んとしに111は共 に本放客停車場の最も 特色 とする所

であら う。 (  - T he  Ar chitcctural  F 0rul U Ｑ ＹＳ Ｓ 年 Ｖ 月 盟 主ｊｙｲｾ Ｍ Ｉ ( 吉 岡信武)

V i i l  7斗



都 市 I/ζ  闘 す る 資 料

ーー・戸-

一-

四

'1免近者1¥市の急: 激なる強逮は 、者Irdi をして似る複雑にして且庭理の困難なる多〈の問題を

有せしむるに 至つに 。

ぞれ等の諸問題の1'fr決は 、者I¥di その ものの1仰向1] 研究 、換言 すれば都市を構成 する各要素 、

!JJ rに古I¥iti の有すべき各種機能の十分なる制究に依 つて のみ得られるものである : 最近者I¥i li

川副に就いて多〈 の制作機酬が設り られる様に なっに のはこ の趣 旨に基< c  

ドに摘ぐるは者1¥di に取って根本要素とも 言ふべき 三 IJ Lf のデータ の抜本である 。 ( 昭和 7

ｾ ｉ ｾ＠ 12 月瑳行日本部'i[ i年鑑より人口 l O;tl'!; 以 上の都市のみを抜率)

l 面 積

表は各-di の土地蓋・阪に記il戎されに各 陸土地の商積の合計ーであり、単位はア ール ( 100 卒

方米 30 徐坪) をJ;J、て 示 されて居る。

近来各古'I¥m共隣接111) 村を合U干して市城 を蹟援し. そのffij 積も従って急: 倣に増加する傾向

があり、本表作製後i li 域機張を行ひ? こる都市も相官に多しそれ等の者1¥市に就いては本表

に示 されたるは宮市域の面積である。

2 人 口

都市の人口は出産に依る 自然的塙加のほか に. 人口の都市集中 の flJ i向と 最近僚に行はれ

る各都市の市J:e!<:蛾，}長とに依って 、急激に桶川lする 傾向がある 。

表は大疋 14 年及昭和 5 年同年11t の園勢制作に依 る各都市の人口を示すも ので、雨年度

の人口敏を比較することに依って如 何にそ の榊 }J JI の急激なるかを夕、11ること が出来ゃう。

3. 交 通

者|叶i の交通機闘として主なるも のは我閣では現本の所電ぷ仙道と呆合 l主l動車とである 。

交泊量 の危 Ｚ激な ｊ［［Ｇｾｽｊ ｉｉ に鑑 み 東京市 大 阪市 の 虫 ＱＱ き 大都 市では 高 ｩ 密度地下 ｴ 読む完備が計 聾 され

ては居 るが。

路面電気軌道は今向者|叶iの重裂な る交通機闘であるが、近 来一般経済界の不出と 乗合自

動車並にグクシ ーの稜逮 に伴ひ、建設費の上待問と営業費の削 1)，衣維と 相侠って 、一般に事業

不振の以態にめる。

それに引きかへ乗合自動車は 、他の交通機闘に比して速度の大なる製li 、乗降の便利な却1

等 の 長所を有し 、 創業経営に封しでも僅少の資本を以 て 簡易に これを なし得る等 の 理 ｉｬｾ か

7 5  VI I I  



各 都 市 の 面 積 ( 昭和ベ年初現在単位アール〕

ー郁 市 綿、] I J I 綴 :lIs  市 総 而 f){ 事官 市 総百五 :fH

東 京 市 4，3; 0，937.0  仙 主連 市 701，157.8  佐 世 保 市 499，720.4 

大 阪 市 1，85 1，279.0  央 市 484，198. 3 新 潟 市 199，364. 3 

京 都 市 604，293.7  札 幌 市 225，064.5 堺 市 149，080.7 

， 名 古 庵 市 1，495，927. 3 へ 幡 市 385，583. 1  和 歌 山 市 161，445.0 

市l' 戸 市 8 18，989. 0 熊 本 市 391，810.7 横 須 賀 市 102，059. 8 

右奇 首5 市 1，338，763. 3 ｾ＠ 津 市 185，830.4 被 松 市 145，372.8 

/ii:( 烏 市 698，804.2  |河 山 市 -・・・.. 門 司 市 415，9α) . 5  

繭 | 河市 574，585. 0 小ｾ ｡Ｚ rl1 
-ー・・・ . 川 崎 市 317，724.6  

j毛 崎 市 395，354. 6 Ul!. 児 ぬ 市 167，345.2 

i前f I i r rt】 188，012. 7 I 静 岡 市
380，00つ.0

各市戸数及人ロ誌各市都市計董 匡域人口

市 内 の 人 口 l  - の 人 口

都 市 名

llii 羽l五年 ! 大正十問年 …i大 正 十 師 一 一 年

) [  Ｉ ［ ｾ市 414，630  421，852 2，070，9 :3  1  1，995，567  11 4，986，913 1  4，109，525 

大 阪 市 541，033 483，990 2，453.573 '  2，114，804 r  2，527，082  1  2，170，153 

京 都 市 178，327 14A，672  737，616 679，% 3  l' 984，550 855，3 13  

名 古 民 市 190，379 164，141  907，404 768，558  P  93ヲ，901 796，9 12  

前l' 戸 市 16? 075  151，505 765，142 644，212  853. 997 761 ，987 

横首ｾ Tli 135，929 95，377 620，305 405，888  724，657  589，779 

f>1( ｾｨ 市 58，951  42，866 270，4 17  lM l !  270，417 323，65 1  

問 問 市 43，496 28，029 228，289 146，∞5  275，852 230，022 

長 崎 市 42，833 40，550 204，626 18ヲ，071 231，582  216，202 

1函 館 市 33，291 33，3 18  197，252 161，972 240，903 203，496 

1111 益 rl1 26，814  142，894 202，0 14  175，383 

ラi二 市 39，120 29，872 19:1， 282 138，863 11 207，253  184，80つ

札 幌 市 32，i 52  28，726 168，576  145，065 11 220，0) 1  187，774 

へ 申 前 市 36，493 27，079 168，217 118，376 180，3らら 138，699 

熊 本 市 32，383 29，032 1  64，46CJ 147，174  181，320 

〈在 海 市 33; 810 32，455 157，31 1  147，420 16ヲ， 120 158，288 

岡 山 市 日1，021 28，005 139，222 ＱＲＴ ， ｾＲ Ｑ＠ 154，987 140，080 

小 梅 市 27，949 26，55ら 144，887 134，469 15ヲ，054 147，106 I  

}11dU h 司I 27，235 24，527 137，23o 124，734 185，258  172，165 

静 |河i ! i 26，323 16，524 135，48 1  84，772 156，579 139，367 

131，639 

佐 世 保 市 18，038 133，174 95，385 15o，689 

ο 3 0，468)  

新 潟 市 24，817 22，077 125，103 108，941  171，157 152，331  

J1¥ト 市 26，3 18 23，145 120，348 105，009 137，657 104，202 

和 歌 1.1. 1市 26，253 21，517 117，444 95，622 159，548  

146，433 

(  142，048)  

横 須 賀 市 18，429 110，301 96，35 1  167，287 144，585 

治 松 市 22，284 18，925  109，478 92，152  145，8 12  124，751 

門 司 市 24，449 2 1，750 103，130 95，037 108，130 99，104 

川 崎 市 22，271 11，277 104，351  54，634 11 9，283  87，324 

VI I I  7 6  



ら、最近古11市交通機闘として台、激な瑳逮を途げ 、既 設の餓道軌道等に到して多大の打幣を

￟ｦＡ へつつ あ る現 ｊ 伏で あるが 、 既に Ｚｩｪ ｦｾｾ ｻｦ開 始せる各 ｉｬｪ Ｚ ｊｾ 相官［の成申立をあげ居る以態をよ ｌ て

新し〈 この事業を111) めん とする 古11 ､ 刈 ｩ 以 めて多 し現 在事業計 ｾ ｈ ［ｲ ｬ ｬ を 体へる 古 ＱＱＱ 打 のみで も 、

小博、 11岐阜 、松 山、宇都宮 、岡 崎、八 戸 、 l'昨日 I Iハ ー伯 、合 敷 、以降等がある。

三 大に ｊ 品ぐる表は電 気 仙沼乗合自動車 Ｚ［Ａｊｾ￯Ａ i世? のもののみ にして、者11diによってはそのほか

に下w者共私設合枇経岱の ものがイがすることを住耳、するd{ : . 嬰が ある D

市 営 自 動 車 事 業 概 要 。ln手n." .1，ド!広 〉

*  

人 只

XiI 市 幸子業路瓦長 間 延 長 ヰE 綱 総 数

122. 8粁74 
人 人3区8  

).l[ -〆: ; (
市C 11D 17 1. 086 652 :  52，134，5  

大 阪 市 122.069 2':0.439  415 
お 950124 i …5

ｨｾ＠ 、 都 市 45.629 9 ト259 136 8，678，827 1  11，489，902  

名 古 摩 市 54. 己12 10 1. 766 125 10，357，515 

前1
1

戸 市 -14 39 84. 1  55 1，693，04う

横 部 31. 40 33.20 45 4，47! ，062  

ＱＱｾ＠ 本 T宵 25. 27 2ヲ14 26 1，232，518 2，084，657 

U's ｓｾ＠ ) : . 古市 22. 373 29 1，826，029 1，826，029 

''ll 

佐 1止 保 市 9. 08 3，753，988 

市 営 電 車 事 業 概 要 。!日平11.'1，.1，1三皮〉

宅? 着色 路 ｋｾｾ＠

都 市 管 業 医 岐 11I 柄 数 延 梁 キ字数

l i.:  長 延 長

173. 粁20 345. 粁32 

人

耳i
1j・.，、.  

市 東京市内及近郊 1，644  369，737，703 

大 阪 T打 大 阪 市 内 102.81 204. eo  929 280，805，736 

J、.， 
布2 市 京都市内及近郊 56.23 112. 14 417 101，047，471 

名 古 般 市
付 属 市 内 |

53. 53 106.78 328 67，961，679 

市1
1 戸 市 前1

1 戸 市 内 30. 31 60.57 386 94，161，025 

桜 語5 市 絞 首5 市 内 46. 44 92. 88 244 49，406，480 

仙 E送 T行 1111 選 市 内 7.49  14. 67 31 6，879，775 

ヰし 腕 市 札 幌 市 内 18.二0 34. 30 71 16，891，591 

自民 本 叶7 熊 本 市 内 10.30 20.20 46 12，646，294 

鹿 児 島 市

l也) Ua市内 2え

15.68 24.71 52 11，∞0，429 

〉庄郊

4. 財 政

我悶 ｬ 祉合経憐 の強展 にＱＧ ＱＺ って 者 ｉ ｬ ￯ｬｩ 財政 の ｉｊｲｴ Ｏｊ ｬ ｾ は最 近特に手干しし、も のがめ る 。

7 7  VI I I  



数 字 的 に見 るに、 明治 3 9 年 には金問者11市の成[十1は 4 1，055 ( 千同 ) に過 ぎなかっ1=のカヘ

附 仰 3 年に は 84 1，725 ( 千IUI) の約 21 併に 建 して居る。

これは電気 、瓦!t1i ' 水道、都 市計需事業等書IITii の建設経昔、に要す る究用 、 これに作ふ-rl'i

債 費 その他 各種別合事業 、土木事 業 、教: 育司:j .業 、衛生事業等の一般地方経 費 のJ怜力/1に依 る

こと 勿論であ る。

これに劃して議 入は如何。言ふまでもな 〈支 1:1'，の琳加に 1' 1ぞって榊加さ るべきであるが 、

その哨力/1は税牧入よりも iF ろ租税外牧入の精力Hに依るもの多〈、最近では租舵外j汝入力 ;iill

￯ｩ ｪ 歳入の ＸＸＥ に達する ｷｾｲｌｾ である。

これは一部分は園出 下渡 金、同補助金等の逐年増加lせるに も依 るが 、主なる原因は都市

が電策 、水 道、五斯等の事業を公営すること多きを力/ 1 へ 、 その輩出の精力/1に舷 じて 、 その

事 業に依る各種厳入の増加l し? こる震に依る 。その他 土 木 費、衛 生費、 教 育費 、ffd: 合事 業 費

等 に於ても 、 その経営の矯には ￯ ｬｩ ￺ Ｇ Ｈ によること多〈、何れも租枕外牧入士ＱＧｾ［ｬ ｊｉｉ の原因を作っ

てJil +る。

これは各種事業 に劃して都市の抗日J範 聞の嫌大を怠n; j とするも のであるが、一 面に於て者11

i lj のJ!オ似の澗潟を語 るも の として注 意せ ねばならぬ。

各 市 歳 入 及 歳 出 ( 昭和六年度〕

ボil 市 歳 出 納、初 歳 入 総 官l
l 都

市 抜 出 総 省l I 歳 入 綿 租1

大 阪 市 173，514，280 173，514，280 熊 本 市 3，072，453 3，072，453 

東京市( 怒〉 178，255，353  178，255，763 令 津 市 5，432，631 5，432，631 

京 都 市 39，号32，509 39，943，51 1  Jl!¥j 山 市 3，294，462 3，291，462  

名 古 屋 市 29，313，∞5  2
Q

，313，∞5  ィ、 ;惨 市 4，158，225 4，158，225 

市l' 戸 市 42，322，279 42，322，277 鹿 児 島 市 2，55 1，409 2，551，409 

桜 漬 市 27，705，17 1  27，705，176 静 岡 市 4，612，304 Ｔ ， Ｖ ＱＲ ， ｾＰＴ＠

成 島 市 4，727，794 4，727，794  佐 世 保 市 1，835，644 1，835，647 

阪 伊;j 市 5，073，082 5，07::>，032  新 ｩ ｔＮｾ 市 2，428，706  ｾＧ ， ＴＲＸ ， ＷＰＶ＠

長 崎 市 3，632，i 96  3，632，796 堺 rll 2，613，664 2，6 13，663 

函 館 市 3，907，171  3，'>C7，173 和歌 山市 1，847，292 1，85 1，493 

{III 選 市 3，940，166 3，940，164  横 須 賀 市 2，348，040 2，403，528 

央 市 1，764，899 1，764，9∞ 滋 松 市 1 ) 30，645 1，730，646 

札 幌 市 3，960，8 11  3，960，8 11 門 司 市 2，170，721  2，170，720 

八 術 市 2，206，796 2，206，795 川 崎 市 2，142，996 2，142，996 
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ハ ル デ モ ア 市 の 不 夏 地 匡 改 夏

1923 "1ょにパル チ モア市の改良事業委員合 ( P nbJic I mpJ 川 ement COJ l l J n  iss i" n)  (土、汚 染 芳 成

せる ー 閣の主tt 築物よりなり 、 多年市の健康地| 品 のJ 二Iこ汚 駄 を 示 し来った 一廓 一 一 そ れ は 高 度 の

結 核 の比三F によ り11市術部務 ( L u暗 Rl ock ) と呼ば れて ゐ た も の で あ る ー の 改良 事 業 を 計 設 し

そ の手始めとして 有 色 人 紹 子 弟 を 収容する 拳校の敷地と して 此 の土地を獲得 するこ と を決 議 し

た。以後建築物の破援は開始され 192う 年 に は 公 立 第 122 小中拳校 ( Publ i c i'i chooJ  :1¥0.  122 )  

が主主設さ れ た が、常 時 は7を令 の飲 乏 1てて、更に改良事業をi J . I j 捗せしめる ζ 止不 可 能 であっ た。

其後 ｾ ｃ｜Ｚ与 ｾｙ ･Ｎ ￮ ｩ Ｇ ｬｾ の増 ｉｊ ｩｊにより 槍築 の 要あり てとれは ＱＹＳ Ｑ oloに建 築 さ れ た 。 最 後 に 不 動 産 局

( R oaJ d of  E st i J l l at es ) ，公闘局 ( Park ｂ ｯ ｡ ｲ ￲ Ｉ と 改良事業 委 員舎の ｴ 宮ｾ 1J により約 3，OCO.): 1' ( 2Yz 

a<: res ) の公 闘 と 運 動 場 を 併 せ 計Zif す るに足る 敷 地が狼符さ れ た が 、前二百I局 は 各 l ∞ I，OJ Q刷 、

委 員 合 :l 2 W，000 闘 を 分 携 した。

ＱＹＳ Ｒｾ ｆ 事業 の 完 成は聞に見る如く俊民 の 脅威を消滅せしめたる の みな ら ず、 疑もなく 接綴地

の 改 支 を 蔚 らし め たの であ る。 全部 の 改良授 は l ，e∞，Coo 闘 を超へ た。

( The  A mer ican Ci t y 誌より 内藤亮一〉

注意すべきは我閣の 不 良住宅と の 比 絞 、 及我閣の不」込住宅地 ｉｾ 改良 ｦ 去による改良事業と占 Ｇｾり

て地 1，池内 には事 校 公 闘 運動 場を建設せる ζ とであるが. 地 区 内 の居 住 者の民主涯を如何になせる

かを 同誌 は詐かに報じ て ないのは残念である 。 ( 内藤亮一〉
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ケ マ - )J.. バ シ ヤ の 宮 殿

ケマール ・パシヤによって企て られに新興

トルコの西肱化 への努力が、師 lこい ろいろ

の方断に質現され1=事は世間周知の事であ

るが . ウインの建築家クレメンス ・ホルツ

マイスター の設計になる彼の邸宅も建築上

に於げる西欧化の一つの表はれとして文化

史上意義あるもの と云ふ 事が出来る 。

邸 宅は遮暑ともにきびしいアンカラの Jモ上

に あって Ｇ ｉｊｾ 下に市街 を見下し 、明 るい立方

JI 'bの奈がさびしい丘の上にー| 僚目立って見

える。住物の主関 、天井. Jぷ等はすべて餓

筋コンクリ ート で . 壁 鴨lま煉1・L . 外部はテ

ラノバ ft J 士、随所に*f Hし 、加l十1:ダIJ 、ベルゴ‘ ラ 、

大理石の氷水等がめる。

( M odc l ' Il e  B川 lfor men誌よ り 本 多 i E泊 〕

VI I '  8 0  

大宴曾場前の主要階段、上部は居間の前の ロジヤ

温室と大理石の中庭



コ ロ ン ブ ス ハ ウ ス

1931年の泰渚工 して 3 ヶ月で基礎 工 事 を終り 、滋

.rj 工 事は 68 日間で完了して事務所建築 工事 の ー記

鍛 を出 した。前面 の 3 階 以 上) ! l . . び背市外部 i-:t rm狭 に

支柱 を置いて 、 その荷重を 令部 3 階窓下の梁にかけ

梁 自身は tt か ら 1. 8 米外 に突出 してゐる 。 釣足場を

川ひた ため、鍛 骨 を 組 みながら 外装を施 す 惑 が 出 来

たから 7 ヶ月 の後 には大 慢の外 形 が 出来上り 、 l 年

ｬＺｩ ｬ に ｊＱｾ 功 した のである。

外部の各階窓 の上下 にある竹 は沼気配線} 刊と民 !日

版 掛 に川ひるため( J -_2 倒 〉内部杭僧備 は 事務所と し

て 自111 にn¥l 仕切墜 を攻防 け也 事 が出来 る 苧 うl亡窓 の

路子 の見込 を充分成 くし 、 ラジ ェ - ! J 一、fG気 口 等

も 間仕切を考慮し て 牙ｪ［ｾ置に な ら ぬや うに 配置し て あ

る。其他 、熱 、皇室、銀 !IiJ 1、換 葬式、雑 音の防 11 : 等につ

いて も充分考慮 し、設 備はすべて 最 新 の もの が完備

され て ゐる。

( ヘrc hi t ectl l ral Il e¥"i e¥¥" 誌 よ り 本 多 正 道〉
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三 つ の 火 葬 場

A グラツの新火葬場

1930 年夏の競技設計で 64 のlfdf善美

園祭中から I 等首選し? こウィーン の

エ リヒ ・ボルテン ステルンの設計に

よって逃 られ 、H) 30 "1".  8  n起工 .

1932 :::手 7 )=] 止変工しにものでめる 。

設計者・のねらっ 1=問は決 してクラシ

ック の巧 みな枝倣ではなく 、時Ii¥l {t> 

超越しに死の耐にふさはい、ノk 述

シンボル を表現する司王 にあっ仁。

。l ct! c l ' l l c Bal l f urmen 誌 よ り 本 多 正 道 〉

B . オルミユツツの新火葬場

アロイス ・ サ イク ー ル数段のｩｬｘ ｾ Ｍ ｴ ・

になる此のおi火葬場は 、構造内では

あるが同H寺に非常に 印線的でめる D

監は大部分:bH瓦iTIで 、只ホ ールにけ

が銀筋コ ンクリ ー ト1: ｾ Ｑｾ Ｙ ミ 煉瓦を使

用し、 前い町簡は大関二色の漆11ft を

以て仕上げ 、縦 に赤 色ノ1 ラスをはめ

Tこ刺l長 い窓がある。

C ハンフr) (.， 夕、・オー) ( . ，スドルフの新火葬場

A  

B  

設 計 者 フ リツツ ・シユ - .. ツ A ノι l土云 」、「火葬場建 築 に於て は前l' 禦 な 印 象 を型 態 vこょっ f あ たへゃう としては ならないで、只

抽 象的 なプロ ポ ー シヨ y 、 色彩 、 雪 線の 効果 に よ ら れ ば な ら ぬ。 此 の竺 つ のl!!t)さ へ成 功 す れ ば 火 葬 場 建 築の問 題 は 大 部 分 解決

した と云』、取が出来る のであ るが 、先づプロ ポーシヨ γ の駄 につ い て は 篤 良 によって一見 明 か であ る。 色彩と音の里占につい ては 、

色 は高い z ツチのモ ザ イツ タの 主 調 をなす府 青 色 と 銀 色 を除 いては 、色ら しい 色のあ るものはステイ y ドグラス f立のものである 。

而 も架榔の聞の 壁面と窓と は決 して 強いコ Y トラストをもっ てな い で 、色 調 1:1 慾 の llf l分 の方 が 壁のt.l l分 よ ワむしろ暗い位である 。

4・
白町

C  
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正而の ｾｉｪ は 葬式 に 」、さはしい紫色 、 背色 、 緑

色 の決絢を 1，11び た 色彩 で あ るに反 し出口の方

は約ￍＧｾ 、 資色を川 ｬ ひて合唱隊 の音 楽と和し

て 力 強い生 以に満 ち た 色 彩 を 強 制 し て ゐ る 。

之 はあ た か も 悲 しい 葬 式 か ら再 び 生に直 面 し

た印 去とであ る。 泡 燈 l土内外宮、の中f Bl にと っ て

夕暮の式 に も や は ら か な光 を とる Zl:f ; ! ; 出来 る

やうにしである 。普 に つ いて も光と同 じ苧う

な住 ｾ ｜￘ｾ が 扮は れ てハルモニウ ムは直接 総 出さ

せず百二祭はあた か も天井から DiJ へるかのやう

な 感 をあ たへ る 。 鍛勿j コ' / ? リー ト泣 で あ る

に かl . 11 らず 、音 響の具 合 は非常 に よい。

( Fb d、n u.，t 誌 よ り 本 多 正道 〕



B 甲板の大庭 問 、周園に各種事 務 室 を有 L 、1 等高官客の 交湿 の中心

となって居る。

前面窓から海を眺め得るｾ向の ベラ ン ゲ

1 等 の 代表的紛室

コント・デイ・サボイア披外翻

汽 船 コ ン ト ・ デ イ ・ サ ボ イ ア 器

最近まで 、大1汽句高鉛昔イ レ. ドt" o7 ラ γ Z 骨披E、J ノ

プ レ- メ y 披 、 オイロー パ由主/士 レツタス 被告茅に依

って決定された大汽加の411準型 l士、 ずっと磁られ

ることなく保持さ れて来 たが 、最 近完成 し、 昨年

民主女航海に= ユーヨークへ寄港したイタ H ー航路

のコ y ト・デ イ・サボイャ披は 、 その i際特色 のZ究部分

を破 ってし まった。

主主力 、外 籾 及 設 備 に於ては 、北 方 航 路 l亡於ける

船舶中 にも釣 比 し 得 るもの は殆んど ない が 、 ｾｪ 方

航 路に於ては 断然無敵 の女三Fーである。

t忠良回数 48，5∞ 噸、会 長 8 16 択、餌 貝 は 最 大 の 部

分 で 96 択 で ある。

匹1飢 の 9 ー ピ Y に依って 120，∞0 馬 力 を 出す と

が出来、3 個の若者 の附いた 4 つ のス ク リウに依

って 、何 の振動もなしに 27 海恩 の速度を 出すこ

とが 出来る。

重さ 15 6 ｾ艇の三つのダヤ イロス コ ー プ から成る

スペリ ー ・ヂヤイ ロ スコ ー プ装置 に 依 って 、何ん

な暴風雨の時でも左右雨方面に於て 失 々 2} 皮 だ

け動猪を減少するととが出来る 。

汽自白そ のものの 様迭 と調和￥Ｚ保つ伐に 、 持母ｾー の

内部はＡｑ代 Ｈｉｾ に官ＱＧＡｊＧｻＡｩＧｾ設計されて居る。現代建築

の傾 向に従って. 総担任l 憾 のf持活を E::t lhl Cする 綾 な

努 力 l土何 蕗 に も 施 されてない。

'11組や機械設官ii 1) :fii; に出来る俊な部分を E::t すよ

リも利用する ことに依って 、 それとｾｾｾ の 椛迭 に 設計

を迎合さ せると とに成 功 し て 居 る。

不ｾ、嬰な絞飾ｾを Ｉｉｊ ひて 、 ｝ｧ Ｑ め ｶｊｩ で考 へ て おい

た訓子に各市; を泊合させるすjJ t な努力は一つ も試み

られてな ν、。との鮎現代i j 1 ; 築家の大いに参考ーにな

る ζ とと ，守、」、。

(.-¥r chi t cct山，，1 F Orl l m 誌よ り 新名郡: 夫〉
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6  ｾ皆 試 控室

7 階 監 視 廊

I 階 平 面 画
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フイラデ) L . フイヤ WCAU 放 送 局

最近竣工した WC A u ピルデイ y グの上 部三貯

を占め 、 コロ ム ピヤ蓄普 機 合員上 J系の放主主坊である

第 6 階 に は 四 つの主i J l I n-xrilffi 、主 要試聴B ' : 2土料I

T盟系がI反られて府る 。各欣な集には夫々 別 がIv-， ;Jl J  

3在家 、玄闘及集者住其f也の諸 活 Jt を入れる 物置がj : f j

いて府る η 7 階には接待: 室 、強1i!i 放 送 室 、一般 試

聴室 、 試験祭 、 銀吾二年 ￨ｾ 宇がある 。 Ｘ 階 ｬ 工 作業 事務

:. f e & 庶務事務宗像になって府る 。

¥¥' C A U ピノι は位騒な j!li業1有にi l l : てら れ てか? る

の で、 放送塁手: の lf 容 の問題 のほ かに 、1行の5重苦 を

防』トーする必要がある 。

タト墜に I訂する完まそ の他企: て の関口は 、 それが Ji'J.

i: g$. に 聞く限り 、特 殊の防 音 装 置 を以 て年七附する

必要がある 。

各 放 送#: 2えそ の補 助 祭の コンク リート ・プ ロッ

ク 統 の 基ｾＧｩＡｦｴは 、 古ｾ ｾ、限り外壁とは 獅立 ｬ こｻｬ ｲ ｾ 、 外

壁と の IHJ にエヤ ・スペイスが 干fーす る 様 J'こしである

盤 、 床Z土天井に施された| 均音装位 11 . 何 れも家

の指弾必的組立とは絶縁 しておかねばならないから

欣主主室は本質 1-.一 つ の 案 内 にあ る 今一つの なW/ )

殺 な 工 合 で あ る 。

絶 縁 の 目 的 は主主仕上のプラス F ーの下 に. 特 殊

な 方 法で コルク の絶縁也をもIU1J する こ とに 依って

記 せ ら れ て 居 る 。 床 は 「ア ローチ y グ・フ ロア」と

秘 して 、規則的な形の コルク ・プ ロックを床仕 上

の下に敷いて床スラプと分離する 。

究会 Ｚ ｴ て外部の音寺ｾＡの影響から免 れるｩＮＧ｢ に は 、 放

主主祭に袋綴せる各室がイr.": ｾＧ ｾｬￇ 防甘さ れねばな らぬ 。

訓猿黛は放品ｾＣＺ ・ と同様な取扱と し 、 ぶ聞は 特列 、 Ｐ

1;右苦タイ ル をi Mる 。 その 1' .、 ζ れと.1F の窓 口uのDM1- 1  

は、F託子.W共 に 特5) IJの防音波置を必要とする。脱

税窯も亦防音装置を施 L 、総 子:窓 lよご京と して え

全に放送実 と音響的 に絶縁する。

音容 の ｻ 別冊＿状態を王出ｾＡ的ならしめる Ｑｾ に 、 一 つ

のWi 若手を JL礎として 、騒 々なる 1主験 が 行 l土れ 、各

百i の仕上材 料 の l投-g: 8容が研究せ られ た紡娘 、各 放

［主主に扮 して は室内壁ｌＱＺ上 ｩ こロックウーノ ｌ をｾえ ＱＩ

-iV!<れる ζ とを防止 する侭に打抜メ タル又 lよ織 物 で

上 を 被 援 し て おく。

放 送 室 の 一 端、 その;$ 分から蹴奏が欣なされる

部分を放送手Ｚの 「 ライ プ ・ エ ｹ ド 」と干の ｌ 、 その ［ＧｾＮ ｉ［

分のｾＦ天井は ｨ ｾ い材料で仕上げられ 、 音波をみ ・

の 他 ｾ Ｍ ｴＧｩ ｲｬ rデツド・エ ンド 」ま で よく反型車して 、 そこ

6  ｾ皆卒面園



1'-こ据 附 け ら れ た マ イ ク ロ ア オ ; /tこft< って 、各 普 が

明 際 に 受取 ら れ る 様 に工夫されてある。

Ｚ卒ーのす Ｗ ｾ 至 Ｓ を合む 「 ヂ ツ ド ・ ェ ｹ ド ｊ はｊｬＦ天 井

共 前 述 の ロ ッ ク ウ ーノレを用」、る ζ とが必要である

この ロック t; - ' " の厚さは 、 f ヂ ツ ド・ェ y ド」で

最も l豆〈し、「テイプ・ェ; / 1-" j に 近 〈 に 従 っ て 次

第 に厚 さ を 減 じ て行〈 。こ のお合ロ Y 1 ウールの

最大の ｪ 手さは ＲＱＱｾ で 、 防音量 ｅ の袈 ｻｉｉｉｊ に 一 枚 、 表 ￯ｉｊ ｩ

にも 同じ厚さ のものを が:1 2 吋 の エヤ ・ポケットを

防 てて取 附 け る 。

大 欣治' 皐に於ては苦のエネルギー を縦 i放し逃1J

布 の使川j を少〈する筑に 、官EJ 、限り家内の壁面I を

不規J ! l J な 形 に 設 計する 。

換 以lよ機械 的 エ ヤ ・コ ン デ イ シ ヨ = '/ グに依 っ

て 行 は れ、外 壁 窓から 町 D 騒 音。侵 入 を防いで/ i i }

る。

J 階 接 客 室

命日高製のグクト I:l: コル クで 防 音 された m下 で 支

へられ 、 ダク ト自 慢 は ロ ッ ク ウ ー ル で 包 ま れ て 肝

也。

ｾ以の ｕＱ 入孔に は 、 ダクトを停って普得の都く

ととを ＱＺ 右 ｮｾ に 、 サ ＱＩ ' / ド ・ トラッ プカ; JI;( r>! J けら

れである。迭l ; : ，は k 弁 の主主主主孔からなら れて居る

が 、 大放主主訟で は逸 品 ＭＮ ｻ孔は天井の照明ｲＮｓＺ ｊｾ と令値

して 設 計 さ れ て 居る。

排会，{11 ガ ラリを有する床面近く の閃口から排出

され る。

第 II品l、第 2 li; n 6 階 及 7 階 平 而

tl1 3  li，n  6 階試総祭

第 ＴＱｩｾ Ｑ 7 階接待浮:

ｾＵ 倒 7  ｾ持政視廊

ｪ￭ｾ＠ 6  1凶 6 階 A 放送信[

ｾｾ＠ 7 闘 6 階 C 放 送 家

( Ar chitetl ¥l l  Rec!) rc ] 誌 よ り 新名: r Ti 夫〉

6 階 A 放 迭 室

Ｖ 階 じ放 治ｾ

8 5  v 川



I  全 景〈ホ テ ル 北 側〉

「北 緯 4 5

0

J

ｲ ｾｴ 斡 ＴＵ Ｐ ｊ はサ ｹ ・ 卜ロペに今年完成さ れた もので 、 ＱＱ Ｐ 案を 待 つホテル 、〈内 9 0 *はパス とW. C付) 3∞ 人収 容 のレ ス

トテ y 、( 内 2∞ 人 は 案 内 、 1CO人は戸外) 6 筒 の パ Y ガロ ー. 運動場 、( 二 つの潟水 プール、 男女の浴室 、 B 筒 の 底、ii'i:lii

ｾ奴祭 ［犠飛舞燃場 、 三 つ の テユス コート及競技梅〉附属往築 として貯水 池 、 ｩＡｬＺ ｩ 程索 、 車ｪｩｦＨ 、 連車事手のた めの設備 、段 場其 他

戸外投官il 絡を fSむ施設で、 敷 地約 B へクターノι 。

位 置 1:1: 7 ラy スの地中海沿岸巾喰ー の北 1111J に海を望む場所で. 北 は1湾を隔て L 封 俸の村 落 を 初 め 、は る か 右 方 に は = ー ス

の上方 にアルプス の白星富士 望 む事が出来ると云』、誠 v::: 景勝の 地である 。従ってホテ ル の各室も 出来 るだけ此の美しい会色 を

居 ながらに してgJ _ み得る事が必要であると 同時 に南側 か らは充分 に 日光をうけ る事 が必要で ある 。 そとで主要建物1' 1 高〈狭

〈東西 に長い型態 が考案さ れ た。レ ストラ y は此の主要注物 の北官¥11に 20 米を隔て L 並行にな らび、二つの廊下〈給仕用 及

客用 〉で連絡されてゐる 。叉主要建物は風向の附係を考へて西端を 45。南に折 曲げ、出 来るだけ寝室に風のあた らぬやう に

工夫されてゐる。

議室 は Ｒ 筒づ λ ｾｨ をなし て 、 一つの 階 段と銅製がついて居 り、 廊下か ら Ｒ ＱｉＡ Ｑ 針 陥 っ て寝室 に入らねばならぬか ら 、入 口 を

聞いた時 も廊下から直接中が見 えないと云」、手IJ 盆がある 。但 し一方二つの集の 入口 が相 対 して居 ると 云 ふ欠鮎も同時 におこ

る又浴室、使所が 二 つづピ接してゐるから給排水苦手に使利 且つ経済 である。続宅と寝室のI l 司は二重援で完令防昔、 日光* は

採 光 而 絞 2 5 - 3 0 % で 日光 浴、Lf 降、朝食、1ft' t詳母: に用ひられる 。

IJ I 寝 室 断 面 便所、浴室、階段断面園

V 川 8 6



' *の:rJ i類 は

Hl  n l  

人 型 : 4 6 x 3.25 浴室 、使所付 日光宗 1. 5 )( 3.3  

ｂ 雪 ｾ :  4.4 x  3. 25 
I! 

11 1. 1  X  3. 3 

c 型 : 4 .1 ;x 3 2 5 おUui r. fio付 ナ シ

各 家 の (.':j さ 3. 05 111、C 引 の 数l土極 < (.'{ i か で主と して

A と 2 第一正11に月] ひる。立li 純 手の 総 領 l: t 別に III r，J;: J )  

上 に 40 と地階に 13 あ る。之俸の2巨大のさは 3. 3 :n 

x3. 9111 で南( I !t] だけに窓がある。

〈人J ' chitect uml Re¥'i c¥¥'  ; 誌よ り 本多疋治 〉

第 III 圏 、 第 I V 圏 説 明

Ｈ Ｑ Ｉｾ ｩｬｩ＠ F.  Ｈ Ｒ Ｉ 段 、 ＨＳ Ｉ 踊ｾｪ［Ｉ Ｎ ( 4) ロ ビー、 ( 5) ロ側 、

( 6) 衣 服 ダ y ス、 ( 7) リノリウ ム床 、く8) ダ プル ペ ッ

ト'. ，( 9) テ ープノL 、( 10) ペ ッ ヘ ( 11 ) 包 燈、( Ｑ Ｒ Ｉ ｾｩｬ 話

( 13)鏡 、 ( 14) 危燈、 ( 15) 椅 子、( 16)  '7 ツト、 ( 17) 化

粧 選、( 18) 悶精子、( : 9) 問用古島 、( 20) 二モ商 鏡、( 2 1)

折 昼テ ープノι 、( 22) 殿外周膝・掛裕 子 、( 23) サ Y ポ ー

チ 、 ( 24' ) j浴料、 ( 25) 洗而2品、( 2りピ デー、 ( 27) 使 総

( 28) 窓棚、 ( 29) 配 管 用 開 仁l 、( 30) 谷プライ y ド箱 、

( 3 1) 浴手・鋭

II ホテル南側

1-

。

I V 穀室卒面

V  8  地階平面 9  - 1階 10ー 2 階 11- 4階 の各卒面国

ω  

3  
4  5  

M E TロE S

:0  
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入 ロ を 改 造 し た 商 底 ニ つ

1)  シカゴのサ リー 婦 人 服 庖

繁[pJ な町で はif fj 庖をう まく 吹遣する と賀 高 が 2 告1) 方増加す る と言ふ 一 例。

2  

玄関を深〈入り込ま せ て 街 路の5央区正を品目 ひ、雨jlPl二つ の陳列慾 に依 っ て、婦人中17及幻・人服の 二 つ の前iiei をよく表明し て居る 。

〔第 l 悶 〉

柔 かい感じを出す鶴 I亡、箆 の 出 問 及 入 隅 は主li 綴 的 に 丸めである。

Ｒ 階の 、 精子戸 の 入っ て 居ないｬ｜ｩｉＡ ダ ｉＩ ［Ａｬ の内部は 、 ｾＱｩｩ￯ｾ目板の青い ス レイ ト 色 ｬ く 劃して 、 明るいテ ラ コツ ｆ 色仕上 げ 、 上部 笠 及天

井は ｪ 炎青色ペ ｹ キ塗である 。 ｃ ｾＲ 凶 〕

平 面悶 を見るに 、 l 階 は 建 物 の一部 を 使 用 し 2 階 は全部を使用 して居る。 1 階 は傍人目艮及締人中円 、2 階は各種のドレ スの 版 E震に

使用されて府る。 2 階 の 中 央 が E車場にな って居り 、 その周 悶 の硝 子 の 入つて ない陳列3症の後部には 、 着 附 の :;{I 峨が多数取つであ

る。

2)  ノ、リウッ ドの ローラ ・リー尚応

陳列 窓 の明 るさを 誇 長す る録に 、 jl}j)苫の入口をヂグ ・ザ グに 改造し 、入口の天井J ! I . . 陳列窓天井共 に最 小 限度 の断 iui を手jーするアルミ

ニ ュ ー ム の 枠に 摺 硝子の パネ ルを ￎＸｾ 込み 、 天井裏 にレブレク ｆ ー を 仕込 ん だ も のである 。

入口のシ ー リY グ・ライトは歩道 に沿った部分は幾分暗 〈 し、 その部 分 か ら 中 央 出入口に向っ て折れ 油っ たネオ: / ' 設の効果を以て

注意を入口の方へ 向 けしむる様に工 夫さ れ て居る 。〔 第 Ｓ 闘 、 賀 ｾＴ 悶 〉

(  Archit ect ll ral  ｬ ｾｯｲ ｬｬ ｭ＠ ;;まより 新名滋夫〉

3  
4  

V 川 8 8



就 て

「 都 市 計霊 」 を特輯す る に あ Ｗ こり原杭を 各 方面に 御願しに とこ ろ 、 炎暑 にも 不 拘多数 の王杯 ｾ ｾ寄

せられ?二 、これ等を 一部 に編寵 す るこ とは飴 りに老大とな るので原稿到着の順序に依り八、j Lの

雨月に分げ て強行することとな った、こんな諜 で九月 に廻った玉稿に劃 しては惑から す' 御J r恕 を

願ひ?こい 、なほ石原氏 、佐藤氏、藤原博士、町村博士の諸氏にはこの梨(.; . 特にお詑びを する、 こ

こに 執 筆 を頂 い ｔ ご 諾先 生へ深 甚 なる 謝 立を表すると共に御 言 ［ ｊｾ 承 ｾ 得 ｔ こい 、 な ほ 都 市計畳 Ｍ 蹴第二軒

目:9;くは次の1象定で ある口

輯 議 行第競」董「都 市 計
士

b

-

T

4

仰本

月 l 都 市 計 重 器 j 第 二 輯 目 次

都 市計霊より 土 地計 霊 ま で

大 成 主? j却すぺ き我が者1)市義 国

者I1市生活 と困民保健

者11 市 と 騒 音

者1)市 の交 通 施設

者。Tli 形態の接 達史

都 人

王思 想 者11

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

九

石 原 憲 治

田 村 剛

藤 原 九 十 郎

佐 藤 武 夫

伊 藤 和 夫

吉 田 信 武

岩 本 異 人

吉 田 信 武

( 順 序 不 同〉

く31". 十 音 順〕本 抜 執 筆 者 紹 介

i1<事士、東大政治科卒紫、大阪商大講師 、大阪都市協 合理 事小 川 市 太 郎 氏

工観博士、京大正1' ; 築与科卒業、ヌド合々 長、大阪商工合議所即j 合頭、大阪工業合lilll 務 長安氏岡片

都市計 11f大 阪地方委只令 勤 務、本合都市計盆委員合委員善 吉氏加 藤

工事士、京大正k築器科卒業 、大阪市技師、大阪ホテ ノL 臨時正1'; 築 事務所建築主任種 夫 氏新 名

pJ ii Ti中 II 守、第 四 日rli 司令 部1:0-演 作 氏中 村

工卒 士 、 ｍ 巨 大 ｩｬｬ 築｛ ｾ占利 Ｒ 七業 、 松室 Ｑ｛ｾ光事務 所主 、 本合 都 市 言 Ａ 笠委 員 合 委 員長重 光 氏松 室

コ撃で1: 、京大土木製干・I- Z{;紫、語'11奈川l際都市計鐙謀長日誌 六氏μI  丸

エ製士 、Z巨大 正1'; 築恕 科7{ 業 、兵庫l係管給課長、都 市計m兵庫地方委 員合技 師長 治 氏宮 本

工半士、京大ニ1--木器科卒業 、都 市音l 控奈良地方委 員合技師

8 9  VI I I  
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役 員 舎

常 務 曾

... 
E ヨ

時 昭和18年7 月 17日午後6時 一一 同8時30分

所 本 協合 別 室

出席者 理 事 片 岡 池 田 竹 股 主氾 阪 1-1

Ｑ［ Ｍ ｾ 士 問 主計浦 清水 八 木 絢締

9話回

議 事 1  Ｔ 令 聯合大合経費 ＲｉｬＮ ￬ 前洲見事納 ｉＡｊ ｽ ｾ 決

定 の件

1  7 月例舎に 附する 件

l 阪和住宅問残務殺到委員 1reii'Frn委 貝 依

嫡 に 闘 す るf牛

1 法1111)委 員舎報fi ?の合員の各種 質疑 に舷

牲 に闘す る1牛

l 合 員;企術

報 告 l 常 設 都 市 計5弘 法11剤、材料 、主主化 、

住 宅、災符強度委 員令 報告

曾 員

1 記念 阪和l住宅 陣、税;光住宅博委員舎

う以告 大美i l l J ' ・残務猿瑚委 員合報 告

曾 員 動 静

入 舎 者

報

合 員 l投 入鳥章氏宵照

氏 は京 都市 の人で 、l釧凶 1m工準校を卒業後、河

合 Il lt波正I!; 築 事務所 に?Jjj }め た、大阪幽技 館 の新築に

際 し現場主イ千と してよく その J' lt 1'iーを果す、後 同f:fr

を宙宇 し自 ら建築設計事務所 在起 しζ れ を主 宰 し多

数 の建 築 を扱 った。

年骨量漸 〈不惑 をa凶え氏 に{交つべき と とのi除りに

多きとき fE1. 忽と して 7 月 14 日食f:( f: 遣 の 銭 め長 逝 さ

る、向 に1ffi 1営に地へない 、行 年45、 ζ L に1守照 を

北 付 三省君 旭 医森小路町640( みよ し組氾紙工

掲 げ謹 んで哀弔 の1立を表 す。

業 所〉

特別賛助員 中 村 竺郎君 rlJ  l J 1! 民凶 III Jl r合 三隣 府間持干t二I1B路

木下 諮三君 西 区江 戸郷市; 泊5 ノ35( 建築材料 販
( 中村工務 問 〉

夜業〉 大 井 武 雄 君 前 Ｑ Ｑ 戸市 灘 限 日 ｽ ｾ 町 Ｒ ノ Ｓ Ｘ 箱本方 〈 紳

林 久 吉 君住吉区 山 阪 町 Ｕ ノ Ｑ Ｑ Ｈ 建 築 部 ￭ ｾ 業 〉
戸市役 所〉

初 生 純 君 此花区 =J;' 川町・4 ノ88C術生工事 施工 秋 田 行 雄 宕 此 花底上阪 山市3 ノ 155( 王手責局〉

設計〉 はl 仁1 均君 堺市紋町22( 大阪市役所 7J<fu;侶〉

瀬m 永 治君 天 王寺 底細工 谷町40 ( みよし組'i'.t

鉱工業 所〉
逗 曾 者

野田 疋 天 君 西 ノ予';in今津曙 114C英 弘 前j合 建 材 曾 員

部〕 !) 、竹 茂 君

普通貨助員 普通貨助員

中illJ ・ 英 ニ君 府 下北河内郡守口町302朝岡方 山本 法一宏 出 ｦ 路 ｪｾ 学ｾ Ｍ ｜

VI I I  9 0  



家鋪文枝嬢記念品贈呈報告

官協合職員家Zil i文枝嬢永年勤務致して居

りましにカヘ 今国家事の都合で都職いに し

ま し た に付 、 共持に到 し 記念 品 をＡｬｾ興 す べ

〈有志各位の酸金を御願ひ致しましに慮、

多大の御同情を得ま した段蛮起者として拘

に感謝に堪へ ません。悲に芳名を掲げ深甚

の謝意を表す とともに清一算御報告巾上げま

す。

夜 起 者

日本建築協合合員有志

五 十 音 順 ? 容 藤 藤 吉 3  1. 50 

芳 名 山 金 高 | 奥 村 主 兵 衛 5 2.50 

秋 田 喜 代治 2  1.00 I  小 笠 原 鈎 3  1. 50 

天 沼 俊 一 2  1. ∞ | 岡 田 孝 男 2  1.00 

浅 野 命 記 長 1  50 I 小 野 茂 雄 2  I. CO 

赤松 修 1  50 I 加 藤 義 吉 1  50 

背 柳 貞1!t 1  50 
河津喜之介 2  1.00 
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介
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岡
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夫

一

夫

一

郎

秋

彦

郎

三

郎

夫
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郎

賞
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口
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助

知

計

郎

郎

議

刺

閃

友
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千

宮

大

白

太

利
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保

太

謙

恭

之

芳

陽

一

次

航

牧

彦

純

宗

英

安

新

川

川

田

木

川

谷

田

藤

橋

林

族

川

尾

市

民

間

上

竹

原

川

川

本

一

流

出

来

荒

背

石

泉

池

伊

石

今

伊

石

岩

伊

池

井

槌

州

大

小

小

問

篠 崎 {iil:二 4  2∞ 

設当里 貞雄 2  1. 00 

篠 原 太郎 2  1. 00 

後 川 隆 一 1  50 

城 武三 郎 1  50 

新 名 種 夫 2  1. 00 

ｾ ｪ ｦｩ 原兵 市 1  50 

芝回知: w : 4  2 ∞ 

鈴 木 末 尾 2  1.∞ 

須 藤 隼 人 3  1. 50 

ｲｾ 栂築治 4  2∞ 

武 田 絞 ー 2  1.00 

問 中 笠 輔 10 5.00 

谷 民議 2 1. 00 

高 田 利 一 郎 1  50  

高 松 平 太 郎 2  1. ∞ 

百盟主署 長弓 3  1. 50 

武 岡 沢 一 2  1∞ 

竹 腰 健 治 6  3.∞ 

谷 川 勝 次 郎 1  50 

津 田 敏 雄 2  1∞ 

坪 井 誠一 2  1. 00 

堤 多計士 1  50 

鳥 井 信 2 1. 00 

徳 政 令 吾 2  1. ∞ 

中 西 六郎 2  I. CO 

中村 義 雄 2  1.00 

中 鳥 村 喜 2  1.∞ 

永 烏 敬 沼 1  50 

ｾ 主江悌失 4  2. 00 

永 潔 毅 一 2  1.∞ 

丹 藤 良 雄 2  1.00 

'JlI- m 議 椛 1  50 

花 「 日 長 市 1  50 

長 谷 部 鋭 吉 2  1∞ 

長 谷 川熊 吉 1  50 

4宇 野 貞 三 2  1∞ 

橋 本 勉 2 1. 00 

平 塚 鎗 吉 2  1. 00 

ｉｾｉ＠ i 土 問 重 一 3  1. ∞ 

藤 村 愛 資 2  1. ∞ 

藤 井 厚二 2  1. 00 

古 塚 正治 2  1. ∞ 

本間 乙彦 2  1. ∞ 

源 問 猷 次 郎 1  50 

松 井 清 之助 2  1.00 

松 浦 松 之 助 1  50  

松 本 高 象 2  1. ∞ 

松 浦 基 二 1  50 

松 家 重 光 2  1. 00 

牧野 忠 2 1. ∞ 

松 本 儀 八 2  1. 00 

宮 本 長 治 2  1.00 

光 安 梶 之 助 4  2. 00 

三 木 来 三 2  1. ∞ 

村 上 徹 ー 2  1.∞ 

村 野 藤 吾 2  I. CO 

森 本 藤 吉 1  50 

本 野 柄 吾 2  l. ∞ 

矢 田 鎖議員 1  50 

山脇 友 三郎 6  3.∞ 

山田 芳 雄 1  50 

山下街太郎 1  50  

矢 木 英 夫 2  1.∞ 

八 木 感 二 2  1∞ 

山本 潔 2 1∞ 

ILJ 田 邦 夫 1  50 

吉 岡 信 武 2  1. 00 

吉 津 多 重 喜 1  50 

和 問 貞 治 郎 2  I. CO 

0主1l1i 圭 吾 J  50 

和irl1 保 之 2  1. 00 

清 算 報 告

収 入 ￥ 135. CO 

( 寄附御 申込口主主 270 @￥50)  

支 出 ￥ 135. 00

Ｈ雪ｪ＼ ｾ ｍ 文技縦波 ｻＮＧ［ｪ ￥ ＱＱＰＮＰ コ〉

( 仙 レ ガ キ おO枚 代 及 印 刷 問t に 酬 印)

!i lIJ /.Jt.. j伏袋空宇粥l 波大阪 i活版 Efr 扮 ￥ 25. CO }  
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( 昭和八年〕

I =l  

員及 委日 本 建 築 協 曾 役 員
量士聞

法 人

安 員 伊 東 恒 治

問 芝 田 知 意

向 鈴 木 忠: r i . 郎

同 高 木 大 作

同 永 津 毅 一

同 姫 野 武

岡 山 本 春 7)(

携 蛍 常 務 富 士 問 主 ー

岡 松 井 清 之 助

同格回 ｩｾｦ
同 八 木 感 ニ

同 呼 子 正

編 科 部 員 新 名 種 夫

同 東 畑 謙 三

同 内 藤 亮 一

岡 本 多 正 滋

同 吉 田 信 武

材 料 委 員 曾

委 員 長 須 川 廉 太 郎

幹 事 小 西 一 良

委 員 児 玉 氏 太 郎

同 白 川 t.j l 一

同 高 間 奥 戸ー吉

岡 高 松 平 太 郎

岡 橋 本 勉

同 松 久 保 敬 三

同 道 図 表 治 虫1¥

問 111 中 流 ー

挽 Ｗｾｩ ・常務阪口芳 三 郎

災害強度委員曾

雪委5員 長 中 様 誠 一 郎

幹司事} 1務答 E藤喜 族 吉

苦委5 員 守脊i号T 柳 良 1  

同 主窯思 悶 7茂支

同 佐 E野子 t俊金 三

同 篠 原 つ太に且郎|目:  

悶 谷 E降在 ラ夫た

同 烏 井 捻 三

同 主波 え 江 悌 夫

同 中 烏 智 客

同 三 1浦H市1 作倫I 旦史土

悶 山 回 う 芳 苧 2創雄4唯主

悶 矢 回 餓語綴主

同 波 郊 圭 吾

携官訴':;1常官z務事 掘 回 猷3次k虫郎|目
;  

殴 備 委 員 曾

委 員 長 小 笠 原 釦

幹 事 阿 部 認l j!IJ 

幹 事 松 井 清 之 助

委 員 伊 東 宗 太 郎

同 小 川 陽 吉

岡 |河 田 孝 男

問 中 山 栄 太 郎

同 長 谷川 俊 弘

同 塙 信

岡 村 岡 小 一

指 首 常 務 浦 英之助

住 宅 委 員 曾

: i t 野社 一 郎

浅 野 令 厳

格 山 幸町司王

建築患研究編輯曾

伊 東 恒 治

jf:; j 橋 栄 治

竹 腰 倒t 法

滞i i早 良 弓

jl日 橋 諒

藤 井 厚 二

八 木 古lt 之 助

吉 凶 信 武

三章一一一旦

委員長松ｾ Ｑ｛ｾ光
幹 事 加 藤 義 吉

幹 事 北 垣 熊 之 介

委 員 伊 旗 手 日 夫

陶 岩 本 長 人

同 作 間 日 出 生

向 新 名 種 夫

同 披 武 三 郎

岡 松 浦 松 之 助

同 吉 岡 信 武

鎗 前 常 務 鳥 井 信

i長 制 委 員 曾

委 員 長 神 田 敏 雄

幹 事 玉 置 壁 次 郎

幹 事 坪 井 誠 一

委 員 秋 田 喜 代 治

問 石 川 寛 三

間 楠 瀬 激

同 工 藤 策 治 虫1¥

岡 武 田 経 一

同 徳 政 合 否

問 内 藤 亮 一

携賞 Ｇ￬ｩｬＧｾ 多今 林 彦太郎

長

事

務

員委

幹

斡

敦 化 委 員 曾

古 宇 悶 質

調 井 勇 三 良1¥

溢 谷 五: 良1¥

員委

同

問

問

問

問

問

問

都市計重委員曾

長

事

務

員委

幹

斡

員

片 岡 安

池 田 賀

竹 腰 健 治

待 、 政 命 吾

松 室 重 光

阪 口 芳 三 郎

鳥 井 信

丹 E奈 良 雄

伴 野 貞 三

宗士岡 ill -

1清 英 之 江I}

1舟 7)( 栄 二

八 木 盛 二

今 林 彦 太 郎

高 橋 祭 治

中 村 議 主控

訴 古 田 猷 次 郎

秋 田 喜 代 i台

井 上 瓶 詰 定

石 川 寛 三

今 林 彦 太 郎

i也 回 tt 

岩 崎 甚 大 UI¥

澗 英 之 助

大 原 芳 知

阿 国 孝 男

阿 部 品 耳 J l I J

岡 本 新 次 郎

落 藤 藤 吉

川 口 一 二

河 合 貞 一 郎

河 盛 盆 太 郎

片 岡 安

小 西 一 良

阪 口 芳 三 郎

作 間 日 出 生

新 名 和i 夫

前 7)( 栄 二

末 浮 舟l 次

鈴 木 末 尾

竹 腰 俗 語 主

高 岡 奥 三 吉

高 橋 築 協

高 松 平 太 郎

鳥 井 信

中 津 誠 一 良1¥

中 村 義 雄

中 山 楽 太 郎

永 漆 毅 一

丹 藤 良 雄

伴 野 貞 三

13士悶 11'¥ ー

藤 井 厚 ニ

藤 本 賢 太 郎

姻 回 猷 次 郎

牧 野 忠

役

長

長

長

官

階

事

記

詑

記

記

記

計

計

計

納

税

納

樹

員

命

u

合

議

合

H

悶

悶

監

監

主

主

主

主

主

主

主

主

続

編

編

飼

評

同

同

同

同

悶

悶

悶

悶

悶

同

同

同

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

同

同

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

同
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阪 口 芳 三 郎

; ; ;土問 笈 ー

住宅↑ 専残務整理

委員曾

担書ｾ ・常務

問

養 貝 木 村 寛 一

同 白 石 致 事 男

同 芝 岡 知 " &

同 鈴 木 末 尾

岡 高木i ! i l 之島JJ

同 波 江 悌 夫

挽1;: ; Ｇ￬［ｾ ｾ 主主 i，!j- *  袋 二

|吋 1' 1' 野 貞 三

向 日士 l河1 s ー

要 員 赤 松 修

同 小 川 安 一 郎

同 河 感 盆 太 郎

同 篠 崎 粂 ニ

問 rl" 村i ! i l 太 郎

問 松 本 儀 八

同 南 信

挽 営 常 務 中 村 義 雄

委 員 長 武 田 ' f i . 一

副委員長 ｾ野山ー一郎
日IJ 委 員 長 安 井 武 雄

委 員 今 林 彦 太 郎

同 小 川 安 一 郎

同 芝 聞 知 :m

同 坪 井 誠 一

向 徳 政 命 吾

同 古 塚 疋 治

同 村 野 放 脊

同 増 1i.J 新 卒

見 畢 委 員 曾

委 員 長 松 ' * :ifl 光

幹 事 大 阪 芳 知

幹 事 久 保 問 麻

幹 事 小 西 一 良

幹 事 三 木 来 三

幹 事 森 本 政 吉

委 員 加 藤 誠 二

同 設 楽 九 雌

|司 樋 口 辰 太 郎

機 設 常 務 丹 藤 良 雄

住宅↑ 事評償委員曾

小 笠 原 鈎

ｾ＠ !J1i. JI I: ー 且1¥

:1ヒ 垣 熊 之 介

篠 崎 衆 ニ

ヲ:j' j 川 庶 太 郎

藤 木 i E ー

員

員

員

貝

員

員

委

委

委

委

委

努

阪和上野芝住宅↑ 尊

残務整理委員曾

出 版 委 員 曾

委 員 長 藤 井 厚 二

委 員 石 川 純 一 見1¥

同 務 藤 藤 吉

岡 新 名 事fj 夫

同 篠] J f ( 太 郎

同 旅i ｾｭ＠ D1 弓

問 中 西 六 良1¥

同 古 級 i E 治

岡 村 野 放 吾

同 N i i言

挽';;:¥'常務、 高 橋 栄 治

百貨底建築委員曾

委 員 長 安 井 武 級

幹 事 務 政 族 吉

幹 事 坪 井 誠 一

委 員 脊 柳 貞 i J I :

問 |河 郎 剥 則

問 黒 口1 茂

問 3 < 置 扱 次 郎

同 古 厳 正 治

問 村 野 E事 者

向 渡部 ｾ ｉ ｾ 吾

告書常n・務 今 林 彦 太 郎

p-o] 1' j o 野貞 三

委 員 長 池 日l 質

問 委 員 長 安 井 武 錐

委 員 im 英 之 助

問 北 jJ i . 熊之介

同 佐 族 松 太 J)I¥

同 格 111 新 卒

阪和上野芝住宅博

評償委員曾

小 笠 原 鈎

北 垣 熊 之 介

篠 崎 俊 二

手Tj JII ｡ｾ＠ 7.( 良11

ｾｈ 山新平

安; 11 武 雄

9 3  VI I I  

員委

問

問

問

同

同

建築曾舘委員曾

安 当1: 武 雄

徳政ｾ 否

谷 氏 荻

f波 高 主主 央

大 林 賢 四 良1¥

阪; 11: 米 吉

鈴 木 末 尾

竹 腰 世 1 ! 造

法 江 悌 夫

松ｾ重光
森 本 勝 吉

山脇f r . 三 良11

委員長

斡 :tj.;:

幹 部

幹 事

委 員

同

問

問

問

問

同

ｾ， ｝＠

曾 員 委 員 曾

古 ヂ 111 W 

今 林 彦 太 郎

大 倉 二 J) I¥

山 l協 /J:. _O-: UI¥ 

i也 問 符 久 古

川 口 一 二

告を日1 定 慾

柄 井 勇 三ニー虫1¥

ｾ長谷五虫 Ｑ｜

Ij J 津 誠 一 良11

'f?; 二1: 阿:rrT ー

松 本 儀 八

'p; 本 長 治

委員長

車中 事

同

問

委

問

同

同

同

問

問

問

問

民

瑞光住宅博委員曾

委 員 長 武 田 五 一

剛委員長 ; f. 4野 JI : l : 一郎

幹 事 小 西 一 良

幹 事 佐 藤 五 次 郎

幹 事 溢 谷 五 郎

幹 事 古 家 正 治

幹 事 松 本 儀 八

委 員 井 上 繭 磁
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編 輯 後 記

口炎暑酷 熱 の ＱＱ カ［ ｾ￭ＢＮＺ < 。海 の7守さ. 主主のl峰

口非常時 の ｉｉ ｊ ｾ ぴが薄 れくる 時 、役 ｫ 日本抑 止

立 が現 在 lこ浪l享 とな る。世界経済合議水 泡

に郎し 、 れ聞は 門戸 を鎖 す 。 租 ｫ のｊｲｾ動力 Ｔ

行は れ る。

口惰眠い つまでか延 び る。重 慨を押 し除げ

て和 光 の世界文化の挫設に 力 を専らにする

日はし、 つ来る かD

ロ＿ｦ ｬ 叶 ｪ ｾ Ｇ Ｑ 霊批 ｾｾ Ｍ Ｎｩｪ ｈｲ 。 大家の王稲 山 手 ｩ ｉ ｦ して

到頭二 I! IJ にし1= 0  ｴｴ Ｂｬ［ 二 ｾ ｩＮ ｦ ｦＮは 企 ｫ Ｉｾ に 嗣 げら れ

る。総て者I¥rli 計 :Hf 委 日台の抑 ブj に よるもの

口 委日長松虫氏をう ｕￎｊｾ に し て、 合 長 を ＿ 始め

ｾｾＺ＠ ..; そった家カ; ｊ ｮ を ｾ ｊ￉ ベ 、 殊に 中村 出作 氏は ｾ ｉｉ

A守に打ー立t され大阪を去られる故後の文 と し

1釘継 と遊問者I I "rIi の奈 良 とがM<せられた D 向

次枕 に は 外 の都 市 の特 殊百十繋 を希望 しに

い、八幡。別 府。 山田等興味深いも のが あ

ると思はれる 。

口 間際挫築 も少 しの間休戦し? こ ので今度 は

十頁 とし七、 来月 か ら主主 k 勉 強する 。

口本放も強定1 ' l ml 【を? 遥か に超過し1=白紙i少

叉難い。

口 建 築事J研究 は卒; 合から刊 行 されることに

なり更 生 ｾｾ 一蹴 に 営 る ＶＹ 蹴が出 ＱＺ 。 気 鋭

の士の抑力の論文 、内容雌に誇 るに足る 。

舎員の研究程表を期 f-. 'f する 。

C 満洲見事! 事|も出張 する 。満 洲 、朝 鮮 . 五

時と 本合 との間合連合大舎が彼 地でI対かれ

て意 味 深いであらう o る告ーで ある。

口各都 市 の特殊計裂 として 、横償訴'11戸の二

建 築 と 社 曾

第 16 納賀'i 8鋭

毎 月 l !li ll 日強 行 定償 l:1lJ 1- .50間( 到{税 2 銭〕

12Jl1} 6 ∞ 阿( 同 24 銭〕

昭和 B 年 7 月25 日印刷j 昭 和 8 ｾ ｰ＠ 8 月 1 日強 行

五重行・縞料

印 刷 人
ｭｾ＠ 取

凶宮市今湾町 大字古自民56番 地

陽

印 刷 所 大 阪 祈 版 所

大阪市東区内淡路町 l 丁目 7帯 地

苦 連 行 所 ER 日 本 建 築 協 合

大阪市北区中之島3 ノ3朝日ピル

電 話長本 局( 23)4500杏 ( 6)

鋳替口座央阪39.975番

特 約 販 賀 底 柳 k 堂 書 庖

大 阪 市 西 区京町堀若君子板崎北

電 話 土 佐 堀 2440香

指替口座 ｾ 阪 加 ＸＴ 杏

禁 轄 載

本誌に揚載せるものは 、一切とれを無断にて

鞠載 し又 は単行 本 に 上梓 その{ 也の複製行 震 を

なすことを 禁 ず。

( 高橋栄治)

慶 告 掲 載 料 金

普 通 I 1 頁 I 1 回 15. ∞ 

普 iID l  を頁 I  1 匝l 8∞ 

普 い _ _;ID 1  1 頁 I 1  thl  I  45.00 

間附餌 1買 I ，_.  I  

一 一 一
普 通 I 1 頁 I 1 回 I 40.∞ 

( 醐附錨211 I I  - I  

一 一 一普 _ ｟ ｟ Ｎｾ＠ I  1 頁 1 1 回 25. 00

後附第 l及 車齢貰 ) f 1 -

一 一 一ア ム ー ト | 告 頁 I 1 回 | お ∞

{中 郷 ) I  - . .  I  - I  

一 一 一表 紙 2 I  1 頁 I 1 回 I 60.∞ 

表 紙 3 I  1 頁 I 1 回 I 45.∞ 

表 紙 4 I  1 頁 I I 凹 | 加 .00

建築事務所長最 I 1 欄 I  l !li1 I  150 

(忍築潤骨量陸宮廷内) I  1  欄 I  1  回 I  5.00 

御 注 文

御 注 文はずペて前金で本合直接叉は特約応へ

振替貯ｾ叉は健替で御扮込を願ひます郵苦手代
用は一割 晴 、代合引換はお断りま泣します。
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第一 二 五 八 二七聖書

第 一 二 三 一 九 六 娩

第 七 三 三 四 六 鋭

第 七 三 三 六 O 貌

排気頭販頁及取付並エバイァ・衛生工事請負

宮 島 康 夫 商 底

東京市赤坂匡青山花町一丁目四番地( 紳宮外苑入口〉

電話青山( 36) 四七二九番振替 口座東京五八四八七番

所イ更洗オ三

御 指 定

庖

大阪市北区梅田新皇室

太 平 ピ ル ヂ ' / ?/ . 四階

電 話 北 八 一 八 誉

鋸替央阪四八二七番

築 商

大 蔵 省 管 締 管 財 局

東京帝関大撃経絡課

大 阪 府 替 繕 課

兵 庫 j様 替 絡 線

大 阪 市 建 築 課

名 古 屋 市 管 繕 課

南満洲鍛造株式舎量土

I f 湾総督府管絡諌

米 本

贋 4 5
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